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ぷろろーぐ



　西にし村むら野の菊ぎくとの戦いから三日が経たっていた。



　一いつ昨さく日じつフリル部長に戻ったばかりの部長は、今日もフリルいっぱいの白いワンピースに身を包んで、いつものように部長席に片かた肘ひじついて座っていた。

　部長は何か考え事をしているようにも見えたが、俺おれが部室に入って来たのに気づくと、

「来たわね、ヨースケ」

　と言って長い黒髪をかきあげてから、凶箱まがつばこのスティックを投げて寄こした。

　それを腹のあたりでキャッチしながら、室内を見回す――みどりちゃんと桃とう香かちゃん、それに蒼あお子こさんが机を囲んでトランプ（場の様子から察するに、おそらく大富豪）をやっている。ここからでは本棚の裏にあたるので姿は見えないが、委員長は例によって一人でアダルトゲームでもしているのだろう。

　俺はみんなが口々にかけてくる挨あい拶さつに一通り返事を終えてから、

「……柚ゆ木きは来てないのか？」

　尋たずねると、部長は即座に不機嫌そうな顔をして、

「まだ来てないわよ。……ゲーム特訓もまだできてないし、今度言っておいてくれない？　もう少し早く部活に来るようにって」

「まあ構わないが……」

　柚ゆ木きが俺おれの言うことを聞く保証も無いぞ？　と、続けようとした時だった。

「こんにちはー」

　扉を開いて快活な声でそう言ったのは、その柚木であった。肩にかかる程度までのばした軽くウェーブのかかった髪が似合っている……のはいいんだが、相変わらず俺が部室に入ったのを確認してから来たのではないかというタイミングだ。

「……遅い」

　柚木の方を見ようともせず、ストⅣのキャラを選択し始めながら部長は言う。俺だって今来たばかりなんだが――柚木は途と端たんにむっとした顔をして、

「ＨＲホームルームが長引いたんだから仕方ないじゃないですか。それに、そもそも期末試験まであと四日しかないのに、部活なんかやってて大丈夫なんですか？」

　部長は何の気まぐれか、いつものキャミ子ではなく占術師のローザを選んで、

「あれ、もしかして柚木は成績あんまり良くなかったりするの？　前に言ったかもしれないけど、私と蒼あお子こは学年で１位２位を争う仲だし、桃とう香かもいいんちょも30番までには入るわよ。ヨースケには今回から蒼子さん占うらないが味方をするから一夜漬けで充分その射程圏内に入るはずだし、みどりんは――」

「……そっとしておいてください」

　と、トランプを見つめながら言うポニーテールのみどりちゃん。俺はいつも通りにキャミ子を選択し、試合が始まる。

「……みどりん、成績良くなかったの？　それならこんなところで遊んでないで、勉強しておいたほうがいいんじゃないの？」

　柚木の言葉に、みどりちゃんは溜ため息いきを吐ついて、

「勉強しなくちゃ、とは常々思ってるんだけど――」

「それより『こんなところ』ってのは何よ？」

　部長は言いながらも、牽けん制せい技を振りながらローザを近付かせてくる。キャミ子の牽制技とは若干相性が悪く、どうしても防戦気味になってしまう。

「いや、それは言葉のアヤっつーか、そういうのだろ？」

　俺は言いながら、足下を射抜く蹴けりを放つ。俺を追い込もうとしていた部長のローザは大振りな蹴りを繰り出した瞬間であり、蹴り抜きがカウンターヒットする。

「そうですよ、いちいち突っかからないでください」

「柚木、お前のその言い方も良くないんだが……」

　俺は転んだ部長のローザに対して起きあがりに超低空の蹴り下ろしを放つのだが、部長はそれを手堅くガード、続く俺おれの連撃も全すべてガードしながら、

「ヨースケ、前から言いたいことがあったんだけど」

「――奇遇ですね、西にし村むら先輩。私も洋よう介すけに言いたいことがあったんです」

　雲行きが怪しくなってきた。

　それに気を取られて俺が甘い一撃を放とうとした瞬間を見逃さず、ローザのピンチゲージ消費必殺技・ウルトラコンボが炸さく裂れつする。キャミ子の体力が一気に奪われる。

「ヨースケ」

「洋介」

　横目で俺を睨にらみ付ける部長と、気のせいか間合いを詰めてくる柚ゆ木き。七月も中旬を迎えようとしている昨今だが、エアコンの効いている室内は涼しいと言っていい。なのに、全身から汗がにじみ出るのを感じるのは何な故ぜだろう？

「……何だよ？」

　Ｋ・Ｏ！　のシステムボイスと同時に、二人は全く同じ事を言った。

「「あんた、どっちの味方なの？」」

　二人とも、言葉の端々から滲にじみでるパワーが怖い。

「いや……どっちの味方とか、そういう問題じゃないだろ？　俺はみんなが円満に部活動をできればそれで構わないと思ってるし、だから二人が互いに揚げ足取りのようなことをやっているのは良くないと思うだけで」

「……」

「……」

　部長も柚木も、俺の話を聞いて次の言葉を飲み込んだようだった。

　と、長いツインテールがチャームポイントの桃とう香かちゃんがトランプを続けながら、

「そうですの、ヨースケさんの言うとおりですの」

　２ラウンド目が開始されるが、部長はゲームはさておいて、会話の方に集中しているようだった。桃香ちゃんに続いて、みどりちゃんが口を開く。

「そうですよ、ヨースケ先輩の言うとおりですし――あたし思ったんですけど、柚木ちゃんと白しろ音ね先輩って、ひょっとして似たもの同士なんじゃないですか？」

「な……」

「っ……」

　部長と柚木が絶句する。おそらくは今、自分が言った言葉を思い返し、心当たりがあったのだろう――まあ、揚げ足取りのしあいになっている現状では、そんなものだろうと思わなくもないのだが。

「一緒にしないでくれるっ!?」（部長）

「一緒にしないでよっ！」　　（柚木）

　二人から同時に怒鳴られて、みどりちゃんがびくりと身をすくめる。それから部長と柚ゆ木きは互いの顔を見合わせて、これもまた同時に、

「真ま似ねしないでくれる？」　　　（部長）

「真似しないでもらえますか？」（柚木）

　言って、睨にらみ合う――不毛な事この上ない。似たもの同士で仲良くするという発想はこの二人には無いのだろうか。

「いや、まあ、落ち着けって。そんで、試験の話だったろ？　俺おれもそろそろ勉強しとかないとマズいと思ってたんだよ。蒼あお子こさん、そろそろ蒼子さん占うらないでの試験のヤマを教えて欲しいところなんだけど」

　俺が言うと、蒼子さんは手にしていたカードを場に出して、

「８で切って、ハートの３・４・５。これで上がりやー。うちが大富豪やね」

　と満面の笑みで言ってから振り返る。蒼子さんはここ数週間で少し髪が伸びて、今は委員長のミドルボブカットに近い髪型になっている。

「そいでなー、ナイスタイミングやったで、ヨースケくん。占いは昨日までで終わっとってな、まとめノートを作ったとこやったんよ。でも、まだコピーは取っとらへんから、後でコンビニにでも行ってコピーせんとあかんなー」

「おー、頼りになるなあ。一応過去問は手に入れてあるし、両方併せて勉強すれば怖いもん無しって感じだな」

「まだぬるいわね、ヨースケ」

　俺の言葉に、部長はなぜか偉そうに言い放つ。

「蒼子さん占いのまとめノートがあれば、過去問なんて必要ないわ。過去問で勉強する時間はまるまる無む駄だってことね」

「……ふむ」

　確かに、今までの蒼子さん占いの的中率を鑑かんがみるに、試験勉強の範囲はそこだけに絞ってしまっても問題はないのだろう。しかし、俺がまだ蒼子さん占いを半信半疑くらいの気持ちでいるのも確かなのだ。

「白しろ音ね、その考えはあまり感心できたものではないな」

　と、本棚通りの陰から委員長が歩み出てきた。

「ん。なんでよ？」

「定期試験というのは、日ひ頃ごろの学業がどれだけ身に付いているのかを試すものだ。だから本来ならば『試験勉強』というもの自体が無意味なものであると私は考えるのだが――しかし日頃勉学を疎おろそかにしていた者が改めて勉学に励はげむという意味では有意だろう。その点を考慮にいれても、出題される問題を限定してそこだけを勉強するというのでは、試験範囲内に含まれる他ほかの重要な事柄を見落とす可能性があると言いたいのだ。――まあ、ヤマを当てることができ、それで点数を取れるというのも一種の世渡りの才覚であるからして、それを鍛えるための機会だと捉とらえることもできるのだが」



    

  
    
      



    

  
    
      

　委員長は言い終えると、眼鏡めがねを中指で押し上げ、そのまま本棚に背を預けた。

　部長はそれにひらひらと手を振って、

「ま、やっぱり私は楽に世の中渡って行きたいのよね。しなくてもいい苦労なら、しないほうがいいと思わない？　だって本当に『しなくてもいい』ことなら、するだけ無む駄だってことじゃない」

「まあ、それが本当に『しなくてもいいこと』なのかどうかの最終的なアンサーは誰だれがいつ出すのか、って話になるんだけどな。まあ目下のところ、大学へのエスカレーターを賭かけた期末試験に対向するために、俺おれたちには蒼あお子こさんノート・コピーが必要なわけだ」

　俺が言うと、部長がうんうんと頷うなずく。

　などと会話をしている間、難しい顔をしていた柚ゆ木きが、

「洋よう介すけ、後で話があるわ。今日は夕ご飯の支し度たくは私がするから、買い物はしてこなくていいからね」

「へ？　……まあ、解わかったが」

　俺が言うと、部長が驚いたような声をあげる。

「夕ご飯……!?」

「西にし村むら先輩、私は試験勉強のため、今日から試験終了まで部活はお休みします。それでは失礼します」

「あ、ちょ、待ちなさいよ！」

　部長が制止するのも聞かず、柚ゆ木きはぺこりと頭を下げて去って行った。

「……」

「……」

　部長が横目で俺おれを見る。別に弁解しなければならないようなことはないんだが。

「あー、いや、従兄妹いとこ同士だからな。それにあいつんち、両親がよく仕事で留る守すにするんだよ。んで、うちは母ぼ子し家庭だろ？　料理ってのは人数が多少増えても手間はさほど変わらないし――食卓の人数は多い方が楽しいからってのもあって、」

「ふーん」

　何な故ぜだか氷のように冷たい視線と共に、部長は俺の言葉を切って捨てた。

「ま、いいわ。あとでコンビニ、忘れないでね」

「ああ――それと思ったんだが、蒼あお子こさん」

「なんやー？」

「話はかなり戻るんだが、みどりちゃんが成績不振で悩んでるみたいだし、一年生の分の試験範囲も蒼子さんが占うらなってあげてくれないかな？　成績は俺たちとバッティングしないし、いいだろ？」

「ん、せやなー。ヨースケくんが言うなら、まあええかなー。小春屋のジャンボあんみつ奢おごってもらう約束やし」

「……さりげなくあんみつ（五百二十五円）がジャンボあんみつ（九百四十五円）になってるのは気にならないでもないけど、よしとするか……」

「おー、ヨースケくん、太っ腹やー」

　蒼子さんが実にしあわせそうに微笑ほほえみ、みどりちゃんが慌てて「あたしが半分払いますからっ」と主張し、桃とう香かちゃんはトランプとにらめっこを続けており、委員長は心なしか微笑ましそうな顔で皆の様子を眺めていて、部長はまだ苛いら立だちが収まらないのか、スティックをがちゃがちゃ回しながらゲームを仕切り直そうと主張する。



　――と、まあ、こんなふうにして、

　俺こと葉は村むら洋よう介すけ、藍あい園ぞの学園高校二年Ｆ組が所属する女子電脳文化研究部は――

　わずか四日後にスタートする期末試験への対策を始めようとしていた。



    

  
    
      


１　ファーストアタック



　家に帰ったら匂においで料理を当ててやろう。

　そんなことを考えていたのだが、玄関を開けても特に匂いはしなかった。

　――ああ、なるほどな。

　俺おれは少しだけ考えた後に答えを見つけ、ダイニングキッチンへと向かう。

「柚ゆ木き、夕食は冷たいものだろう？」

　扉を開けながら言うと、いつもどおりに三さん角かく巾きんとエプロンを身につけ、システムキッチンに向かっていた柚木が振り返った。

「何よ、開口一番がそれ？」

「いや、匂いがしなかったからな。匂いにくいものと言えば、そのあたりかと思って」

「まあね、せーかい」

　と、柚木はつまらなそうに言う。

「オールメニュー冷製なのか？」

「うん。冷やしたぬきうどんと、生春巻きのサラダと、茄な子すの冷製仕立てだよ」

　えっへん、と胸を張る柚木。

「ほほう、ちゃんと三品用意したか」

「一汁三菜とまではいかなかったけどね。でも、美お味いしそうでしょ？」

「まあな。誉ほめるのは食べてからにしておくが」

「ぶー。何よ、それ」

　頬ほおを膨らませた柚木に、俺は笑ってみせる。

「これでも美う味まいもんがでてくるって信用してるから言ってるんだぜ？」

　柚木は疑わしそうな目で俺を見て、

「ホントに……？　まあいいけど、すぐに食べられるから、あかねおばさんを起こしてきてくれる？」

「了解了解っと」

　俺は二つ返事で、隣にある居間へと向かう。

　そこには例によって、こたつ（念のために言っておくと、俺の無精ではなく、母かあさんのワガママで出しっぱなしにしてあるのだ。もちろん電源は入っていない）から上半身を出して寝こけている俺の母親の姿があった。

「母さん、柚木が、メシできたって」

「ん……あと五分～」

「……あんたは漫画の駄目な主人公か」

　そう言ってこたつ布団ぶとんをまくりあげると、母かあさんはごしごしと目をこすりながら、

「あ、洋ようちゃん。おかえり～」

　にぱ、と笑顔を見せる。もうじき四十を迎える母さんの外見は、こうして笑ってみせたりすると、本当に二十歳そこそこにしか見えない。本人もそれを自覚していて、たまに若いフリをすることがあったりするから困ったものだ。

「ただいま、母さん。……じゃなくて、夕飯にするからさっさと起きろ」

「……あかねさん、寝起きで食欲な～い」

「今日は冷やしうどんだから、食欲なくても入るだろ」

「冷やしうどん？」

　がば、と起きあがる母さん。

「たぬきよね？」

　――そう、母さんは冷やしたぬきうどんが大好物なのだ。生前の父が仕事の都合などで食事の準備ができなかった時にはコンビニで冷やしたぬきうどんを買うのが常で、どうして冬になると売らなくなってしまうのかと憤っていたほどだ。

「ああ、柚ゆ木きが母さんに気を遣つかったんだろ」

「柚木ちゃん、ほんとに良い子ね～。柚木ちゃんとなら、嫁よめ姑しゆうとめ問題も起こらないかも～」

「そーだな」

　母さんのこういった発言はいつものことなので、流してダイニングへと向かう。

「あ～、待ってよ～、洋ちゃ～ん」

　と、母さんは俺おれの後についてくる。



　まあ、こうして夕食が始まるのも、いつものことだった。



　　　＊



　で、夕食後。

　俺と母さんと柚木は例によって、居間のこたつに潜もぐりながら話をしていた。

「しかし、あれだ、さっきの茄な子すのあれ。あれは茹ゆでてから冷やしたのか？」

「うん？　レンジであっためただけだよ。そのあと冷蔵庫」

「ほー。それは楽そうだな」

　俺が心の中のメモ帳にそれを書き留めていると、

「洋ちゃん～、一つ聞いてもいい～？」

　などと母さんが横から口を挟んできた。

「なんだよ？」

「洋ようちゃんは～、今、好きな女の子はいるの～？」

　……こないだの柚ゆ木きのようなことを聞いてくる母かあさん。

　俺おれは首を左右に振って、

「いないよ。期待に添えないようで申し訳ないけど」

「ぶ～、洋ちゃんモテるんだから、彼女の一人でも作ればいいのに～」

「……今のところ、そーいうのに興味はないんだよ。こないだ柚木と話して、それを確認したところだ」

　そう、柚木と話してみた結果、今のところ俺の嗜し好こうは二次元寄りだという残念な結論に落ち着いている。キャラクターのプリントアウトされた抱だき枕まくらと結婚式を挙げたいというような願望はないが、じゃあ三次元なら結婚するかと言われるとそれも微妙なところだ。

「ふーん」

　母さんはつまらなそうに言うと、こてん、とこたつの上に顎あごを落として休憩モードに入ってしまった。――と、柚木が思い出したように、

「そうだ、洋よう介すけ、今日の頼み事なんだけどね」

「ん」

　最近この手の『頼み事』は母さんに聞かれたくないことが多いようで、柚木の帰りを送っていってやりながら聞くのが常になっていた。だが、今日のそれは違うらしい。

「あのね、洋介」

　切り出した柚木の口調は真剣そのものだ。俺も多少身構えてしまう。

「なんだよ？」

「私に、勉強を教えて欲しいの」

「……へ？」

　思わぬ柚木の頼みに、俺の口からは間抜けな声が漏もれた。

「って、特に成績が悪かったりはしてないだろ？　過去問なんかの提供はもうしてるし、それで自習すれば充分だと思うんだが」

「う……ちょ、ちょっと聞きたいこととか、ちらほらあるの！　あるんだけど、それを聞くためだけにわざわざ電話したりするのは面倒でしょ？　だから、明日からは――その、これはお願いなんだけど、こっちに泊まらせてもらえないかなって思ってるの」

「泊まる……って、この試験前で忙しい時にか？」

「試験前だから泊まりこみでやるんじゃない。……それに、忙しいっていう割には電脳研には顔を出してるみたいだけど？」

　まるで子供が拗すねたように口を尖とがらせながら柚木は言う。

「……まあ、部屋はあるし構わないんだが。叔父さんや叔母さんは、また海外なのか？」

「うん。今日から二人ともヨーロッパの方に行ってるの」



    

  
    
      



    

  
    
      

　俺おれの叔父であるところの柚ゆ木きの父は、バリバリの外資系商社マンをやっている。ゆえに海外での仕事で留る守すにすることも多いのだが、柚木の両親は見ているほうが照れるほどのラブラブっぷりを現在でも維持していて、奥さん――柚木の母、俺の叔母もそれに同行することが多いのだ。

「ね、いいですよね、あかねおばさん」

「あかねさんは～、洋ようちゃんがいいって言えば～、おっけ～」

　こたつの上に頬ほおをべったりと付けたまま、母かあさんがだらしない声をあげる。

「……ったく、いつもながらいいかげんだな」

「ね、いいでしょ？　お泊まり」

　柚木に矛先を向けられて、俺は返答に窮きゆうす。

　いや、柚木が泊まりに来るのは、実のところ珍しいことではない。今回のように両親が留守にする時、小学生時代などは親同士が率先してウチに預けることに決めていたし、それが習慣になったのか、中学生の頃ころも両親不在の時にはよく泊まりに来ていた。

　――それを、なんで今更迷う必要がある？

　俺はそう考えて、

「ああ、仕方ねーな」

「ほんとっ!?」

　柚ゆ木きはこたつに両手をついて立ち上がりかけ――こほん、と咳せき払ばらいをして座り直した。

「何がそんなに嬉うれしいんだ？」

「何でもないわよ」

　ぷい、とそっぽを向く柚木。

　意味が解わからん。と思っていると、母かあさんが首だけ動かして柚木を見やって、

「柚木ちゃんは～、洋ようちゃんの側にいたいのよね～？」

「なっ!?」

　柚木は顔を真っ赤にしてわたわたと両の手を振り、

「ちっ、ちが、違いますっ！　ただ私は、勉強をっ」

「『洋ちゃんに』教えて欲しい、んでしょ？」

　言って、母さんはにまりと笑う。

　まさか、まさかとは思うが、図星なのか？

「っ」

　柚木は紅潮した顔を隠そうとするかのように、うつむいてしまう。どうやら、母さんの指摘は図星だったようだが――俺おれは誤解を解とかなければなるまい。

「柚木、念のために言っておくが」

「う、うん？」

「俺は別に、人に物を教えるのは上う手まくないぞ？」

「へ？」

　きょとんとした顔をする柚木。

　俺の答えがよほど意外だったのか、柚木は一時停止している。

「だから、別に俺を指名する必要は――」

　びし。無言で母さんがデコピンしてきた。

「……なんだよ？」

　これはかなり珍しいことなので、今度は俺が困惑する。

「なんでもな～い」

　母さんはそう言って、ふう、と息を吐いてからまたこたつに突っ伏してしまった。

「と、とにかくっ！」

　柚木は再びこたつを両の手で叩たたきながら立ち上がり、

「明日から泊まり込みで勉強するのは決定だからねっ！」

「あ、ああ……」

「それじゃあ、今日はもう帰るから」

　と言って、柚木は玄関に向かって歩いていく。

「ちょっと待てって。前にも言ったろ、夜道を一人歩きなんかさせられるかって」

　俺おれが慌てて後を追いながら言うと、柚ゆ木きはどこかトゲのある口調で、

「一人で夜風に当たりたい気分なの。それに今日はまだ八時過ぎだし、送っていってもらうほどじゃないわよ」

　と言って、さっさと靴を履はく。

「……なんで不機嫌なんだ？」

「不機嫌なんかじゃないわよ」

　明らかに不機嫌な口調でそう言われても。

　柚木は扉を開けながら俺を振り返ると、もう怒ってはいないけれども怒りの残ざん滓しを引きずっています、というような顔で、

「……それじゃあ、また明日」

　と言い残して、俺の家を出ていった。



    

  
    
      


２　部長の決断（絶対命令）



　翌日の放課後。

「こんちゃーっす」

　いつものように部室に入っていくと、部長席に座った部長が何やらノートに向かい合っているところだった。見れば、みどりちゃんと桃とう香かちゃんと蒼あお子こさんも、それぞれ部室中央の長机で、黙々とノートにシャーペンを走らせている。

「ん、ひょっとして、今日はみんな試験勉強してるのか？」

　俺が言うと、蒼子さんはノートから顔を上げて、

「うん、せやでー」

「何かを暗記するときはひたすら書くか、音読するのが効果的だということですの。みんなで音読するわけにもいかないですし、今は書くほうをやってますの」

　桃香ちゃんが後を続ける。部長と桃香ちゃんがノートに書き写しているのは、昨日学校帰りにコピーを取って帰った「蒼子さんノート・コピー」であった。どうせ蒼子さんノートをコピーするなら、それに同行していた桃香ちゃんにもあげようということになったのだ。ちなみに委員長は「いらない」と主張して譲らなかったので、電脳研のメンバー二年生の中では委員長だけが蒼あお子こさんに頼らないことになった。

「なるほど……て、そうだ。みどりちゃんの分の蒼子さん占うらないはやってくれたのか？」

　見れば、みどりちゃんだけは自分のノート（マーカーなどが施された丁てい寧ねいなものだ）を見ながら過去問と向き合っているようだった。

「あー、それなんやけどな」

　蒼子さんが表情を曇くもらせる。

「こんなの初めてやから、よう解わからへんのやけど……蒼子さん占いの結果が出ないんよ。いつも通りにやってるつもりやのに、ちっとも答えてくれへんのやー」

「答えて？」

　俺おれが疑問に思って聞くと、蒼子さんはぱたぱたと手を振って、

「あ、や、それは聞かんでおいてや。蒼子さん占いの秘密に関かかわるんや」

　そこは詳しく聞きたいところだったが、蒼子さんが嫌そうなのでやめておき、

「――まあ、それはいいとしても」

　俺はみどりちゃんを見やる。黙々と勉強に取り組むみどりちゃんの顔はひどく沈んで見えて、それは単に「蒼子さん占い」に頼れなくなったからだけではない、ような気がした。

「みどりちゃん、元気ないみたいだけど、大丈夫？」

「――」

　みどりちゃんは過去問に集中しきっているのか、俺の言葉に気づいた様子すら見せなかった。俺はもう一度、

「みどりちゃん？」

　少し近寄って声をかけると、みどりちゃんは弾はじかれたように顔をあげた。

「――え、あ、はい？　呼びましたか？」

「みどりちゃん、ホントに大丈夫？　疲れてない？」

「あ、えっと、はい、大丈夫ですから、心配しないでください」

　と言って、みどりちゃんは軽く両手でガッツポーズを作ってみせた。――その姿も、どこか無理をしているように見える。

「心配だな……何かあったら、頼りにならないかもしれないけど、俺でよければ相談にのるからね？」

　俺の言葉に、みどりちゃんは微笑ほほえみを浮かべる。

「はい、ありがとうございます」

「ふうん」

　と口を挟んで来たのは、先ほどからコピーをノートに写していた部長だ。

「随分優しいのね、ヨースケは」

「……なんか誉ほめてるような内容の割に、言葉にトゲを感じるのは気のせいか？」

「気のせいでしょ」

　部長は俺おれの発言をばっさりと切って、長い黒髪をかき上げる。

「それより、美お味いしかった？」

　唐突な質問に、俺は疑問で答える。

「？　何がだ？」

「昨日、ヨースケの家では柚ゆ木きが夕ご飯作ったんでしょ？」

「ああ、そのことか。まあ、普通に美う味まかったけど」

「……ふうん」

　と言って、部長はいつものように頬ほお杖づえをついた。そして、

「ねえ、これは一般論なんだけど」

「うん？」

「男の人って、やっぱり料理ができる女の子の方が魅力的に感じるの？」

「……ふむ」

　その質問は、俺にとってはちょっとした難題だ。

　何しろ目指すところが一流の主夫である俺は、料理ができる奥さんというものにいまいち魅力を感じないのだ。半端な腕前では俺ならもっと上う手まくできるという気持ちにやきもきしてしまうかもしれないし、上を行かれたとしたら悔くやしくて仕方がない。

　だが、世間一般の男の意見としては、おそらく料理のできる女の子の方が魅力的に見えるのは間違いないだろう。「男の心をつかむためにはまず胃袋をつかめ」なんて言葉も聞いたことがあるくらいだ。

「そうだな……俺としてはどっちでも構わないんだが、世間一般で言えばそうなるだろうとは思う。多分だけどな」

　俺が言うと部長は、

「ふうん」

　とだけ言ったきり、何か考え事に沈むように黙り込んでしまった。

「……俺だけふらふらしてるのも何だし、勉強するか」

　俺は誰だれに言うでもなく宣言すると、いつもの自分の席へと座った。

　すると、背後から部長が声をかけてくる。

「柚木は帰ったの？」

「知らないが、試験終了までは休む宣言してたし、帰ったんじゃないか？」

「ふうん……まあ、優先順位なんて人それぞれだから別にいいんだけど。ここで過ごす時間は削れないのに、ヨースケの晩ご飯を作りに行く時間はあるのね」

「いや、もしかしたら昨日も言ったかもしれないけどな。一人分のメシ作るのも三人分のメシ作るのも、かかる時間自体は大して変わらないんだよ。あいつんちは昨日からあいつ一人だし、どうせ料理するんなら俺おれに楽させてやりたいって気持ちがあったんだろ？　それに、自分一人のためにメシ作るのって、やっぱつまんないしな。食べてくれる誰だれかがいてくれるってのは、それだけでありがたいもんだよ」

　俺の言葉を聞き終えた部長は、少し考えたあと、

「昨日から、柚ゆ木きの家は柚木一人なの？」

「――そうだな。両親はヨーロッパだと」

「じゃあ、またヨースケの家に料理作りに行ったりするわけ？」

　後で冷静に考えてみるに、俺の――俺と柚木の試験勉強計画が総崩れになったのは、この後の失言のためだっただろう。

「ああ。つーか、今日からは勉強を教えて欲しいとかで、泊まってくことになってる」

　言わなくてもいいことを。

　地雷を踏んだと気づいたのは、部長の顔が不機嫌モードに入ってからだった。

「――泊まるって、柚木が、ヨースケの家に？」

　今更否定などしても、火に油を注そそぐだけだ。その判断だけは間違っていなかったのだと信じたい。俺はなるべく何でもないことのように、

「そうだけど」

「……柚木は、ヨースケの家にはよく泊まりに行くの？」

「昔な、さすがに小学生を一人で留る守す番ばんもさせられないっていうんで、あいつんちの両親が出張の度にウチに預けてたんだよ。中学くらいになって段々来ることも減ってきて、高校に入ってからは一回もなかったんだが。今回はいきなり泊まりたいって言い出してな」

「……」

　部長はそれを聞くと、親指をくわえるようにしながら、しばしの間を置いた。何を考えているのか――そんなことを思っていると、

「ヨースケ、あんたの家って部屋は余ってる？」

「いや、部長の家じゃあるまいし、余ってるってわけじゃないが……何でだ？」

「柚木が寝る予定の部屋は何畳？　ベッド？　布団ふとん？」

「八畳間で、布団だ」

「ふむ」

　部長は、ばん、と机に手をついて立ち上がった。

「決めたわ！」

「何をだよ？」

　俺の質問に答えることはなく、部長は再び声を張り上げる。

「みんな、注目！　今日から試験前日までの三日間、我が女子電脳文化研究部は、初の合宿を行うわ！」

　……ちょっと待て、合宿？　試験前だぞ？

　俺おれがツッコもうとしたことは、どうやらみんなが思っていたらしかった。みんなが同時に何かを言いかけ、お互いを気き遣づかって結局言葉を飲み込む。

「みんな疑問があるようね。受け付けるわ。質問のある者は挙手」

　互いに顔を見やって、最初に手をあげたのは桃とう香かちゃんだった。

「合宿って、ゲームの合宿ですの？　それとも、勉強の合宿ですの？」

「両方よ」

「……いや、それは建前でもいいから勉強だけって言っておけよ」

　俺の呟つぶやきに部長は動じることなく、

「次」

　みどりちゃんが手をあげる。

「合宿って、遠くに行くんですか？」

「安心なさい、藍あい園ぞの市内よ」

　最後に蒼あお子こさんが挙手、

「市内って、どこやー？　学校か、白しろ音ねちゃんの家ぐらいしか思い浮かばへんのやけど」

「場所は、ヨースケの家よ！」

「って、ちょっと待ておい！」

　さすがに黙ってはいられなかった。

「うちのどこに六人も寝られる部屋がある！」

「――言げん質ちは先ほど取られていたな」

　ツッコミは、意外なことに、背後からやってきた。

　みんなが試験勉強に打ち込む中、一人パソコンでゲームをやっていた委員長だった。

「布団ふとんで寝られる八畳間。家具の量にもよるが、雑ざ魚こ寝ねで構わなければ六人ぐらいはなんとか寝られるだろうな」

「うぐ……」

　いや、これも後から考えれば、父さんの形見の家具がどうとか適当な理由を付けて、空きスペースは狭いから駄目だと断ることはできたはずだったのだ。それができないのが、俺の正直な性格の表れなのだと良い方向に捉とらえてみることにしておきたい。

　ていうかそもそも、一人だけ泊まりに来るはずだったところに、その当日になっていきなり五名様追加でお願いします、などと言うのが常識外れで失礼なことなんじゃないかと思わなくもないのだが、それを言い出せなかったのは俺がチキンだからではなく、人の頼みを（まだ頼まれてすらいないが）むげに断れない人のよさだと良い方向に捉え（略）。

「で、でも、突然押しかけたりしたら迷めい惑わくじゃないですか？」

　ああ、みどりちゃん。常識人がここにいたよ。

「……たしかにそうですの」

　それに同意する桃とう香かちゃん。

　味方は一人だけじゃない、二人もいた！

　この場にいるのは六人。俺おれも含めれば半数が反対派ということになる。

「桃香」

「はいですの？」

「さっきヨースケが言ったこと、覚えてる？　料理は一人分用意するのも三人分用意するのも、大して手間は変わらないのよ。だったら一人泊まるのも六人泊まるのも、大した差じゃないと思わない？　料理と違って、寝場所さえ確保してくれればいいんだから、何も必要ないわ。寝具が必要ならうちから運ばせるし、むしろ料理より簡単だとすら思わない？　桃香ぐらい理解力と想像力があれば、私の話は解わかるわよね？　解らないわけなんてないと思うんだけど、どうかしら？」

「も、もちろん解るんですの！」

　……味方、一人減った。

　いや、しかしまだ蒼あお子こさんがいる！

　俺がそう思ったところで、部長がその蒼子さんへと話を振った。

「蒼子はどう？　賛成？　反対？」

「せやなー、ヨースケくんと、ヨースケくんのお母かあさんの迷めい惑わくにならへんのやったら、行ってみたいなー。うちも楽しそうやとは思うし」

「……」

　俺は頭痛のような感覚に襲われて、額ひたいを押さえた。溜ため息いきが漏もれる。

　いや、俺は別にどっちでもいいと言えばどっちでもいいんだ。母さんの場合は、来客があると無条件に喜ぶような人だから、むしろ歓迎するだろう。

　問題は、柚ゆ木きだ。

　ただでさえ部長とは折り合いが悪く、自分から入部してきた部活にすらろくに出てこない現状なんだぞ？　それが三日間も、３ＬＤＫの我が家の中で一緒に過ごす――しかも、柚木は勉強のつもりだったのが、部の合宿として――なんて、耐えられるのだろうか。

「さて、とりあえず過半数の了解は取り付けたわけだけど、肝心のヨースケはどうなの？」

　……どうなの？　と聞かれても。

「いや、あー、現実的に考えるなら、場所は部長の家のほうがいいと思うんだが」

　俺は至極まっとうな意見を言ったつもりだったのだが、

「そんなのつまんないじゃない」

　という部長の一言で一いつ蹴しゆうされた。

「ていうか何か？　つまり俺の家で合宿をしたいという一番の理由は――」

「面白そうだからよ」

　先に言われた。しかも悪びれた様子一つなく。爽さわやかなほどにきっぱりと。

「……じゃあ、仕方ないな」

　その後、俺おれはすぐに部室を出て、柚ゆ木きの携帯に電話をかけた。

　ワンコールで柚木が出る。

「洋よう介すけ？　どうしたの？」

　心なしか機嫌がよさそうだった。

　俺はそのことに少し安あん堵どしながら、一言目を切り出した。

「柚木、今どこにいる？」

「洋介の家よ。あかねおばさんに入れてもらったの。今は夕食の準備中」

「あー、それなんだが、ちょっと突発イベントが起こってな。今日からの泊まりなんだが、メンバーが増えることになった」

「？　どういう事？」

「いや、実はな……」

　と、事のあらましを伝え終わるまで、柚木は相づち一つ打たなかった。全すべてを説明し終えると、柚木は明らかに不機嫌そうな声で、

「……そう、わかった」

　と言って、少しだけ間を空けたあと、

「夕ご飯の材料は三人分しか買ってきてないから。八人分の料理の材料、買ってきてよね。それじゃあ」

　抑よく揚ようの無い声で言って、電話を切ってしまった。

（……うーむ、柚木のやつ、かなり怒ってるな）

　怒鳴ってもくれないというのは、逆に重症だ。柚木が本気で怒っている証拠である。なんとかしてなだめたいところではあるのだが、イマイチ怒っている理由が解わからないのが困ったところだ。部長たちとの合宿はやはり嫌だったのだろうか。

　俺がそんなことを考えながら部室に戻ると、

「おっそいわね、洋介」

　部長をはじめとする面々が、すっかり帰り支じ度たくを済ませていた。

「あれ、勉強はどうしたんだ？」

「みんなで話し合ったんですの。お姉さま以外は、一度帰って家の人に合宿だって伝えなくちゃならないんですの」

「せやから、早めに切り上げよー、って話になったんやー」

「白しろ音ねが、どうせなら今日の夕飯から皆で作ったものを食べようと言い出してな。まあ考えてみれば今日と明日しか夕飯はないことになるわけだし、私わたし達たちも賛成したわけだ」

「……先輩、ほんとにご迷めい惑わくじゃありませんか？」

　口々に言ったみんなの最後に、みどりちゃんが申し訳なさそうに聞いてくる。

「あ、ああ、問題ないよ」

　いや、正直なところを言えば迷惑じゃないとは言い切れないんだが。

　こんなに申し訳なさそうなみどりちゃんに、それを言うわけにもいかないだろ？

　そんなわけで俺おれたちは、六人揃そろってスーパーいなりやへと向かった。



    

  
    
      


３　幼少の砌みぎり



「おかえり、洋ようちゃん――と、お友達のみなさん」

　できれば友達やらの前で「ちゃん」とか呼んで欲しくないのだが、そんなことを今更この人に言ったところで無む駄だだろう。俺はなんというか、そんなあきらめの境きよう地ちに達して、小さな嘆たん息そくと共に大人しく返事をした。

「……ただいま」

　柚ゆ木きから話は聞いていたのだろう、わざわざ玄関まで来て俺たちを出迎えた母かあさんは、真っ白なブラウスに薄桃色のスカートを合わせた、よそ行きの格好をしていた。

「えっと……お姉さん？」

　俺に聞いてきた部長に、早くも二度目の溜ため息いきと共に答える。

「いや、母さんだ」

　俺が答えると、部長は慌ててぺこりと頭を下げる――部長がこんな風にかしこまるのを見るのは極めて珍しいことだ。

「失礼しました。初めまして、お母様。私、ヨースケ君の所属している電脳文化研究部の部長を務めさせていただいています、西にし村むら白しろ音ねです」

「あ、あんまり堅苦しくしなくていいのよ、あかねさんもそういうの苦手だし。適当に洋ようちゃんと仲良くしてちょうだいね」

　部長に続いてみどりちゃん、桃とう香かちゃん、蒼あお子こさん、委員長の順に自己紹介が済むと、俺おれたちは早速ダイニングキッチンへと向かった。

「あ、おかえり、洋よう介すけ」

　昨日と全く同じふうに、柚ゆ木きがシステムキッチンに向かっていた。

「それに、こんにちは先輩方。と、みどりん」

「あれ、もう何か作ってるんですの？」

　桃香ちゃんに聞かれた柚木が、こくりと頷うなずく。

「はい。今日、ホントは棒々鶏バンバンジーにしようと思って買ってきた鶏もも肉ときゅうりがあったので、洋介の家にあったタマネギとカシューナッツを使って、みんなで食べられるサラダを作ってました」

「おー、ずいぶん応用を利かせたなあ」

　俺が誉ほめると、柚木は照れくさそうに笑った。

「えへへー、私だって日々前進してるんだからね？」

「……その前進のために、自分から入ってきたクラブ活動をないがしろにするのはどうかとは思うけどね」

　あさっての方向を向きながら、部長がつぶやくように言う。

　柚木は笑みをかすかに獰どう猛もうなものに変えて、

「ゲームに夢中になってばかりいて、料理の一つもできないよりマシだと思いますけど」

　部長が両の腕を組んで、横目で柚木を睨にらむ。

　柚木は素知らぬ顔で、

「で、夕食の買い物してきてくれたんでしょ？　何を作るの？」

　と俺に聞いてくる。俺は買い物袋を示して、

「合宿の定番だとかで、カレーになった」

「カレー？　今晩食べるのに？」

　柚木の指摘はもっともなもので、よく「カレーは一晩寝かせたほうが美う味まい」などというが、俺も柚木も夕食にカレーを作るとしたら、最低でも朝のうちに仕込みを終えるのが常識だと思っている。今からでは寝かせる時間がない。

「ああ、まあ、簡単だからいいだろ。いくら料理できないったって、カレーぐらいは小学校の調理実習でも作るくらいだからな」

「でも、野菜の皮をむいたりするんですよね？　あたし、包丁使うのって、その小学校の調理実習以来なんですけど……」

「私は調理実習でも包丁は握ったことがないわ」

「いや、部長、それは威張れることじゃない」

　今の発言からして、みどりちゃんと部長は料理ができないようだ。それに加えて桃とう香かちゃんも以前に料理ができない宣言をしているが――

「そういや委員長と蒼あお子こさんは料理できるのか？」

　尋たずねると、委員長は眼鏡めがねを中指で押し上げながら、

「まあ、材料を揃そろえて調理する、というだけならできる。が、残念ながら柚ゆ木きがやったような応用が効くほどにはできない。経験が圧倒的に足りないな」

「うちも、そんな感じやなー」

　という答えが返ってきた。俺おれはふむ、と顎あごをなで、

「じゃあ、カレーぐらいなら」

「無論、可能だ」

「作れるでー」

「っても、飯はん盒ごう炊すい爨さんじゃあるまいし、たかがカレー作るのに七人もいらないよな」

　俺が言うと、委員長は頷うなずき、

「提案があるんだが、私と蒼子、それに柚木とヨースケは料理が一応できる。せっかくの機会なのだ、ここは白しろ音ね、みどり、桃香に料理を任せ、私たちはそれを指導するというのはどうだろうか」

「あー、それはええアイデアやー」

　蒼子さんはすぐにそれに同意したのだが、部長は嫌そうな顔をして、

「前にも言ったと思うけど、私にとって料理っていうのは作ってもらうものであって、作るものじゃないの。だからここで多少できるようになっても無む駄だだと思わない？　無駄なことならしないほうがいいと思うっていうのはこないだ言ったわよね？」

「でも……」

　と、みどりちゃんが言葉を選ぶようにしながら、

「ヨースケ先輩は、一般的には料理のできる女の子のほうがいいって思うんですよね？」

「……ああ、まあ、うん」

　それはついさっき言ったことだから、間違いない。俺自身はそれにこだわりはしないが――と、さっきは思わなかったことを思いついた。相手が俺と同じくらい料理が上手で、俺と同じくらい負けず嫌いだったとしたら、お互いに料理の腕を高めるための役に立つんじゃないか？　そう考えると、やっぱり料理はできたほうがいいかもしれない。

「そしたら、あたし、がんばってお料理できるようになります」

　両の拳こぶしをぎゅっと握って、みどりちゃんは何やら気合いを入れている。

「せやなー、その意気やでー」

　蒼子さんは柚木を見て、

「でも、柚ゆ木きちゃん、なんだかんだ言うてもご飯は炊たいとってくれとるんやろ？　少しやけど、ご飯の匂においがしとるもんな」

「……はい」

　小さくこくりと頷うなずく柚木。

「八人分、炊いておいてくれたのか？」

　俺おれが尋たずねると、柚木はわずかに視線を逸そらして、

「だって、これから来るって解わかってたし、もしご飯が必要になったら困るだろうし――必要なかったら冷凍しておけばいいし……」

　さっきは怒ってたふうだったのに、なんだかんだ言ってもフォローしてくれるんだよな。柚木はそのあたり基本的に良い奴やつなのだと、俺は再認識する。

「柚木ちゃん、気が利くんですの」

「べ、別に、普通のことをしたまでです」

　桃とう香かちゃんの言葉に、柚木は居心地が悪そうに応こたえる。

「ありがとな、柚木」

　俺からも感謝の意を伝えると、柚木は何やらごにょごにょと口の中で言って、そのまま黙り込んでしまった。

「それより！」

　いきなり声を張り上げたのは、部長だった。

「カレー、私とみどりんと桃香で作るんでしょ？　何をすればいいか教えてくれる？」

「……って、さっきは作らないって言い張ってなかったか？」

「料理ぐらい作れるようになっておいてもいいかなって思ったのよ。……言っておくけど、間違ってもヨースケがその方がいいって言ったからじゃないわよ？」

　何やら念を押してくる部長に気け圧おされるように、俺は買い物袋を示し、

「あ、ああ。えーと、それじゃあまず、買ってきた野菜を――」



　まあ、市販のルーを使ってのカレーなんて、どう作ってもそれなりの味になるわけで。

　桃香ちゃんが包丁で指先に小さな怪け我がを負ったり、

　みどりちゃんがちょっとした火傷やけどを負いそうになったり、

　部長に到いたっては鍋なべを焦こがすという大ミスまでやらかしてくれたりはしたのだが。

　無事に、夕食の時間は終わりを迎えたのであった。



　　　＊



　いつもなら場を居間に移して柚木と母かあさんとで話をするところなのだが、さすがに八名（母かあさんも会話に混ざりたいと言い張った）が入れるほどウチの居間は広くなく、食事の片付けを終えたあとのダイニングで、俺おれたちはテーブルを囲んで座っていた。

「それにしても」

　みんなが食器の片付けを終えて席に戻ったところで、母さんが口を開いた。客が来ているからか、語尾をだらしなく伸ばす癖は意図して抑おさえているようだ。

「洋ようちゃんの周りは、可愛かわいい女の子ばかりが集まるのね」

　ぴくりと反応する一同。ちょうど母さんの視線の先にいたみどりちゃんが、

「そ、そんな、可愛いだなんて……」

　とてれてれしながら言って、満面の笑みの桃とう香かちゃんがそれに続く。

「あんまり正面から言われると照れるですの」

「母さん、見え透いたお世せ辞じはやめないか？」

　俺が言うと、

「ま、ヨースケと違って、お母様の方が見る目があるってことでしょ？」

　明らかに母さんの発言に気をよくした部長が言う。

「白しろ音ねちゃんの言うとおりよ」

　母さんは偉そうに胸を張って言い、

「あ、それと他ほかのみんなもだけど、あかねさんのことは名前で呼んでくれると嬉うれしいな」

「ふむ。さすがに友人の母君を呼び捨てにするわけにもいくまいし、私たちは『あかねさん』と呼称させていただくことで統一したいと思うが、どうだろうか？」

　委員長の言葉に、それぞれが頷うなずく。

　意思の統一が取れたところで、蒼あお子こさんが挙手をした。

「せやー、あかねさんー」

「なあに？　蒼子ちゃん？」

「ヨースケくんの小さい頃ころとか、どないな感じやってんー？」

「あ、桃香も興味あるんですの」

　桃香ちゃんまでが話に乗ってくる。なんだか不穏な空気だ。

「あー、洋ちゃんの小さい頃ねー」

　そう言うと、母さんは席を立った。

「ちょっと待っててね、今、アルバムを持ってくるから」

「て、母さん！」

　俺は止とめようとするのだが、母さんはそれをひらりとかわして、

「大丈夫よ、洋ちゃんが小さい頃から可愛いのは私が保証するから」

「あかねおばさん、洋よう介すけは嫌がってるみたいだし……」

　ただ一人、この場で味方をしてくれる柚ゆ木きだったが、

「大丈夫大丈夫」

　と訳の分からない保証をしながら、母かあさんは居間へと消えていった。そして、すぐに数冊のアルバムを持って帰ってくる。

「ええとね～、見て面白いのはこのあたりかな？」

　と言って、母さんはアルバムのページをめくっていく。正直、嫌な予感しかしない。

「はい、洋ようちゃんが七歳の頃ころ、お風ふ呂ろ入ってるところー。ちゃんとおちん○んまで写ってるわよ？」

「ちょっと待ていっ！」

　さすがに俺おれも止とめに入ろうとしたのだが、委員長が俺とアルバムの間に割り込んでくる。あっという間にみんながアルバムを囲むようにして覗のぞき込むかたちになる。

「……」（無言で写真に見入る部長）

「……ふええ」（両手で顔を隠しながら、桃とう香かちゃん）

「ヨースケ先輩の……」（顔を赤らめたみどりちゃん）

「ふむ」（顎あごに手を当てて、何か思案する様子の委員長）

「……かわええなー」（実に素直に感想を述べる蒼あお子こさん）

　いや、子供の頃のものとはいえ、無む性しように恥はずかしいのは何な故ぜだ。

「あかねおばさんっ！　何を考えてるんですかっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「あら、柚ゆ木きちゃんは不満？」

「当たり前ですっ！　いくら昔のものとはいえ、その、えと……お、おち――ぜ、全裸の写真を見せるなんて、どうかと思いますっ！」

「なんなら、こんなのもあるわよ？」

　言って、母かあさんが次のページを開く。

「！」

　それは、俺おれでさえ撮られた覚えのない――というか、身に覚えのない写真だった。

　お風ふ呂ろの中に男の子と女の子が入っていて、女の子が男の子のほっぺたにキスをしている写真だった。それだけを見れば微笑ほほえましい写真でもあるのだが、問題は、

「……これ、男の子の方はヨースケですけど、女の子の方は……ひょっとして、」

　部長が言うよりも早く、母さんがだめ押しをした。

「そう、柚木ちゃんよ」

「……っ！」

　その場の空気が固まった。

　蒼あお子こさんが両手で頭を押さえて、

「あかん……うち……もう、どうしても脳内変換してまう……この写真のままの行為をしとる、今のヨースケくんと柚木ちゃんに……」

「うむ、実に不健全極まりないな」

　電脳研想像力ランキング二強と思われる、蒼子さんと委員長がそのように言った。

　――のが、引き金となった。

「うわ……それは……」

「想像したら、すごい絵になったですの……」

　みどりちゃんと桃とう香かちゃんが顔を赤くし、慌てて柚木がツッコむ。

「いや、ですからっ！　小学校低学年の頃ころと、今を混同しないでくださいっ！」

「でも過去に起こった事実であることには変わりないわね」

　部長はきっぱりと言って、

「まさかウチの部にこんな色しき魔まがいたなんて……」

「しょ、小学生の時のことなんですから、純粋な好意でしたことじゃないですかっ！」

　委員長の眼鏡めがねがきらんと光った気がした。

　ぽつりと言う。

「純粋な好意」

「……。」

　柚木は何な故ぜか、しくじった、とばかりに唇くちびるの端を噛かんでいる。

　部長は、こちらも何故か勝ち誇ったように、

「それは過去完了なのかしら？」

「ど、どっちでもいいじゃないですか、そんなのっ！」

　柚ゆ木きは言って、開かれていたアルバムを強引に閉じると、それを母かあさんに押しつけた。

「あかねおばさん、これ、しまってきてください！」

「んー、せっかく面白くなってきたのになー」

　と言いながら、母さんは渋々アルバムを片付けに居間へと消えていった。



    

  
    
      


４　いたスト



　さて、時刻は夜の九時である。

　俺おれたちは、遥はるか昔に祖母が使っていた和室に集まっていた。

　この部屋は、普段は物置代わりに使われている。と言っても、その祖母――亡くなったのは俺が幼稚園の頃ころだ――の位い牌はいが安置されている仏壇の他ほかはいくつかの棚が置かれている程度で、七人が優に使えるテーブル（この部屋にもともとあったテーブルと、亡父の部屋にあったテーブルをくっつけたものだ）を置くスペースは確保できた。

「さて、試験勉強なんだが――俺たち二年生組はいいとして、一年生の分の蒼あお子こさん占うらないはうまくいってないんだよな？」

「うー、面めん目ぼくあらへんー。いつもはこないなことないのに……」

　蒼子さんが情けない顔で謝罪する。

「別にいいですよ、先輩。過去問がいただけただけで充分です」

　みどりちゃんが優しく微笑ほほえみながら言う。柚木も続けて、

「私はその『蒼子さんノート』の存在すら知らなかったですから、問題ないですよ」

「うう、二人ともええ子やー」

「ということで、洋よう介すけ、教えて欲しいところがあるんだけど……」

「ちょっと待った！」

　勉強用にコンタクトから眼鏡めがねへとチェンジした柚ゆ木きが俺おれの前に数学のノートをひろげようとしたところで、部長が立ち上がった。

「今日は何でみんながここに集まっているのか、ちゃんと把握してる？」

「……勉強会じゃないのか？」

　俺が言うと、部長はちちちと指を振って、

「昼間私が言ったことを憶おぼえてる？」

　一瞬の沈黙が場に落ちる。

　皆が互いに顔を見合わせて――

「……今日から試験前日までの三日間、我が女子電脳文化研究部は、初の合宿を行う――だったはずだ」

　委員長が言うと、部長は満足そうに頷うなずいた。

「さすがいいんちょ、そのとおりよ」

　俺は嫌な予感に襲われる。

　……まさか、とは思うが。

「そう、これは『女子電脳文化研究部』の合宿なのよ！」

「……私はそれとは無関係にここにいるつもりなんですけど」

　柚木がぼそりと言うが、部長は腕を組んで柚木を見下ろし、

「あなただってウチの部員でしょう。この場にいるんだから、足並みは揃そろえてもらうわ。――と、いうことで」

　部長はおもむろに持参していた鞄かばんの中に手を突っ込んで、四角い機械――ＰＳ１を取りだした。……そんなもの持って来てたのか。

「幸いこの部屋にはテレビがあるし、『いたスト』で勝負よ。全員ルールは知ってる？」

「……ていうか、わざわざＰＳ本体を持ってこなくても、うちにもあるんだが」

　俺がツッコむと、部長は唇くちびるをとがらせ、

「確認したかったけど、したら合宿計画自体に反対してたでしょ？」

「あたりまえだ」

「じゃあ私が正解ってことね。で、ルールは解わかる？」

「ＤＳ版のならやったことがある」

　尋たずねられた俺が答える。部員のみんなは、おそらくは俺の入部以前にやったことがあるのだろう、部長はそれを問おうとはしなかった。

「それで問題ないわ、基本的なルールは一緒だから。でも私はこの『ゴージャス王』がシリーズ最高傑けつ作さくだと思ってるの。ちゃんとマルチタップも持ってきてるわ」

「あの」

　と口を挟んだのは、柚ゆ木きだ。

「私はルールを知りませんし――それ、コントローラー四つしかつながらないみたいですから、不参加でもいいですか？」

「認めないわ」

　部長はきっぱりと言い切った。

「たしかに四人しかできないから、チーム戦でやるわよ。七人だし、誰だれかが一人でプレイして、他ほかは二人一組でやるのがベストだと思うんだけど、どう？」

「……じゃあ、私は洋よう介すけと組むってことでいいですか？」

　柚木が言うと、部長は少し何かを考えるように宙を見上げてから、

「それは公平を期してくじで決めるわ。ルールはモノポリーと似てるんだけど……モノポリーはやったことある？」

「ありません」

　柚木は即答する。部長は少し困った顔をして、

「……まあ、誰になるか解わからないけど、パートナーにルールを聞きながら試行錯誤してちょうだい。間口が広くて奥が深い良作ゲームよ。きっと気に入ると思うわ。もし柚木が一人になっちゃったら、その時はその時で考えましょ」

　ティッシュで七本のこよりを作り、先端に赤、青、黄をそれぞれ二本ずつ、無色を一つ用意してくじ引きをした結果、俺おれがソロ、部長と蒼あお子こさん、みどりちゃんと柚木、委員長と桃とう香かちゃんがそれぞれペアという構成が決まった。

「ふむ、ヨースケが一人……ね」

　と、何か思案げに部長が言う。

　委員長が眼鏡めがねを中指で押し上げながら、

「罰ゲームを設もうけよう。例えば――そうだな。勝ったチームは、ヨースケに一つだけ何でも言うことを聞かせることができる、とか」

「ちょ、待て、なんで俺なんだよ!?」

「無色くじはハズレのようなものだ。適切な処置だと思うが」

「はいはーい、桃香もそれに賛成ですの！」

「たしかに、面白そうではありますね……」

　委員長の言葉に、桃香ちゃんとみどりちゃんが乗っかる。

「ちょっと待て、それじゃ不公平だろ？　俺が優勝したらどうするんだ？」

　俺の言葉に、部長はほんのわずかにだけ考えて、

「他のみんなに、なんでも言うことを一つ聞かせられる、っていうのは？」

　……他のみんなに？

　ということは、つまり、俺おれＶＳみんなの構図になるわけか。

「……ふむ、それならまあ、飲んでもいい条件かもな」

　俺が言うと、委員長が確認するように、

「白しろ音ね、その罰ゲームというのは、本当になんでもいいんだな？」

「なんでも、って……あんまり無理なことは駄目よ？　例えば一千万円よこせ、とか」

「ふむ。たとえばヨースケが優勝して、皆にこの場で全裸になれなどと命令したとしたら、それを私たちは聞かなければならない。その逆も然しかり。という解釈でいいか？」

　委員長の言葉に部長は一瞬だけ悩んだようだったが、すぐに、

「そうね。出来うる限りはなんでも、という勝負で行くわよ」

　などと言い出して――決戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされたのだった。

（っていうか、俺にいうこと聞かせて誰だれに何の得があるっつんだ）

　俺は思いつつもダイスを振る。

（特に序盤のサイコロ運に左右されてそれを変えざるを得ないこともあるのだが）プレイスタイルに性格が顕けん著ちよに現れるのが「いたスト」の面白いところである。

　空き店舗は買えるだけ買うのが常じよう套とう手しゆ段だんなのではじめは皆がそうしていたのだが、空き店舗が無くなって来た辺りから個性が出てき始める。

「やた、銀行にジャスト到着やでー」

「そうすると、何か良いことでもあるの？」

「ん、まずは単純に他ほかの人の土地じゃないからお金を払わなくてすむやろ？　それに加えて、次は前後どっちに進んでもええんよ。危険回避＆速攻増ぞう資しのチャンスや」

　まず定じよう石せき通り、周回ボーナスを稼ぎながら自分の土地が多くある地域の株を買っていくところまでは、三組に共通であった。唯一委員長・桃とう香かちゃん組だけは周回ボーナスに頼らず、ひたすらに現在の所持金で買えるだけの株を（自分の土地だけでなく、他人の土地が集中していたりする、株の高くなりやすいものから）買い貯ためていく。

　前者の三組の中で差が出たのは、増資の仕方である。

　土地をたくさん持っていても増資をせず、ひたすらに自分の土地が多い地域の株を買い貯め、後で一気に儲もうける方式で行ったのが、俺だった。これは定石の一つだが、正直今回は得策だとは思えなかった――委員長が株を牛耳っている現状、俺が株で儲けることがイコールで委員長の儲けになりかねないからだ。

「あ、ラッキー」

　これはダイス運も大きく絡んだのだが、速攻増資に成功したのは部長だった。委員長ペアがまだ株を持っていない地域の株を買い、即座にその地域の自分の土地に可能な限りの増資を行うことに成功したのだ。

　これによって、単純に株価が高こう騰とうしたことによる儲けを得たうえに、価格の高い土地（そのマスに止とまったプレイヤーが支払わないといけない額が高い土地）を序盤で入手することができた。そして部長は、その高こう騰とうした株を早々に売り払った。

「く――部長の持ち金が多いのは気になるが、そんなの吹き飛ぶくらい――一気に増ぞう資ししてやるっ！　食らえ！」

　と、俺おれは株を買い貯ためた土地に増資をかけて、部長の売った株など比にならないほどの儲もうけを得た。同時に同じ地域の株を（俺ほどではないにせよ）保有していた委員長ペアが一気に二位に浮上する。

「委員長！　なんで俺の株、こんなに持ってやがるんだ！　早く売れ！」

「土地がヨースケのものでも、株はヨースケのものというわけではないのだが。まあ、そう言うのならば仕方があるまいな」

　と言って、委員長は株を売るコマンドを選択し、持っている数百株の中から五株を売り払った。このゲームでは五株以上の株を売り買いすると、株価が変動する。俺の土地の株価が下落して、俺と委員長ペア双方の総資産が減少する。

「あ、そんなセコい手を！」

「トップをけ落とすための常じよう套とう手しゆ段だんだ」

　そして委員長は毎ターン、俺の土地の株を五株ずつ売り払っていく。こうなったら早めに全株を売り払ってその土地から撤退してしまうぐらいの英断が必要になるのだが、なまじ俺の土地には増資余地が残っていたため、株を売り払うことができなかった。増資を素早く行えればそれが最善なのだが、サイコロ運に恵まれなかった俺は増資をすることができない。苛いら立だちだけが募っていく。

　そしてこちらは、

「５だけは出ないで、５だけはー、って、ああああっ！」

　速攻増資には失敗したものの、順当に利益をあげていた柚ゆ木き・みどりちゃんペアは、運悪く部長がピンポイントで増資した土地に止とどまってしまい、一気に脱落した。逆に部長はそれで余剰財産を得て、新たな株や土地の購入への資金を得られた。

　などと、いろいろな要因はあったのだが。



　結局はボードゲームである以上、サイコロの目に左右される部分も大きくあり、実力と戦術だけで常勝できるとは限らないのが「いたスト」でもあって。

　つーか。委員長のひたすらの五株売りによって俺はずるずると順位を落とし、対する委員長は総資産こそ減らしながらもそうして得た余剰予算によって他ほかの株を着実に手に入れ、何よりも他のプレイヤー――主に俺と部長・蒼あお子こさんペア、の大きな土地に止まらなかったこともあって。ていうか、俺の進む道進む道に何な故ぜかみんなが巨大な物件を建てるという嫌がらせのような事態の甲か斐いもあって。

　二時間にわたる勝負の結果、１位が委員長と桃とう香かちゃんペア。２位が部長と蒼あお子こさんペア、３位が柚ゆ木きとみどりちゃんペアで、４位が俺おれ、という結果に終わったのであった。



「さて、私と桃香のペアが優勝したわけだが」

　委員長が中指で眼鏡めがねを押し上げながら言う。

「つーか、後半みんなして露ろ骨こつに俺潰つぶしに来てなかったか？　俺に何をさせたいのか知らないが、そこまで白熱できる理由がわからん」

「解わかろうとしない者は、真実には永遠に到達できないものなのだ。さて、私と桃香はヨースケに一つ命令できる権利を得たわけだが――先ほどヨースケも言ったとおり、勝負は事実上ヨースケ対それ以外となっていた感もあり、私たちのペアが優勝できたのは偶然にすぎないと言ってしまっても過か言ごんではないだろう」

　珍しく委員長が殊しゆ勝しようなことを言っている。逆に嫌な予感がするのは気のせいか。

「ということで、罰ゲームを受けるのは最下位でもあったヨースケであるのは決定として、他ほかの皆にも一枚噛かんでもらおうか」

「……どういうことだよ？」

　俺が尋たずねると、委員長はにやりと笑って、

「王様ゲーム、というものは知っているな？」

　一同を見回す。

「そりゃ、まあ、名前ぐらいは」

　俺が代表して答えると、周囲の皆も同じような反応をみせた。

「それでは、王様は私、被害者の一人はヨースケだ。今から先ほどと同じようなクジを引いてもらう。ただし、今度は『当たり』の一本だけに赤いしるしがついている。それを、ヨースケ以外の、私を含めた六人が引く」

　……ふむ。

　俺たちは委員長の言葉の先を待つ。

「実のところそこから先は決めていないのだが――どうだろう、そのクジを引いた人間に、ヨースケがキスをするというのは」

「な……」

「……！」

「ちょ、ちょっと待ってください！　ダメですそんなの、不健全極まりないです！」

　な、とだけ言いかけた部長の他は言葉を失っている中で、ただ一人柚木だけが反対の声を挙げた。

　俺も一瞬のショックから立ち直って、付け加える。

「そ、その通りだ！　だいたい、それじゃ誰だれにとっての罰ゲームだか解らないだろ？」

「ほう、つまりヨースケは、頼まれたとしてもこの場の女子とはキスをしたくない、ということだな？」

「……」

　いや……そういうわけじゃない。

　――正直なところを言えば、この部の部員は全員が標準以上の容よう姿しをしている。大義名分有りで、嫌々というポーズを見せながら、キスができるというのは――ちょっと嬉うれしいことなんじゃないか？　……そこ、軽けい蔑べつの目で見ないでくれ。モテた経験の無い高校生男子の考えるようなことなんて、所しよ詮せんはこんなものだと俺おれは思う。……いや、俺の主観だからアテにはならないかもしれないけどな。

「どうした、ヨースケ。返事は？」

「うぐ……」

「顔が如によ実じつに語っているぞ、嫌ではない、とな。これだから思春期の男子というのは困る、やれれば誰だれとでも構わないと言った風ふ情ぜいだな」

「ちょ、なんか誤解を招くような言い方はやめろ！　それに、誰とだって構わないわけじゃない、俺だって一応、ある程度の願望というものはある」

「しかし、さっき言葉に詰まったところをみると、この場にいる全員がその基準をクリアしてしまっている――と言ったところか？」

「……」

　悔くやしいが、言い返せなかった。

　お世せ辞じで言うわけではない。

　異性として、これだ、という特別な好意を抱いているわけでもない。

　だけれども。

　部長は今時珍しい長い黒髪が似合っているし、

　委員長は何というか小悪魔的な魅力があるし、

　蒼あお子こさんは夢を追う人の輝きを持っているし、

　桃とう香かちゃんは、放ほうっておけない感じがするし、

　みどりちゃんは健けな気げで、いつも一生懸命だし、

　柚ゆ木きは読モをやっているだけあって可愛かわいいし、

　女子電脳研の面々は、それぞれがそれぞれの魅力を持っているのだ。

　――いや。

　俺は思う。

　多分、人は誰でも、その人なりの魅力を持っているのだ。

　ただ、それに気づくかどうか、だけ。

　俺はたまたま、女子電脳研に所属したから、側にいるみんなの魅力に気づけたのだ。

　――とか、今はそんなことを考えている場合じゃなくて。

　委員長は悪魔のような笑みを浮かべ、

「さて、今の長い間は、同意と取った方がよさそうだな」

　言いながら委員長は俺おれにティッシュボックスを手渡してきた。

「女子の誰だれかが作るのでは不公平になりかねない。ヨースケ、こよりを六本作って、その中の一つだけ、先に赤い印を付けてくれ」

　――反対する女子がいないのは意外だった。ハズレを引いたら俺にキスされるんだぞ？　それなのに文句が無いというのか？

　そんなことを思いながら、俺はティッシュをねじってこよりを作り、その中の一つだけに赤ペンで印を付ける。

「ヨースケ、こよりを作ったら、そのまま私たちには見えないように手に握りこんでくれないか？　そこから私たちが一本ずつクジを引いていくことにしよう」

　委員長が主導を取っている形ではあったが、女子の誰も文句を言わなかった。

　本当にいいのか？

　俺が、この中の誰かと、キスをする。

　想像しただけで――なんというか、顔が熱くなってくる。

　俺は胸中で思いながら、六本のこよりを握りしめて、女子一同を振り返った。

　誰もが真剣な目で、俺の右手から伸びたティッシュを見つめている。この中の一本だけが先に赤い印がついているわけだが、正直言って、俺にももう見分けはつかない。

「それでは、順位が下位だった者から順にくじを引いていこうか」

　委員長に示されて、えーと順位はどうだったっけ、とテレビ画面を確認する。

　３位はみどりちゃんと柚ゆ木きのペアだった。

　二人が俺の前に立ち、じっと、まるでそうしていれば透視ができると信じているかのように、俺の手中のこよりを見つめている。

「いや、そんなに見なくても、まだハズレの方が圧倒的に多いんだから、」

「……」

「……」

　みどりちゃんも柚木も、こよりの先端をじっと見つめている。

　まるで簡単に引ける六本中五本の当たりよりも、中に一本しかないハズレを見極めようとするかのように。

「ちょっと、早くしなさいよ」

　後ろで待つ部長に急せかされて、ようやく二人は自分のこよりを選んだ。

　二人同時につまみ、えいやっという感じで引き抜く。

　そして二人は、がっくりと肩を落とした。

　いや――当たりを引いたんだから喜ぶべきところだろう、ここは？

　俺おれとキスしたいわけでもあるまいし。

　二人の奇妙な反応にとまどっていると、

「さ、さっさとどきなさい。私が引くわよ」

　と言った部長の目も真剣そのもので、隣に立つ蒼あお子こさんもぐっと手を握りしめて気合いを入れているようだった。

「ほな、ひくでー」

「せいっ！」

　二人はほとんど迷わずにこよりを引き抜くと、その先端に赤が塗ぬられていないことを確認して――心なしか、残念そうな顔をした。……いや、俺の気のせいかもしれないが。

「となると、残りは私と――」

「桃とう香かですの」

　残り二本になったこよりを見つめて、委員長と桃香ちゃんが横目で互いを見やる。

「どちらが先に引きますの？」

「ふむ、残り物には福がある、などというが――」

　と言って、委員長は二本のこよりのうち、片方をつまんだ。

「私は、自分の幸福は自分からつかみに行く性分なのだ」

「それじゃあ、桃香は最後に残った福を貰もらうですの」

　桃香ちゃんが最後のこよりをつまむ。

　そして、二人は同時にこよりを引き抜く――



「……ち」

「やったーですの！」



　赤いこよりを引いたのは、桃香ちゃんだった。

　……って。やったーですの？

　やっぱりなんか話がおかしくなってないか？

「あの、桃香ちゃん、解わかってる？　俺が桃香ちゃんにキスしなくちゃいけないんだよ？」

「もっちろん解ってますの。桃香の初めてフアーストキス、ヨースケさんに貰って欲しいですの！」

「あー、うん、そうなのか……」

　なんか……こう、なんだろう。

　本来ならば俺が罰ゲームを受けているはずなのだが、異様に申し訳ない気分にさせられてしまう。いや、まあ、そういう意味では罰ゲームとして適正ではあるのだが――

「桃香ちゃんは、初めてのキスが俺なんかで嫌じゃないの？」

　単純に思ったままの疑問をぶつける。

　と、桃とう香かちゃんはにっこりと微笑ほほえんで、

「ヨースケさんが相手なら、一生の思い出になりますの」

　などと平然と言ってのける。

　いや――今の一言は、正直言って、かなり来た。

　俺おれの中での桃香ちゃん可愛かわいい熱が急速に高まって行く。

「桃香ちゃん……」

「ちょっと、洋よう介すけ？」

　横から口を挟んできたのは、例によって柚ゆ木きであった。

「ホントにするの？　桃香先輩は――その、なんていうか、天てん真しん爛らん漫まんだから喜んでるみたいだけど、女の子のファーストキスって重いものなのよ？」

「ンなことは俺だって解わかってる。男のファーストキスだってそれなりに重いんだ」

　俺はなんとなく頭痛のような感覚を覚えて、額ひたいを押さえた。どうやら熱はないようだ――などと関係のないことを思いながらいると、

「……洋介、ファーストキスって記憶にある？」

　と、柚木が聞いてきた。

　ったくこいつは、今の俺の言葉を聞いてなかったのかね。

「小学校四年の時、映画『マディソン郡の橋』を見たあと――興味本位で真ま似ねをした。とはいえ、もちろんバード・キスだったけどな」

　その相手に関しては、最も早はや言うまでもあるまい。

　そう、一緒に映画を観みに行った、柚木であったのだから。

「……もしかして、その相手って」

　部長がツッコんでくるが、俺はさすがにそれは言及を避さけることにした。

「プライバシーの問題だ。……んで、まあ、今の話からも解るとおり、申し訳ないけれど俺はファーストキスじゃない。そんな俺が『いたスト』の罰ゲームがごときで、桃香ちゃんのファーストキスを奪ってもいいのか？　責任は取れないぞ？」

「桃香は全然構わない……っていうかウェルカムなんですの。だから、誰だれが何と言おうと問題はないと思うですの」

　桃香ちゃんが言って――

　さて、いよいよ後に引けなくなってきた。

「今、ここでしなくちゃダメか？」

「今しなかったら、誰にもしたって証明できないではないか」

　委員長が退路を断つ。

　ごくり。

　俺おれは緊張の唾つばを飲み、桃とう香かちゃんの両肩に手をかけた。

　桃香ちゃんは俺に合わせて軽く顔を上向けて、両の目を閉じ、手を胸の前で組んで、俺からのキスを待っている。

「そ、それじゃあ……いくよ？」

「はいですの……」

　俺が、

　ゆっくりと、

　ゆっくりと、

　桃香ちゃんの顔に顔を近づけていった時、

「念のために言っておくが」

　と、委員長が言った。

「何だよ？　したフリはＮＧとかは今更だぞ？」

「いや、私はキスと言っただけで、唇くちびる同士の接せつ吻ぷんに限定したつもりはなかったのだが、そのあたりはきちんと伝わっているのか確認しておこうと思ってな」

「伝わってねーよ！」

　俺は思わず怒鳴り――

　そして、思いっきり脱力し、肩で息を吐いた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「それじゃ、桃とう香かちゃん」

　と言って、まあこれも後から考えれば相当恥はずかしい行為ではあるのだが、桃香ちゃんの額ひたいに軽く唇くちびるを触れさせた。

「これでいいか？」

「むー、桃香は不満ですの」

　桃香ちゃんは言ったが、他ほかの総員から異論が出ることはなく、「キス」騒動はこうして幕を閉じたのであった。



　　　＊



　で――

　そろそろ風ふ呂ろに入ろう、という話になった。

　俺おれとしては客人を差し置いての一番風呂というのは避さけたいところで、そう提案したのだが、そうすると誰だれが最初に入るかで問題になるため、母かあさんが最初に入り、次に家人であるところの俺が入り、後は部室での順列（どういう具合に決まっているのか、詳しくは知らなかったが）に従したがって入るということになった。

　ということで――

　母さんが出たあとの風呂に、俺は入っていた。

　先ほどのゲームのこと、キスの顛てん末まつなどを思い出しながら湯船にしばらく浸つかっていた俺が、そろそろ身体からだでも洗うか、と立ち上がりかけた時のことだった。

　がらり、と。

　脱衣室から風呂場へと通じる扉が開かれた。



　そこに立っていたのは、一いつ糸しまとわぬ姿の、部長であった。



「……や、」

「……」

　あまりの事態に、俺は一時停止して――

「きゃああああっ！　な、なんで入ってるのよっ、ヨースケっ！」

「なんでって――っていうか、部長、隠せって！」

「何をよ――って、」

　ぴしゃり、と脱衣所に通じる扉が閉じられる。

「ちょ、えと、なんていうか、その――み、見てないわよ!?　私は何も見てないっ！　ヨースケの――じゃなくてっ。そんなの全然、なんにも見てないからねっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「じゃ、じゃあ、俺おれも見てないっ！」

　実際は、おもいっきり見られたし、見たのだが、そんなことはどうでもいい。

「とにかくっ、他ほかの連中に気づかれる前に出ていけ。な？」

「わ、わかってるわよ。とにかく、このことは二人だけの秘密だからね、いい？」

「お、おう。解わかった」

　――脱衣所の方から、慌てて衣服を身につけていると思われる音が聞こえてくる。それを聞いていると――どうしても、今さっき見たばかりの光景が思い起こされてしまう。

　服の上から見たとおりのスレンダーな体型ではあったが、その身体からだのラインはやっぱり女子特有のそれで――

　いやいやいやいや。そうじゃなくて。

　とにかく、このことは可か及きゆう的てき速すみやかに忘れよう。

　俺は、そう決めたのだった。



　　　＊



　念のため、風ふ呂ろをあがってからしばらくの間、自室にこもった。

　部長が改めて風呂に入っていったのを確認したあとで、俺はみんなのいる勉強部屋へと戻った。

「洋よう介すけ、おかえり……っていうか、しばらく見なかったけど、どうしてたの？」

　柚ゆ木きの問いに、俺おれは内心の動揺を隠しながら、

「いや、ちょっと確認したいことがあったんで、部屋に戻ってた。……部長は風ふ呂ろか？」

「ふむ……その言い分だと、白しろ音ねとは出くわさなかったのか？」

　意味ありげに委員長が言う。

　俺はそれに引っかかりを覚え、

「……ひょっとするとひょっとするんだが、もしかして委員長が仕組んだのか？」

「何をだ？」

　と言って、に、と笑う委員長。

　……これは、正解だと見たほうがいい。だとすればこれ以上踏み込むのは危険だ。自ら地雷を踏みに行くような真ま似ねは避さけなくてはならない。

「――いや、気のせいだったならいい」

　と俺が言ったところで、柚木が、

「っていうか、洋介と交代だったんだから、部屋に戻る前に連絡に来なさいよ。西にし村むら先輩、いつになったらお風呂が空くのか確認しに、何度か部屋を出てったんだから」

　いつも通りに横やりを入れてくる。基本ツッコミになりがちな俺にツッコんでくれるのは柚木ぐらいのものだ。

「ああ、そうだったのか。そりゃ悪いことをしたな」

　その部長と、事もあろうに風呂場で遭そう遇ぐうしたなどと言えるはずもなかった。

「それより、確認してきたのは因数分解の公式だ。これはちと憶おぼえるのが面倒なんだが、使わないと解とけない問題も多いからな」

　といって、俺は柚木の前に参考書をひろげる。

「赤でマルしてあるこれな。過去問にもこれを使わないと解けない問題があったはずだし、憶えておくに越したことはない」

「うちの占うらないが成功しとれば、それが出るかどうかも分かったんやけどなー」

　蒼あお子こさんがテーブルに突っ伏しながら言う。

「先輩、だからそれは気にしないでくださいよ」

「柚木ちゃんもみどりんも優しいからそう言うてくれるけどなー」

「しかし、どうして失敗するのだろうな。今まで蒼子の占いが失敗した話など、一度たりとも聞いたことがなかったのだが――」

　先ほどまでのやりとりなど気にしたふうもなく、文庫本を読みながら委員長が言う。

「こういう特殊能力のことなど、実際に関かかわるのは蒼子のこれが初めてだから、何とも言えないのが現状ではあるのだが――フィクションでよくある展開としては、蒼子のメンタルの問題である場合などがあるだろうか。蒼あお子こ、今、何かに悩んだりはしていないか？」

　蒼子さんは頭を抱えて、

「うーん……」

　と考えこんでしまう。

「でも、それ以外の占うらないはちゃんとできてるんですよね？　だったら問題ないと思うんですけど……」

　みどりちゃんが言うが、蒼子さんは首を振って、

「それが、あかんねん」

「……って、他ほかのことも占えないんですの？」

　桃とう香かちゃんの問いに、蒼子さんは力なく首しゆ肯こうする。

「それは問題だが……まあ、ひとまずは試験勉強に集中するべきだろうな。部長が戻ってくるまでに、この部屋の空気を『勉強してます』に変えておく必要がある」

「そうね……じゃないと、戻ってきてまたゲームなんてことになりかねないわ」

　柚ゆ木きが頷うなずいて、俺おれに隣に座るよう示し、

「で、洋よう介すけ。さっきの公式の使い方なんだけど……」

「ああ、難しいことはない」

　俺は柚木の隣に座って、示された問題を解ときはじめる。

　その問題の解答を導き出した頃ころに、

「ふう……いいお湯だったわ」

　と言って、パジャマに着替えた部長が風ふ呂ろから戻ってきた。

　何気なく顔を上げた俺と、視線が合う。

「……」

　部長は何も言わず、元の席へと腰を下ろした。

「蒼子、次、入りなさいよ」

「あー、せやなー。それやったらいただくでー」

　と言って、蒼子さんが部屋を出て行きかけて――

「……白しろ音ねちゃん、顔が真っ赤やけど、大丈夫？」

「ちょ、ちょっとのぼせただけよ！」

　部長は乱暴な仕草でシャーペンを手に取り、勉強を再開する。

「……」

　部長はノートに顔を向けたまま、ちらりと俺の方を見やって、またすぐに視線をノートへと戻した。

　耳まで真っ赤になっていた。



　このあと午前一時ごろまで勉強をしてから、俺おれは今日の勉強の終了を宣言した。

　明日も学校があるのだ、無理はできない。

　勉強道具だけを片付けると、俺は自室へ、柚ゆ木きをはじめとする女性陣は、はるか昔に父が使っていた八畳間へと、それぞれ引っ込んでいった。



　　　＊



　俺の部屋の扉が遠慮がちにノックされたのは、それから三十分ほど後のことだった。

「ん、誰だれだ？」

　まだ眠るつもりもなく、かと言って試験勉強をするつもりなどもなかった俺は、ベッドに寝ころんで漫画を読んでいるところだった。

「あ、ヨースケくん、起きとった？」

　蒼あお子こさんだった。

「ああ、起きてる」

　言いながら扉を開けると、そこには水色のパジャマに身を包んだ蒼子さんがいた。申し訳なさそうに、

「えと、入ってもええ？」

　断る理由もなかったのでＯＫし、部屋に蒼子さんを招き入れる。パソコンデスク前の椅い子すに蒼子さんを座らせると、自分は高床式パイプベッドのハシゴに腰を下ろして、

「それで、えーと、話でもあるのか？」

　尋たずねると、蒼子さんはこくりと頷うなずいた。

「まあ、正確にはうちやのうて、みどりんのことなんやけど……」

「みどりちゃん？」

　俺が聞くと、蒼子さんは再び頷き、

「実はやね、さっきは蒼子さん占うらないは一切うまくいかないって言うたんやけど、あれは――その、言うてまえば嘘うそなんよ」

「……嘘？」

　蒼子さんと嘘、という組み合わせにかなりの違和感を覚え、俺は疑問を投げかける。蒼子さんが嘘なんて吐つくからには、かならず何か理由があるはずだ。

「それがな、うちが占いに失敗しとるのは、みどりんが絡むことだけなんよ。一年生の試験問題からみどりんの抱える悩みまで、そういうの全部が占えへんのや。ほいで、その当のみどりんなんやけど――気づいとる？　ヨースケくん」

　俺は首しゆ肯こうする。

「この合宿が始まるちょっと前くらいから、元気がないよな、みどりちゃん。時々何か考え事をしてるみたいだったり、話しかけても覇は気きのある返事が来なかったり……たしかに俺おれも気にはなってたんだ」

「そうなんや……やっぱりヨースケくんもおかしいって思っとったんやね」

　蒼あお子こさんは言って――少しだけためらうように、先を続けた。

「ほんでな、こういう言い方するとうちが無責任みたいなんやけど――あんな、みどりんの悩み事を聞くのはヨースケくんが一番やと思うんよ」

「俺が一番？　なんでまた？」

　俺が尋たずねると、蒼子さんはちょっと困ったふうに「うーん」と間をあけてから、

「なんでやろなー？」

　と言って、露ろ骨こつに話題を変えるように、周囲を見回しはじめた。

「うち、同世代の男の子の部屋入るのはこれが初めてなんやけど、意外と片付いとるもんなんやねー。まあ、ヨースケくんの部屋が散らかってるっていうのも、ちょっと想像しにくいけどなー」

「ああ――まあ、友達の中には凄すごいのもいるよ。とにかく本を買うのが好きなもんで、四畳半の自室内に本を溜ため込んじゃって、それが崩れてくるのを『雪崩がまた起こった』とか言ってる奴やつもいるし。まあ、さすがに生ゴミ系をためこんでる奴はいないから、それが救いっていう気もするけど」

　俺は言って、最近になって買い足した本棚の前に歩いていくと、

「この本棚を買うことになったのは、蒼子さんの影響かな。文庫サイズの本が山ほど入るっていうんで選んだんだけど――本屋に行っても、いままでは漫画のコーナーしか回らなかったんだけどさ。最近はライトノベルのコーナーにも行くようになったんだ」

「おー、うちが誰だれかに影響与えるなんて、ひょっとしたら初めてやでー」

　と、嬉うれしそうに笑う蒼子さん。

「人からの影響は受けやすいけど、人に影響を与えることは少ないなー、って思っとったんや。ヨースケくんが好きになってくれて、嬉しいで」

　と蒼子さんが言ったところで、部屋の扉がノックされた。

「洋よう介すけ、起きてるー？」

　柚ゆ木きだった。

「ああ、起きてる」

「あのね、ちょっと相談があるんだけど、入ってもいい？」

「――あ、ああ」

　俺は蒼子さんをどうするべきかと迷い、いや別に迷う必要なんかないだろ？　と自分の中で結論づけてから、柚木を迎え入れた。

「あ――蒼子先輩」

　パソコンデスク前の椅い子すに座っていた蒼あお子こさんを見て、柚ゆ木きはそう呟つぶやいた。蒼子さんは柚木を見るとにぱっと笑い、

「柚木ちゃんも来たんかー。お邪じや魔まやったら出ていくで？」

「あ、いえ、大丈夫です」

　と言って柚木は、扉を背にして床に腰を下ろした。いつもなら、今蒼子さんがいる席に俺おれが座り、柚木がパイプベッドに腰を下ろすのだが――

「んで、なんだ？　こんな時間に」

「あのね、洋よう介すけ。みどりんのことなんだけど――」

「元気がないみたいだから、その理由を探って欲しい？」

「……なんで解わかったの？」

　驚く柚木に、俺は溜ため息いきを吐ついて、

「あのなあ、お前ら友達同士じゃなかったのか？　俺に相談に来るよりも、本人に聞いてみたほうが早くないか？　だいたいどこをどうやったら、俺なら解決できるかもしれない、なんて発想がわいてくるんだよ」

「そんなにキツく言わなくてもいいじゃない――洋介のこと、頼りにしてるんだから」

　柚木はごにょごにょと言うと、すぐに蒼子さんを見やって、

「なんだか洋介にはもう話は伝わってるみたいですし、早く寝ましょう、蒼子先輩。明日の学校に差さし支つかえますよ」

「あー、せやなあ。いくら土曜日っていうても、半日学校はあるわけやしなー」

　と、そんな感じで、蒼子さんは柚木に連れられて部屋を出て行った。



　しかし――みどりちゃんに何があったのか。

　できれば二人きりになって話を聞きたいところだが、「合宿」中は、ちょっと難なん易い度どが高そうだ。

　俺は部屋の灯あかりを消すと、布団ふとんに潜もぐり込みながら考える。

　まあ、明日の学校でなんとかするしかあるまい。



    

  
    
      


５　ホワイト・ノイズ



　なかなか寝付けなかった。

　明日、学校でどうしようか、と考えていたせいもあるのかもしれない。

　喉のどの渇きを覚え、俺おれは二階の自室を出ると、一階のキッチンへと向かった。

　全くの余談だが、俺は水道水を飲むことは滅めつ多たにない。

　スーパーで安売りされている時に２リットル入りの烏龍茶うーろんちやを箱で買ってきて（大抵６本セットになっている）、それを飲むことにしているのだ。

　そんなわけでキッチンについた俺が、冷蔵庫から烏龍茶のペットボトルを取り出し、コップに注そそいでいると、誰だれかが階段を下りてくる足音が聞こえた。

　誰だろう――そんなことを思いながら廊ろう下かに通じるドアを注視していると、やがて遠慮がちにそれを開けてキッチンに入ってきたのは、部長だった。

「部長も眠れないのか？」

「うん……ちょっとね。それ、私にも貰もらえる？」

「おう」

　俺は戸棚からコップを取り出すと、烏龍茶を注いで部長に手渡した。

「ありがと」

　んく、んく、とコップに半分ほど注いだ烏龍茶を一気に飲み干してしまう部長。よほど喉が渇いていたのだろうか――とりあえず、

「おかわりは？」

　聞くと、部長は軽く手で遮さえぎる仕草をして、

「ありがと。でも、いいわ。もう落ち着いたから」

「そうか」

　俺は言いながら、キッチンの椅い子すに腰を降ろす。と、部長も同様にして椅子に座った。

「部屋に戻らないのか？」

　聞くと、部長はいつものように片かた肘ひじついて、

「ヨースケが戻らないみたいだから」

「……何か用か？」

「別に用ってわけじゃないけど、ちょっと話したい気分なのよ」

　と言って、部長は空になったコップのふちを指ですっとなぞり、

「普段、私たちって一緒に遊んでる割に、会話が少ないじゃない？　ずっと対戦してたり――話すにしてもゲームのことばっかりで。たまには雑談したいなって思って。……ヨースケはもう寝ちゃう？」

「いんや、そういうことなら付き合うけど」

　にしても。

　今更ながら、部長のパジャマはいかにも部長らしいものだなあと思う。真っ白な薄手のパジャマで、昼間のフリル服ほどではないにせよ、やはりフリルがあしらわれている。おそらく、見た目ではわからないくらいの値段がするに違いない。

「そのパジャマ、似合ってるな」

　俺おれが思ったままの事を口にすると、部長は少し照れたように身を縮こまらせて、

「パジャマ姿を見られるってのもなかなか恥はずかしいものね。……まあ、」

　と言いかけて、部長は言葉を飲み込んだ。その顔が、みるみるうちに赤くなる。

　何を言おうとしたんだ――と考えて、すぐに思い当たる。

　俺は、つい数時間前に、その中身を直視しているのだ。

「あー、いや、悪かったな。うちの風ふ呂ろ場ば、鍵かぎがかからないんだ。脱衣所の鍵はかかるんだけど、そうすると洗面所が使えなくなっちゃうだろ？　だから普段から鍵をかける習慣がないもんで――みんなが来てるのを意識するべきだったな」

　俺が言うと、部長は珍しく殊しゆ勝しような態度で、

「ううん、私も悪いのよ。っていうか、第一級戦犯はいいんちょなんだけどね」

「……やっぱり何か仕組まれてたのか」

　部長は頷うなずいて、

「いいんちょがお手洗いに行くって言って部屋を出て行ってね、しばらくして戻ってきてから『ヨースケが風呂から出たところに出くわしたぞ。そのまま部屋に戻って調べ物をするから、部長に風呂が空いたと伝えておいて欲しいそうだ』とか言ったのよ。大おお嘘うそもいいところだわ。さっき問いつめたら『軽い冗談ではないか、ひっかかるほうが馬ば鹿かなのだ』とか言って完全に開き直ってるし、タチが悪いったらありゃしないわよ」

　そう言って、部長は握った拳こぶしの背で軽くテーブルを叩たたいた。

「私が男に裸はだかを見せるのなんて、ものすごく小さい頃ころに父親とお風呂に入ってたとき以外では初めてなんだからね。光栄に思いなさいよ？」

「……まあ、その……すまん」

「謝らなくていいわよ。悪いのはいいんちょ。ある意味ではヨースケも被害者でしょ？　だって、私もその――なんていうか、見ちゃったし」

「ああ、あー、うん、まあ、そうかもな」

　……すっげえ気まずい。

　俺は何か話題を探し――

　答えは解わかっていたが、とりあえず聞いておくことにした。

「そういや部長、今年の『激げき闘とう』にも出るんだよな？」

「もっちろんよ。私のメインは『ストⅣ』だけど、これでも激げき闘とう王おうの座を守りぬくために、他ほかのエントリーゲームもちゃんと一通りこなしてるんだからね」

「……そりゃ知らなかった。つーか、家ではゲームできないんだろ？　学校があって、部活ではストⅣばっかりやってて、いつ他のゲームをする時間があるんだ？」

　俺おれがそう言うと、部長は意外そうな顔をする。

「あれ、めぐみの話、しなかったっけ？」

　記憶を探る。

　部長、めぐみ、というキーワードで脳内検索をかけ、答えはすぐにひっかかった。

「めぐみさんって、あの部長専属のメイドさんだったよな？」

「そう。私がゲームを始めた切っ掛けになった、優良メイドよ」

「切っ掛け？」

　その話は聞いてない。

　俺が尋たずねると、部長は頷うなずいて、

「ＤＡＮＰＥＹダンペイからゲームに入ったって話はしたわよね？」

「ああ。それにハマってからゲームをやるようになったって」

「そのＤＡＮＰＥＹを私がプレイしたのは、そもそもめぐみがメイド部屋でＤＡＮＰＥＹをやってたところに出くわしたからなのよ」

「メイド部屋……」

　また一般人の生活からかけ離れた単語が出てきやがった。

「ああ、説明するまでもないけど、メイドたちが寝泊まりする部屋ね。そこに私が遊びに行ったとき、めぐみがＤＡＮＰＥＹをプレイしてて――面白そうだからやらせて、って言ったのが、私の人生を大きく変えたわけ」

「まあ、結果として四年連続とかいうデタラメな強さの激闘王になったんだからな、そりゃ良くも悪くも人生が大きく変わったわけだが」

　俺が言うと、部長は例によってやれやれとオーバーなジェスチャーをして、

「違うわ」

　と言い切った。

「ん？　何が違うんだよ？」

「『良くも悪くも』じゃない。千パーセント良い方に転がったのよ」

　きっぱりと言い切る部長。俺は半なかば呆あきれながら、

「パーセントの定義から勉強してこい。ってのは冗談にしても、まあ、本人がいいっつってんだからいいのかもな。所しよ詮せん人生なんて、自己満足した者の勝ちなんだから」

　これに関しては異論反論オブジェクション――じゃない、オブジェクションは無しで、異論反論あるだろうけれど、俺の十七年間の人生で得た結論の一つである。

　もちろん他人に迷めい惑わくをかけたりするのはＮＧだが、そうでないかぎり、人は自分の幸福の量に満足したものの勝ちだと俺おれは思っている。たとえば、だが、ビル・ゲイシとそこいらのホームレスのどちらがしあわせか――それだけのことですら、本当のところは他人には解わかることができないのだ。もしかしたらビルは仕事に忙ぼう殺さつされる人生に嫌気が差しているかもしれないし、ホームレスはその日の生活の中でよかった探しのできる幸福な人間かもしれない。他人がみて比較級で『あっちのほうがよさそう』だと判断することはできても、本人がしあわせかどうかなんて、その本人にしか解らないのだ。結局のところ。

　俺がそんなことを考えていると、部長は人差し指を立て、

「まあ、ともあれ、めぐみの話ね。めぐみはもともとディープなゲーマーで、ネット対戦のできる環境までうちのメイド部屋に構築してたわけ。私が初めて対戦格闘をやった相手はめぐみで、その次は回線の向こうにいる名もしれない誰だれかだったわ。忘れもしない、私が小学校五年生の時よ」

「それから二年後には全国一位だろ……どれだけやってたんだよ、って話だが」

　俺がツッコむと、部長は不服そうな顔をして、

「一応言っておくと、対戦は量より質よ。って、まあ、それはどうでもいいんだけど」

「その二年間で、部長の格闘スタイルは形成されたわけか？」

　俺が尋たずねると、部長は再び片かた肘ひじついて、少し回想するように視線を下へと動かし、

「んー、私の場合、めぐみの影響が強いわね。そもそもめぐみが、格闘ゲーム黎れい明めい期きから格ゲーに触れてきた世代なのよ。最初の頃ころはめぐみもストⅡでラウを使って、飛ばして落とすなんて戦法を使ってたらしいんだけど、数年間も対戦経験を積むうちに『ただそれだけをやってるんだったらストⅡだろうとＫＯＦだろうと変わらないじゃない』って結論に到いたったらしいの。まあ、土ど俵ひようが何であろうと勝てばいいってだけの考えの人には一生解らない話だろうけど。――ともかくめぐみはそう思った。対戦格闘ゲームは『他人と遊ぶゲーム』なんだから、自分も相手も楽しくなきゃだめだって思った。聞きかじりだけど、プロレスの精神に似てるわよね、相手に全力を出させて、その上を行って勝つっていう。私の格ゲーの先生はめぐみだったから、いちいち言われなくても自然とそういうプレイスタイルになった。それだけの話よ」

　……いや、ちょっと待て。

　どこからツッコむべきか迷ったが、まずは聞いておかなければなるまい。

「部長、女性の年齢を聞くのは失礼だと重々承知の上で聞くけれども、めぐみさんって今何歳なんだ？」

　部長はあっさりと、

「三十四歳」

　言った。

「それであんなに若いのかよ！　どうなってんだ！」

　俺おれは思わずツッコんだが、部長は即座にブーメラン、

「そんなこと言ったらヨースケのお母かあさんだって同じでしょ？　あれ何歳よ。素で『お姉さん？』とか聞いちゃったじゃない」

「うぐ……それを言われると何も言い返せない。が、とりあえず言っておこう。人の母親を『あれ』呼ばわりするな」

　とりあえず教育的指導はしておくことにして、俺は続ける。

「しかし、めぐみさん、思いっきりゲーマーだったんだなあ……ちっともそんな風には見えない……って、外見のことを言ってもしゃあないことはよく解わかったんだが」

　部長は頷うなずいて、それから、

「っていうか、すっかり話が逸それたわね。ああ、えーと、だから今でも、私が家でゲームするときはメイド部屋にこもってるのよ。うちの両親はメイド部屋には立ち入ろうともしないから。――嫌よね、成金のくせに昔のヨーロッパみたいな感性を持ってる風ぶってるのよ。下々の民とは別世界に住んでます、って感じ」

　俺は呆あきれるよりもまず感嘆の息を吐き、

「そんな両親に育てられて、よくおかしな育ち方をしなかったな。……いや、ある意味では充分におかしな育ち方してるんだけど」

　部長は半眼で俺を見やり、

「……なんか今、さらっと失礼なこと言わなかった？」

　言ってくるが、俺はそれを受け流す。

「気のせいだろ？　俺は部長はよく『自分』を持ってるなって、感心してるんだ」

「……何よ、誉ほめ殺すつもり？」

「いや、割と本気で。昨今、ちゃんとした親――っていうのがどういう定義なのかもまあ曖あい昧まいなんだが――に育てられても、周りに流されやすい奴やつばっかりだろ？　朱に交わったら赤くなる、まあいわゆる俺を含む一般人のことを言ってるんだが」

「私が一般じゃないみたいじゃない」

　部長が不服そうに言ったが、俺は烏龍茶うーろんちやを一口、

「部長の場合、一般って言うより逸般だからな」

「……誉められてるんだか貶けなされてるんだか解らないわよ」

「さっきから言ってるが、誉め言葉のつもりだ」

　部長はやれやれと嘆たん息そくし、

「じゃあもう少し言葉を選びなさいよ……一応私だって、カテゴリ的にはデリケートな女子高生に入るんだからね？」

「……」

　思わず言葉を失ってしまった。

「デリケート、ねえ……」

　いや、実際のところをいえば、俺おれはそれをよく解わかっているつもりだ。

　一見傲ごう岸がん不ふ遜そんな部長が、本当は人一倍周囲の人間に気を遣つかっていることも、部長が意外にも繊細な心の持ち主であることも。

　だが、それが解ったうえで、軽口をたたき合うのが俺と部長の仲である。その距離感が最も心地よく感じられるのだ。

「何よ、その疑わしそうな目は」

「いんや、別に」

　空々しく口笛でも吹いてみたい場面だったが、時間が時間なので自じ粛しゆくすることにする。

「まあ話は逸それたが、それで――なんだっけか」

「育ちの話でしょ。まあ、両親だけに育てられたんなら私も歪ゆがんでたかもしれないけれどね、私の周りには、めぐみを筆頭としてメイドがたくさんいたわけじゃない？　その全員が育ての親みたいなものだからね」

「なるほど……」

　しかし、部長の父親についての話はさっぱり出ないんだが、そのあたりは聞いてもいいものなのだろうか？　――いや、両親だけに育てられたら、って言ってるし、野の菊ぎくさんと大差ないような父親なのかもしれないけどな。

「……変なこと、話したわね。これも忘れてくれると嬉うれしいわ」

　珍しくしおらしい様子の部長に、俺は頷うなずく。

「ああ、そうだな……さて、そろそろ俺は寝るぜ。明日――つーかもう今日だけど、学校はあるんだしな」

　部長も首しゆ肯こうして、

「そうね……それじゃ、おやすみ、ヨースケ」

「ああ、おやすみ、部長」

　俺が言うと、部長は少し何か考えるかのように動きを止とめた。

「？　どうかしたか、部長？」

　部長は視線をわずかに逸らし、言いにくいことがある子供そっくりの動きでもって、そのまま数秒間黙っていた。

「……ねえ、ヨースケ？」

「なんだよ？」

　部長は珍しく、なおも先を続けるのが躊躇ためらわれるかのように、間を置いた。

　そして、

「――試しに、でいいんだけど」

「試しに？　なんだよ？」

「えっと……その、」

「……」

　部長はそして、思い切って、という感じで口を開いた。



「『おやすみ、白しろ音ね』って言ってみてくれない？」



「……はあ？」

　俺おれが思わず声をあげると、部長は少しショックを受けたように、

「その反応はないでしょ？　もう」

　いや、失言ではあったが、しかし、

「なんで女子を名前で呼ぶなどというこっぱずかしい真ま似ねをしなければならないんだ」

　俺が言うと、部長は両の腕を組んで小さく嘆たん息そくしたあと、

「……ふーん。私のこと、一応『女子』って認識してくれてるのね」

　などと言ってくる。

「そりゃそうだ。それ以外になんかあるか？」

「いや……ほら、初対面からアレだったし、部長と部員っていう関係だし、なんていうか――上下の関係に見られてるんじゃないかな、って心配してたのよ」

「心配？」

　上下の関係云うん々ぬんよりも、そっちが気になった。

　と、部長はわずかに気まずそうな顔をして、

「……何でもないわ」

　と言って、ふう、と再び重い息を吐いた。

　そしてくるりと俺に背を向ける。

「それじゃあ、おやすみ、ヨースケ」

　部長がそう言ってキッチンを出ていこうとする――

　その背に向かって、

「おやすみ、白音」

　試しに言ってみると、部長は立ち止どまり、

　振り返りかけて――

　結局は振り返らず、

「……悪くないわね」

　とだけ言い残して、二階へと去って行った。

（……なんだ、そりゃ）

　俺おれは一人呟つぶやくと、自分も睡眠をとるために、二階の自室へと向かった。



　部長の言葉が、少しだけ可愛かわいく聞こえたのは、気のせいだということにして。



    

  
    
      


６　みどりの問題（着手編）



　翌日、試験を二日後に控ひかえた土曜日。

　目覚ましよりも三十分早く目が覚めた。

　不思議に思っていることの一つなのだが、こういう時、明らかに睡眠時間が足りていなくてもすっきりと目覚めることがある。今日はそんな日だった。

　俺はすぐに部屋を出ようとしかけ――そういや合宿とやらで女子陣が泊まっているんだったということに気がついて、上はＴシャツのまま下だけを制服に着替えて、一階のダイニングキッチンへと向かった。

　時刻は六時半。

　どうせ誰だれ一人起きてやしないだろう――そう思っていたのだが。

「あ、おはよう、洋よう介すけ」

　いい匂においがすると思ったら、柚ゆ木きが卵焼きを焼いているところだった。

「柚木。早いな」

「うん、なんか目が覚めちゃって。どうせだからみんなの分のお弁当作っちゃおうかな、って思ってたところなの」

「弁当か……いいアイデアだとは思うが、弁当箱はどうするんだ？」

　柚ゆ木きは、ぴしりと固まった。

「……もう人数分、卵焼き作っちゃったんだけど。ご飯も五合も炊たいちゃったし……」

「あー、あれだな。まあ、ご飯は冷凍しとけばいいかってのもあるんだが、この際だからこんなのはどうだろう」

　俺おれは食器の入れられている棚の中を漁あさり、正月ぐらいしか使わないそれを取りだした。

　三段重ねになった、黒塗ぬりの箱。

「お重？」

「ああ、昼飯もみんな集まって食えばいいんじゃないかと思ったんだが、どうだろう？」

「私はもちろん構わないけど――他ほかのみんながなんて言うかなあ」

「なんだかんだ言ってもノリだけで動くような奴やつらだからな。形だけ不平不満を漏もらしたとしても、最終的にはＯＫが出ると思う」

「うん……そうかな」

「ああ、大丈夫大丈夫。それより卵焼きは甘いのとしょっぱいの、どっちにしたんだ？」

「甘いの」

「グッドだ」

　聞くまでもなかったことなのだが、俺や柚木の家では卵焼きといえば甘めの味付けのものである。醤しよう油ゆベースで作る卵焼きも嫌いではないのだが、どちらが好きかと聞かれれば、俺は間違いなく甘い方を選ぶ。気分でテキトーに牛乳などを混ぜたりもするが、ふんわりとした甘い卵焼きは冷めても充分に美う味まく、弁当のおかずには欠かせないと思う。

「それじゃ、重箱、洗っておくな」

「うん。……朝ご飯はみんな何食べるのかな。昨日のうちにリサーチしておけばよかった。みんなご飯で大丈夫だと思うけど、西にし村むら先輩あたりは『パンがいい』とか言い出しそうな気もするのよね……」

「いくら部長だって、作ってもらってる立場で、ンなワガママは言わないだろ」

「そっかなあ……どうしよう。お味み噌そ汁しるはもう作ってるんだけど」

「あと、夕べ俺がいなりやで買ってきた塩しお鮭ざけが八人分ある。それと梅干しでもあれば朝飯には充分だろ。卵焼きは重箱の方に詰めてくれ」

　言いながら、俺も朝食準備へ取りかかる。と、

「おはようございます。先輩も柚木ちゃんも、早いですね」

　起床三番目、階段から下りてきたのは、みどりちゃんだった。

　俺は昨晩のことを考えて、どうしようか迷う――のだが、いくら相談してきたのが柚木とはいえ、その柚木の目の前で『何か悩み事でもあるの？』とは言いづらいし、答えるほうとしても答えにくいだろう、と判断した。

「みどりちゃん、お茶は熱いのと冷たいの、どっちがいい？」

「え？　あ、えっと、じゃあ冷たい方でお願いします」

「オーケイ」

　俺おれは冷蔵庫から麦茶のボトルを取りだして、コップと共にダイニングのテーブルへと運んだ。みどりちゃんを席につかせて、

「朝ご飯の支し度たくはもうすぐ終わるから、ちょっと待っててね」

「あ、すみません。ありがとうございます」

　みどりちゃんは麦茶をこくこくと飲んで、

「あたしに手伝えることってありますか？」

「いや――特に無い、かな」

　とは遠回しに言ったのだが、正直に言えば、俺と柚ゆ木きの二人で作業をしてしまった方が圧倒的に早い、というのが実のところだったりする。――とはいえ、みどりちゃんの厚意をむげに断るのも悪い気がして、俺はこちらに差さし支つかえの無い仕事を探す。

「ああ、そうだ、テーブルを拭ふいておいてくれる？」

「あ、はい。わかりました」

　みどりちゃんに台拭きを手渡すと、みどりちゃんは早速テーブルを拭き始める。

　その様子を密ひそかにうかがいながら、俺は小声で柚木に話しかける。

「みどりちゃん、今日は元気に見えるんだが――俺の気のせいだったか？」

「ううん、そんなことない。あれは仕事に没頭することで悩みを忘れようとしてるんじゃないかと思うんだけど」

「ふむ……なるほどな」

　俺は手早く朝食の支度を終えると、台拭きが終わって手持ちぶさたにしているみどりちゃんに話しかけることにした。

「みどりちゃん」

「あ、はい。何かお仕事ですか？」

「いや、じゃなくてね。これ」

　と言って、俺はポケットから携帯電話を取り出した。

「よくよく考えてみれば、まだみんなの携帯、番号もアドレスも知らないんだよね。もしよかったら交換してくれないかな？」

「はい、喜んで」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむみどりちゃんからは、悩み事の片へん鱗りんすらもうかがい知れない。だがそれでも、昨日までの数日間で、時折みどりちゃんが暗い表情をしていたのを見たのも確かだ――と思う。俺一人だけなら気のせいで済ませていたかもしれない。しかし蒼あお子こさんや柚木までが同じことを言っているのだ。

「じゃあ先輩、赤外線」

「っと、赤外線使うのって、これが初めてだったりするんだよな」

　言いながら、メニュー画面をいじって、それらしき画面を表示させる。

「今までどうしてたんですか？」

「いや……俺おれが番号教えて、ワンコールしてもらって、その番号を登録って感じだったんだけど……と、上う手まくいったな。これ、誕生日とか住所とかも送れるのか」

「はい。先輩の誕生日は９月25日……ですね。あたし、ちゃんと憶おぼえておきます」

「いや、憶えなくても、それ見りゃ解わかるだろうし――誕生日だからって、何かあるわけでもないだろ？」

「……そうですけど」

　なんだか少し気を落としてしまったみどりちゃんに気を遣つかって、話題を微妙にずらす。

「みどりちゃんの誕生日は４月29日か。これって、あれだよな、なんか変わる前はみどりの日だった――」

　俺が言うと、みどりちゃんは嬉うれしそうに笑った。

「はい、そうです。みどりの日に生まれたからみどり、なんてもの凄すごい安直ですよね。でも、今は昭和の日になっちゃいましたけど」

「はいはい、二人とも、盛り上がってるところ悪いんだけど、朝ご飯の支し度たくの邪じや魔まよ」

　柚ゆ木きが俺たちの間に割って入り、テーブルの上に梅干しの載った皿を並べていく。人数分にきっちり分けられているのが柚木の几き帳ちよう面めんさを表しているようだ。

「おっと、俺も料理の途中だったんだ。鮭さけを焦こがすなんて間抜けはしたくない」

　俺は魚焼きグリルの前へと戻ると、朝食の準備を進めていった。



　　　＊



「いってらっしゃい～」

　緊張感は一晩で抜けたのか、いつも通りの口調に戻ってしまった母かあさんではあったが、それでも俺たちを見送りに玄関までやってきたというのは大したものだった。いや、母さんがみんなと朝食の卓を囲めたという時点で、奇跡と言っても良かっただろう。それぐらいウチの母さんは寝てばかりいるのだ。

「それにしても」

　七人という大所帯での登校である。会話の二つや三つは同時進行していてもおかしくはない状況であったが、このグループにおける会話の中心はいつも部長にあった。

「ヨースケってば、ホントに料理上手だったのね。少し驚いたわ」

「朝飯の事か？　手間のかからん部類の物しか作ってないんだが……」

「それでも、ウチのコック連中に比べても――とまで言ったら言い過ぎかしらね。でも、普段私の家では出ないような朝食だったし、美お味いしく感じたのは確かよ」

「誉ほめられて悪い気はしないが、半分は柚ゆ木きが作ったんだからな」

「せやなー、ヨースケくんも柚木ちゃんも凄すごいでー」

「あはは……やってれば自然とできるようになりますよー」

　謙けん遜そんしてはいるが、まんざらでもないと言った様子の柚木だ。みどりちゃんがいつものように人差し指を顎あごに当てながら、

「そっか……柚木ちゃんの家も、家の人が留る守すがちなんだよね……」

「うん。みどりんもお茶はちゃんと淹いれられるわけだし、自分でやるようになればすぐにできるようになると思うよ」

「あー、せやなー。みどりんの淹れてくれるお茶は、たしかに美味しいなー」

「俺おれは蒼あお子こさんのお茶も美味しいと思ったけどな」

　みどりちゃんがテニス部の方に顔を出している日などは、基本的には俺がお茶を淹れることになっている。が、前に蒼子さんが代わりにお茶を淹れてくれたことがあって、俺はその時のお茶が特に美う味まかったように記憶しているのだ。

「あはー、お世せ辞じ言うても、何も出ーへんでー」

　照れたように笑う蒼子さん。

　その隣で、ただ一人、桃とう香かちゃんだけが落ち込んでいた。

「……桃香はお茶を淹れるチャンスすらもらえないですの……これじゃあいつまで経たっても上う手まくならないですの……」

「あー、いや、それは……」

　俺はちらりと部長を見やる。

　部長は、仕方ないわね、とばかりに溜ため息いきを吐ついて、

「あーもう、解わかったわよ。砂糖を入れるようなバカな真ま似ねさえしないって誓えるなら、お茶を淹れる機会くらい今度作ってあげるわよ」

「やったーですの！」

　ぴょんぴょんと飛び跳はねて全身で喜びを表現する桃香ちゃん。――高校生にもなってこの喜び方が似合う人間を、俺は今のところ桃香ちゃんぐらいしか知らない。

「――ああ、そうだ、忘れる前に言っておかなくちゃな」

　俺はふと思い出して、右手に提げていたトートバッグを軽く持ち上げて見せる。

「前に桃香ちゃんに弁当作ってあげるって約束してたろ？　桃香ちゃんだけに、じゃないのが申し訳ないけど――」

「なんにも問題はないんですの。……ヨースケさんと二人じゃないのは残念ですの。でも、みんなでおべんとっていうのも楽しそうですの」

　部長は俺おれの手にしたトートバッグを見やって、

「何を持ってるのかと思ったら、お弁当だったのね」

「重箱の中に他ほかに何が入ってると思うのかが、むしろ疑問なんだが」

　トートバッグからは、明らかに重箱の頭が見えている。これを見て中身が弁当じゃないと思う奴やつは相当なアマノジャクだと思う。

「個別に弁当箱が用意できなかったんで、悪いが四限目が終わったら部室に集まってもらえるか？　みんなで弁当にしよう」

「……思うのだが」

　委員長がぽつりと声をあげる。

「うん？」

「いや、今日は土曜日だろう？　昼食の後はどうするのだ？」

「そりゃ、ヨースケの家に戻って勉強の続きに決まってるでしょ？」

　部長がきっぱりと言い切ったところで、俺は委員長の言わんとするところを察して、軽い脱力感を覚えた。

　とどめとばかりに、委員長は言う。

「ならば、わざわざ重箱などに詰めて持ってこなくても、ヨースケの家に置いておけばよかったのではないか？」

「……」

　一同の視線が俺の右手に提げられたバッグに向けられる。重そうに見えると思うが、実際のところは、やっぱり重い。

「……まあ、何だ」

　俺は空を見上げる。

　真っ青な、ろくに雲も見あたらない空を、一ひと筋すじの飛行機雲が横切っていく。

「こんなこともある」



　　　＊



　教室に入ったら、まずしようと思っていたことがあった。

　昨日から今現在に至るまで、確実に「二人ともがフリー」な状況というのが、今までなかったからである。俺の教室には委員長が、みどりちゃんの教室には柚ゆ木きがいるが、柚木はこの件では味方であるし、委員長は人のメールになど興味がないだろう。

　俺は今朝教えてもらったばかりのアドレスに宛あてて、メールを打ち始める。

「……」

　打ち始めようとした、の方が正しいかもしれない。

　何しろ書き出しが決まらないのだ。

　最初は適当に『ヨースケです』と書いたのだが、わざわざ差出人の解わかっているメールでそれを書くべきなのか。そもそもが丁てい寧ねい語ごで書くべきなのか、いつも通りの口調で書けばいいのかすら解らない。それだけでたっぷり三分ほど悩んでから、結局丁寧語は止めることにしてメールを打ち始める。

　ここで担任教師の竹たけ本もと平へい蔵ぞう四十三歳が教室に入ってきた。いつの間に予よ鈴れいが鳴ったのか、俺おれはそれにすら気づかずに携帯電話と向き合っていたらしい。

　竹本はクラス内をおざなりに見回して、

「休みはいないなー？」

　の一言で点呼の代わりとし、朝のホームルームの終了を告げて教室を出ていった。

　ともあれ、今はメールであった。

『昨日も聞いたけど、悩み事はない？　元気がないみたいだから、心配してるんだ』

　散々悩んでこれか、という気もしないでもなかったが、迂う遠えんな言い方になりすぎて本題が聞けなければ意味がないし、あまり無理に聞き出そうとするのも逆効果な気がした。

「葉は村むら、さっきからなんで携帯とにらめっこしてんだよ？」

　俺の机に腰掛けながら話しかけてきたのは、クラスメイトの高たか島しま雄ゆう一いち郎ろうだ。学年が変わってもクラス替えのない藍あい園ぞの学園高校において、一年生の一学期が始まったその日に俺に話しかけてきた社交的なヤツで、それ以来なんとなく俺とつるんでいる。

　しかし、今回はデリケートな件なので話す訳にもいかず、

「いや、別に」

　とだけ答えたのだが、高島は馴なれ馴なれしく俺の携帯を覗のぞき込む。その時ちょうど――折り悪く、と言ったほうがいいかもしれない――みどりちゃんからの返信が来た。

　常時マナーモードにしている俺の携帯がぶるると震え、液晶画面には鞠まり野やみどりからメールが来たという旨が表示される。

「お、女の子じゃんか！　女の子！」

　何な故ぜか盛り上がっている高島に対し、俺は冷静に、

「部活の後輩だよ」

　と返すのだが、高島の興奮は収まらなかった。

「部活の後輩ったって女の子は女の子だろ？　それに、さっきから携帯見てたのも関係あんじゃねえのか？　メール見せろよ。な？」

「プライバシーの侵害だ」

　俺が言ったところで始業のベルが鳴り、いつも教室前でベルを待ちかまえていると噂うわさの現国教師・漆うるし原ばらが教室内に入ってくる。慌てて席へと戻る高島を尻しり目めに、俺は机の下に隠しながら携帯電話をチェックする。

『ご心配おかけしてすみません』

　みどりちゃんらしい丁てい寧ねいな書き出しに微笑ほほえましい気分になりながら、先を読む。

『えっと、でも、特に何もないですよ？　なんだか、そんなに心配していただいちゃうくらい、悩んでるように見えちゃってますか？』

　俺おれは少しその返答を悩む。漆うるし原ばらが教科書の54ページを開くようにと暑苦しくがなりたて、室内の温度が数度あがったようにすら感じる。俺は教科書の適当なページを開き、太だ宰ざい治おさむと自分が同じデカダンであると主張し始める漆原の演説を聞き流しながら、携帯電話のボタンを操作する。

『いや、気のせいならそれでいいんだけど。もし何かあったら、遠慮なく相談してくれて構わないから』

　何度も何度も文字を打ったり消したりして、できあがったメールの本文は、そうやって悩んだのがバカにしか思えないほどの愚直なものだった。送信する。

　授業中にメールを出したのはこれが初めてだった。相手が真面目まじめなみどりちゃんであるから、返信は授業後かもしれない。

　そんなことを思いながら、漆原の授業に耳を傾ける。何しろ今日が試験前最後の授業なのだ、もう定期試験の問題はできあがっているだろうし、試験内容に関する言及があってもおかしくはない。

「あー、まあこのようにして、朝あさ日ひ新しん聞ぶんに連載していた『グッド・バイ』を書き終えることなく、太宰くんは玉たま川がわ上じよう水すいにて入じゆ水すいしたわけだが――」

　漆原は太宰治のことを太宰くんと呼ぶ。友達かよ、というツッコミが生徒間で為なされていたのも一学期の初めだけのことで、今ではすっかりそれが普通になってしまった。人間の環境適応能力というのも凄すごいと思う。――そんな大層な話でもないか。

　などとどうでもいいことを考えていると、ぶるる、とポケットの中の携帯が震えた。

　俺は一応授業中であることを考慮し、漆原が板書を始めるのを待ってから、携帯の液晶を覗のぞいた。鞠まり野やみどりという名前と共に、メールマークが点灯している。

　メールを開く。

『……すみません、ちょっとつよがりを言いました。

　でも、先輩には解わかっちゃってるみたいですし、話だけでも聞いてもらえますか？

　――実は、部活のことで悩んでいるんです。

　もちろん電脳研のことじゃあありません。テニス部です。

　ヨースケ先輩もご存じだと思いますが、高校テニスには高校総体――インターハイというものがあります。その予選大会が、期末テスト明けに行われます。もちろん、テニス部の全員が出られるものではありません。

　三年生の中には、これが最後の大会だ、っていう先輩もいます。

　なのに、先生は私に大会に出ろって言うんです。

　もちろん私が出れば、三年生のための予選出場枠は一つ減ることになります。

　テニスに全力を注そそいできた先輩を差し置いて、部活にすらロクに参加していなかった私なんかが大会に出るなんて、おこがましいと思います。

　なのに先生は、私を出場選手とする方針を曲げようとしてくれません。

　どうすればいいのか、わからずにいます。

　そもそも私は、テニスというスポーツが好きで始めたんじゃない、邪道の身なのに……テニスが本当に好きな先輩を差し置いて、インハイ予選なんかに出ていいのでしょうか。

　……長くなってしまってすみません。

　両親に話せば、絶対にインハイの方を取れというに決まっています。だから、相談できる相手は、今までいませんでした。それもあって、ちょっと長くなりすぎました。

　最後まで読んでくださって、ありがとうございました。』

「……」

　俺おれはメールを最後まで読み終えて、ひそかに溜ため息いきを吐ついた。

　みどりちゃんが何か問題を抱えている。

　その時点で、テニス部関連のことじゃないかと思ってはいた。

　だが――

　ここまで難しい問題だとは、思わなかった。

　結局のところ、みどりちゃんのメールの内容を要約すると、こうなるだろうか。

　――高校生活最後の大会になる先輩を差し置いて大会に出る権利が、自分にあるのか。

　元より自分に自信のなさそうなみどりちゃんだ。実力本位の世界だから、と割り切ることができないのだろう。ただでさえ練習量の少ない、熱意のない自分なんかが――そう考えてしまうのは無理もないことだ。

（しかし、こりゃ、どうしたもんかね……）

　自分にできることなら力になる、とは言ったものの――

　誰だれかに相談しよう。

　俺はそう決めた。

　問題は、その相手だ。

　まず部長は論外だろう。少しでも漏もらせば部全体の問題となって、悪くすれば電脳部対テニス部の図式にすら持っていかれかねない。

　次に委員長。おもしろ半分で事に当たられてしまいそうな気もする。本気で問題に向かい合ってくれれば、間違いなく一番頼りになる人物なのだが。

　蒼あお子こさんは、占うらないが使えれば無敵なのだが、そうでないとすると――頼れる気もするし、頼れない気もする。この件を俺に解決するよう依頼してきた張本人なのはプラスだが、天然ボケが怖いところだ。

　桃とう香かちゃん――は置いといて。

　柚ゆ木き。今回の件の依頼者その２だ。学業の成績はそこそこだが、頭の回転は速く、最近になって時折見せるようになった不機嫌モードにさえ入らなければ、一番頼りになるかもしれない。それに何より幼おさな馴な染じみ同士、この中では一番古い仲だ。

（……善ぜんは急げ、だな）

　幸い、柚木のアドレスは携帯を買った日のうちに登録してある。意外と几き帳ちよう面めんな柚木の性格からして、授業中の携帯はマナーモードにするなり電源オフにするなりしてあるだろう。後者だったら今メールを出す意味は無いが――

『柚木、相談がある』

　続けて入力しかけ――全部を説明するのには手間がかかる、と考えて方針を変更する。

『休み時間になったら、』

　まで打って、場所を考える。最初は俺おれが柚木の教室に行けば済むと思ったのだが、よくよく考えればみどりちゃんが同じクラスだ。こっちに来てもらうのは俺が嫌だし、委員長に相談現場を目撃されることになるのはあまり好ましくない。

（かと言って部室の鍵かぎは持ってないし――他ほかに人がいない場所と言えば）

　思いついた。

　仮に誰だれかに目撃されたとして、あらぬ誤解は受けるかもしれないが、それ以上のリスクの無い場所。

『七十二号館の屋上まで来て欲しい』

　それだけを記してメールを送信すると、すぐに返信があった。

『了解。例の件ね？』

　話が早い。

『ビンゴ。いい勘かんしてるな』

　俺はここでようやく携帯をポケットにしまった。もうすぐ試験が始まる。授業内容に試験の内容が盛り込まれることもあるだろう――と再びそんなことを考えながら、俺は漆うるし原ばらの無頼派についての講こう釈しやくに耳を傾けることにした。



    

  
    
      


７　グリーン・グリーン



　藍あい園ぞの学園高校の校舎は四つの棟に分かれていて、それぞれに七十一号館、七十二号館、七十三号館、七十四号館という名が付けられている。

　どうしていきなり数が大きいのかというと、若い数字の校舎は藍園学園大学が使っているからだ。現在は文系学部・理系学部併せて二十いくつだかの校舎があったはずだが、十の位が必要以上に大きいのは途中でいくらか建て増しても整合性が取れるように、とのことらしい。それがどういう理屈があって七十一からなのかは知らないが、ゲン担ぎの意味でもあるのだろう。というのが主だった生徒たちの見解であり、俺おれもまあそんなところじゃないかと思っている。

　七十二号館というのは、俺たちの教室のある七十一号館の隣に建っている、専門教室の集められた建物だ。渡り廊ろう下かを通じて七十一号館と繋つながっており、我らが電脳研の部室もこの七十二号館の中にある。

　藍園学園高校の屋上は、取り立てて立ち入り禁止などにはなっていない。それは七十一号館から七十四号館まで共通だ。どうして七十二号館を選んだのかと言えば、単純に七十一号館よりも人が少ないだろうと思ったからだ。

　屋上には強い風が吹いていた。

　七月も半なかばに差し掛かった空は朝――と言ってもわずかに一時間半ほど前――とさほど変わった様子はなく、雲一つ無い晴天であった。照りつける太陽の光がじりじりと肌を焼いていく感覚と共に、汗が噴ふき出すのを感じる。

「で、早くも進展があったわけ？」

　声は、背後から聞こえてきた。

　振り返る。建物の影に隠れるようにして、柚ゆ木きが立っていた。

「とりあえず、日向ひなたには出ないからね。暑いし、日に焼けちゃうし」

「ああ、俺もその方がいい」

　俺は言って、壁に背を預けかけ――

「ここ、汚いから、汚れるわよ？」

「――ごもっとも」

　柚木と並んで立つ。説明するのも面倒だったので、携帯に先ほどのみどりちゃんからのメールを表示させて、柚木に手渡した。それを受け取って読み始めた柚木に、俺は告げる。

「俺一人では解決できなさそうだったんでな。口が堅い、信頼できる奴やつ――それでいて事態の解決に向けて尽力してくれそうな奴を、一人だけ選んだ」

「……誉ほめ言葉だと受け取っておくけど」

　メールの全文を読み終えたのか、柚ゆ木きが携帯を返してくる。俺おれはそれをポケットにねじこみ、遥はるか前方に見える藍あい園ぞのディスティニーランドの城を見つめながら、

「まずは質問１だ。今回はみどりちゃんの方から愚痴を言ったわけでもなく、俺が無む理り矢や理りに聞き出して、そのうえ更に勝手に事態の解決に乗り出そうとしているわけだが、これは余計なことだと思うか？」

　柚木は、しばしの間を置いて、

「――お節せつ介かいだとは思うけど」

「思うけど？」

「洋よう介すけらしくていいと思う。私は好きだな」

「……」

　いや、なんか今、妙に照れくさかったような気が、

「それで？　今のは質問１なんでしょ？　２は？」

　柚木にうながされて俺は気を取り直し、

「ああ、えーと、質問２。こっちが本題なんだけどな」

「うん」

「……ぶっちゃけた話、どうすればいいと思う？」

「……」

　柚木は額ひたいに人差し指をあてて、ふう、と息を吐いた。

「何の指針もないわけ？」

「いや、そりゃ考えはしたけどさ。なんかこうしっくり来ないっつーか」

「とりあえず、どんなことを考えたのか、話してくれる？」

「うー」

　俺は、さっきの授業中の思考をほじくり返す。別に丸投げしようと思っていたわけではないのだが、柚木に相談しようと決めた途と端たんに思考停止状態に陥っていたのは確かだ。

「――あれだ、一番ひっかかるのは、みどりちゃんの気持ちだよな」

「みどりんの？　先輩を差し置いて試合に出るのが申し訳ないって話じゃなくて？」

「ああ、それもあるんだが――」

　俺は何とはなしにポケットの中の携帯をいじりながら、

「突き詰めれば、結局のところみどりちゃんがインターハイに出たいのかどうか、っていう話になるんじゃないかと思うんだよ」

「みどりんが？」

　俺ははっきりと頷うなずく。

　先ほどまでまとまらなかった思考がようやく形になってきた。ブレインストーミングと言ってしまうとちょっと――いや、かなり違うのかもしれないが、自分の考えをまとめる時に、ある程度有能な聞き役がいてくれると、意見自体はもらわなかったとしてもスムーズに考えが進む気がする。

「スポーツの世界――に限ったことじゃないけど、やっぱり実力本位の世界にいる以上、三年生が最後の試合に出られないなんてことにこだわるべきじゃないと俺おれは思う。……少し厳きびしい意見になっちまうけどな」

「うん……でも、」

「問題は、そこだ」

　言いかけただけの柚ゆ木きの言葉に、俺は同意する。柚木が言わんとすることぐらい解わかる。

「そこで代わりに出るみどりちゃんが、実力で上回っているとは言え、嫌々出るんじゃあその三年生が報われない、ってことだ」

　俺の言葉に、柚木は少し考えて、

「みどりんはテニス部を辞やめたがってたぐらいだし、テニスは嫌いなんじゃないの？」

「それなんだが」

　言って、俺はしばしの間を置いた。

　柚木がいぶかるように顔を覗のぞき込んで来るに至って、俺は続ける。

「みどりちゃんは、テニスが嫌いなんだろうか」

「え？」

　きょとんとした顔をする柚木。

「だって、ずっとテニス部を辞めたがってたじゃない。テニスを始めたきっかけだって、なんだかっていう漫画がきっかけで、それで上う手まくなっちゃったから……」

「専属のコーチが付けられて、特訓の日々が続いて、全国中学生テニス選手権大会で優勝した……それも、二年連続ね」

　俺が後を引き継いで、みどりちゃんの中学時代の経歴が完成する。

「ここで疑問がある。いくら才能を見いだされたからとは言え、好きでもないスポーツに二年以上も打ち込めるだろうか？」

「あ……」

　柚木が小さく声をあげ、何かを考えるように黙り込む。

　俺は続ける。

「人それぞれ、スポーツを始めるきっかけは違うかもしれない。スポーツを続けていく理由だって違うかもしれない。でも、みどりちゃんが嫌いだったのは――」

「……特訓漬け、ってこと？」

「多分、そんなところじゃないかな」

　俺がさらに言葉を続けようとしたところで、二限目の開始を告げるチャイムが鳴った。

「って、もう始業チャイムかよ！」

「私、次の先生来るの早いんだった！」

　俺おれと柚ゆ木きは揃そろって階段を駆け下りて、渡り廊ろう下かを渡り、七十一号館に入ったところで、

「それじゃあ柚木、またな。おかげで考えがまとまったよ。サンキュ！」

「別に私は何もしてないけど、どういたしまして。それじゃ！」

　柚木は一年生の教室がある三階へと走っていき、俺は二階にある教室に向かって走る。

　とりあえず、考えはまとまった。

　じゃあ、次はどんなアクションを取るべきか。

　そんなことを考えながら、教室前で次の授業の担当である家庭科教師を追い越して、室内へと飛び込む。背後から「廊下を走らないの！」という叱しつ責せきと共に、教師が教室に入ってくる。教卓の上に出席簿を置いたのと、俺が席についたのは、ほぼ同時だった。

　ギリギリセーフ。

　安あん堵どの息。思う。今回の件もぎりぎりでセーフなラインに落ち着いてくれればいい。

　全すべてはみどりちゃんと、俺次第になるのだろう。

　携帯電話からみどりちゃんへメールを送る。

　賽さいは投げられた。

　どんな目が出るかは――神のみぞ知る、だ。
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「ちーす」

「……遅いわよ、ヨースケ」

　放課後。部室に入って行った俺に、部長から浴びせられた第一声がそれだった。

「いや、ＨＲホームルームが終わってすぐに来たつもりなんだが――」

　言いながら見やると、部長は部長席に、それ以外の全員は長机を囲んで座っている。――委員長を含めて。

「何だ？　ヨースケ」

　俺の視線に気づいて、委員長が聞いてくる。

「……どうして同じＨＲを受けていた委員長が、もういるのかと思って」

「良いことを教えてやろう」

　そう言って委員長は、にい、と口の端をもたげて笑った。

「女には秘密が付きものなのだ。いい女なら特に、な」

「……なんかそれっぽいこと言ってる気もするけど、まるで納得できない」

　俺が脱力感と共にトートバッグを机の上に置くと、桃とう香かちゃんが両の手を合わせ、

「ヨースケさんの作ったおべんとですの！」

「いや、そんなに喜ぶことじゃないし、これは俺おれだけじゃなくて柚ゆ木きも――」

「やっと約束が果たされるときが来たんですの！　嬉うれしいですの！」

「……あー、まあ、喜んでくれて何よりだ」

　桃とう香かちゃんへの説明を諦あきらめた俺に、柚木が向けてくる視線が痛い……ような気がする。

　俺はそれをさておいて、バッグの中からビニール袋を取り出す。中に入っているのは紙の皿と割わり箸ばしだ。

「へえ、そんな物まで用意してるなんて、気が利くわね」

　部長が感嘆の声をあげる。誉ほめられて悪い気はしないが、この程度の事で誉められるというのも普段の評価がどれだけ低いんだっていう話だ。できて当たり前の人間ができたときに誉める人間はいない。

「昨日いなりやで買ってるの、見てたろ？　昨日はカレーだけだったから使わなかったけど、大人数で食事をするときには便利なんだよ。食器洗いの手間も省けるし」

「はー、ヨースケくんは気が利くなー。うち、そんなとこまでちっとも頭回らへんかったでー。やっぱりヨースケくん、もう主夫として通用するんちゃうか？」

「なんか、こないだもそんなこと言われた気がするけど、まだまだだよ」

　各自に紙皿と割り箸を手渡していく。全員に行き渡ったのを確認してから、紙コップに水筒から麦茶を注そそいで、これも全員に配る。

「……思ったんだけど」

　柚木が紙コップの中の麦茶を見つめながら、呟つぶやくように言う。

「学食でジュース売ってるし、これはいらなかったんじゃない？」

　俺は麦茶の水筒を取り落としそうになり、ぎりぎりで紐ひもをキャッチした。

「……それも盲点だった」

「で、でも、みんな買ってきてないですし、ヨースケ先輩が準備してくるって、みんな思ってたんじゃないですか？」

　こんなときでもみどりちゃんは良い子だ。俺は少しだけ救われた気持ちで、

「そう言ってくれると嬉しい」

　と言いながら重箱を開けていく。

　中身は特に奇をてらったわけでもない、ごく普通の弁当の中身といった感じだ。

　それでもみんなは美お味いしい美味しいと言いながら重箱を空にしていった。



　なんとなく、しあわせだな、と思った。
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　食後、一時間の休憩を取ってからウチに向かうことに決まった。

　いつものように慣れた動作で凶箱まがつばこの電源を入れた部長は、２つあるスティックの片方を俺おれ――ではなく柚ゆ木きに向かって突き出しながら、

「さて、それじゃあ柚木、いよいよやってもらうわよ」

　と言って、柚木にいつも俺が座っている席に座るよう促すが、柚木は不満顔で、

「洋よう介すけの家に行ってもどうせゲームになっちゃいますし、今のうちに勉強しておこうと思ってたんですけど」

「みんながゲームしてる中でも勉強してたあんたが、よくそんなこと言えたものね。――まあ、食わず嫌いで人生損するのは勿もつ体たいないわ。このゲームには初心者用の操作練習モードがついてるから、とりあえずそれをやってみなさい」

「……ちょっとだけですよ？」

　渋々ながら、柚木は初めてスティックを手に取った。

（ほお……あの柚木が、ついにスティックを持つまでに到いたったか……）

　と俺が思っていると、

「で、洋介、これってどうやって操作するの？」

「へ？」

　突然話を振られて、間抜けな返事をしてしまった。

　いや、部長に習うところだったんじゃないのか？　という質問は、なんか火に油って気がしたからしなかった。俺は偉いと思う。

　部長がすごい目つきで柚木を睨にらんでいるが、柚木はそんなのどこ吹く風だ。

　俺はとりあえずゲーム中で使う６つのボタンと、スティックの操作（主にスティックの握り方は二種類あるのだが、俺に準じゆん拠きよして上から普通に握る『かぶせ型』とした）までを教えて、トライアルモードに入り、

「んー、キャラ選択か……初心者でも簡単に扱あつかえるキャラを選ぶべきなのかね」

「って言われても、私はわかんないわよ？」

「でも『胴着組』は個人的には嫌いなんだよな。テンプレすぎて面白くない」

　胴着組というのは主人公のラウをはじめとして、同じ流派に属しているという設定の連中を言う（似たような胴着を着用しているため、そう呼ばれるのだ）。操作が簡単な割に強いのが特徴で、そのあたりから俺や部長は忌き避ひしている。

「へえ、ヨースケも言うようになったじゃない。ついこないだまでテンプレの塊かたまりみたいなプレイしかできなかったくせに」

「ほっとけ」

　と俺は部長に返して、再び柚木に向かい、

「あー、そうだな、見た目で選べ。んで、トライアルモードが始まったら、画面左の指示の通りに技をきめていくんだ。おおまかな操作方法はこのボタンで見られるし、ややこしい操作が必要なのは部長に聞いてくれ」

「って、ちょ、洋よう介すけ、どこ行くのよ？」

「母かあさんに、一時間ちょいしたら帰るって電話してくる。いつもの醜しゆう態たいは、まだここのみんなには見せたくないようだからな」

　携帯電話をぶらぶらさせながら、俺おれは廊ろう下かへと出た。

　念のため、誰だれかに見られていないか、背後を確認しながら階段に向かう。

　二階から三階、三階から四階、そして四階から上に上れば――

　そこは、朝にも訪れたばかりの屋上だった。

　とりあえず、自宅に電話する。

　母さんは携帯を持たない主義だ。

　おまけに留る守す電でんの使い方もいまいち解わかっていないので、いつも俺が出がけに留守電をオンにしていって、帰ってオフにするようにしている。といっても大事な用件などが入っていることは滅めつ多たになく（そんな用がある人間は、我が家の事情にも聡さといからだ）ボタンを押して流れてくるのは何かの勧誘かセールスであることがほとんどなのだが。

　だから今日、俺は留守電をオフにしたまま登校してきたのだが、問題が生じている可能性は極めて低いだろう。

　コール音が鳴る。

　誰も電話に出ない。

　俺は屋上フェンスに寄りかかって、辛しん抱ぼう強くコールを続ける。

　三十四コール目で、ようやく受話器が取られた。

「……はい、葉は村むらですけど」

　明らかに寝起きらしい覇は気きの無い声で、母さんが電話に出た。

「前にも言ったと思うけど、電話がかかってきた時に苗みよう字じを名乗るのは止めたほうがいいって聞いたことがあるぞ。電話番号と苗字をセットにして商売をするような連中が、世の中にはいるんだ」

　携帯電話全盛の昨今にそんな商売してる奴やつがいるかどうかは疑問だけどな――とも思いながら、それでも母さんの不用心ぶりはたまに不安になる。

　母さんは相手が俺だと解ると、途と端たんに声のオクターブを上げ、

「あ、洋ようちゃんだ～。どうしたの～？」

「ああ、いや、まだ確実な事は言えないんだけど、今日はあと一時間くらいしたら、柚ゆ木きと部の連中が先にそっちに行くと思う。柚木が取り仕切ってくれるだろうから、母さんは別に何も気にしなくていいんだけど、まあ一応連絡ってことで」

「洋ちゃんは～？」

「ちょいと野や暮ぼ用ようだ」

「……女の子がらみ？」

　ぐ。……どうしてこう、妙なところで鋭いんだ。

　俺おれは努めて平静を装よそおって、

「まあ、そんなところだ。それじゃあ」

　と言って電話を切った。

　携帯電話をポケットに突っ込み、右手を軽く挙げる。

「待たせたね」

「来たばかりなの、見てたじゃないですか」

　微笑ほほえみと共に言ったのは、みどりちゃんだ。

　二限目が終わった後の休み時間に、俺はみどりちゃんに一通のメールを出していた。

　内容はこんな感じだ。

『放課後、部室での食事中か食後に、俺は携帯をぶらぶらさせながら部室を出る。それを合図にして、みどりちゃんの方も何かの理由をつけて部室を抜け出して、七十二号館の屋上に来てくれないかな？　ああ、できたら荷物も持ってきて欲しい』

　そしてそのメールの通り、みどりちゃんは七十二号館の屋上に現れ、俺との待ち合わせに成功した、というわけである。ちゃんと通学用鞄かばんも持ってきている。

「えっと。何の御用でしょうか？」

　困惑した様子のみどりちゃんに、俺は一息飲み込んでから、告げた。

「今からデートに行こう」

「へ？」

　みどりちゃんが目を丸くする。

　そして一瞬の後に、ぼん、と音でも立てそうな勢いで、顔が真っ赤に染まった。

　みどりちゃんは慌ててわたわたと両手を顔の前で振りながら、

「え、あた、あたあた、っでもあたしなんか、えっと、」

「そんなに重く考えなくても」

　俺は苦笑して、

「それじゃあ、勉強の合間の気晴らしに行く、ってことで」

「あ……は、はいっ！　あのでもあたしっ、その、男の人と二人でどこかに行ったりするのなんて初めてで、だからその、何を話したらいいのかとかよくわかんないですし、もしかしたら一緒にいてもつまらないかもしれないんですけど、」

　いや……実のところを言えば、俺のほうもみどりちゃんを誘うのには相当な勇気がいったのだけれど。

　相手が自分より混乱していると、なんだか冷静になれるみたいだった。

「いや、俺おれもさ、女の子と二人で過ごすなんて初めてだから――ああ、いや、柚ゆ木きは別だけど――だから、そんなに心配しなくても大丈夫だよ」

　みどりちゃんは不安そうに、俺を上うわ目め遣づかいに見つめてくる。

「ホント……ですか？」

「むしろ誘った俺の方が、みどりちゃんに楽しんでもらえなかったらどうしようって思ってるよ。今、すごい緊張してる。どれくらい心臓がバクバク言ってるか、聞かせてあげたいくらいだよ」

　俺が言うと、みどりちゃんの顔にようやく笑みが戻った。

「ふふ……そうなんですか。それじゃあ、一緒ですね」

　みどりちゃんは嬉うれしそうに言ったあと、

「あ、でも、どうしましょう。もう少ししたら、みんなでヨースケ先輩の家に行くってことになってるじゃないですか？」

「それについても考えたんだが、正攻法で行くのがいいんじゃないかと思う。みどりちゃんと俺が一緒っていうところだけ伏せて、ちょっと用ができたから遅れる。先に俺の家に行っておいてくれ、って柚木に伝えればそれでいいと思う――というか、俺はそうした。みどりちゃんも、適当な理由を作って柚木にメールしておいてくれないかな？」

「はい、解わかりました……けど、どんな理由にしたらいいんだろ……」

　と、真剣に悩んでしまうみどりちゃん。彼女のマジメなところは言うまでもなく美点なんだけど、時々こういう風に空回りしている感じがある。

「具体的に決めなくても、俺みたいに『ちょっと用ができちゃったから』でいいと思うよ。その方がかえって不自然さが少ないと思う」

「わ、わかりました」

　みどりちゃんは言って、鞄かばんから携帯電話を取り出すと、いまいち慣れていない仕草でメールを打ち始める。真剣な表情だ。

「みどりちゃんは普段あんまりメールはしないの？」

「え、あ、はい。機械は苦手なので、できれば普通に電話――って、あ、消えちゃった」

「……ごめん。話しかけない方がよさそうだね」

　みどりちゃんは数分かけてメールを送信し終えると、

「あの、メールを書いてるときに気づいたんですけど、ヨースケ先輩の鞄はどうするんですか？」

「ああ、それなら心配ない。最初から部室に持っていってないんだよ」

「――え？　じゃあ、」

「そう。ちょっとだけ俺の教室に寄り道してもいいかな？　っていうか、行く場所も特に決めてないんだよね。どこに行こうか」

　屋上を出て、階段を下りながら話題を振る。

　みどりちゃんは明らかに緊張した様子で、

「え？　え、と、あ、その、でーと、あ、じゃなくて、もしヨースケ先輩と一緒に出かけることになったら、映画に行くのはどうかなって、思ってたんです」

「俺おれと出かけることになったら？」

　またえらく具体的な。

　特に深い意味もなく繰り返したのだが、みどりちゃんは顔を真っ赤にして、

「あ！　別にその、ヨースケ先輩とデートしたかったとかじゃなくて、あ、いえ、誘っていただいたのはとても嬉うれしくて、その、えーと、ふ、深い意味はないんですっ！」

　と言って、うつむいてしまった。

　なんだかここまで動揺されると、こちらまで照れてしまいそうだ。

「あー、いや、最初にデートなんて言ったからいけないんだろうけど、そんなに構える必要はないからね？」

「でもっ！」

　と、勢いよくみどりちゃんが顔をあげたときだった。

　おそらく会話の方に全神経を集中させていたのだろう、みどりちゃんの上体が、ふっと沈んだように感じた。階段を踏み外したのだ――と認識したのは、反射的にみどりちゃんを抱きしめて、転落を防ふせいでからだった。

「……」

「……」

　しばし、間。

　それから俺は、みどりちゃんがしっかり階段に足を下ろしているのを確認してから、慌ててみどりちゃんを抱きしめていた手を離した。みどりちゃんは抱きしめられたときの姿勢のまま、両の腕を胸の前で合わせるようなポーズで固まっている。

「あ、危なかったね」

　ばくんばくんと心臓が跳はねているのは、緊急事態だったからだけではない。いや、ある意味では『緊急事態』ではあったのだが――女の子をこんな風に抱きしめるなんて、生まれて初めての経験であった。

「あ、は、はい。ありがとうございました」

　ますます顔を赤くさせて、先ほどの姿勢からぴくりとも動かずにみどりちゃんは言う。

「あー、えっと、行こうか？」

「そ、そうですね」

「映画、今、何やってるのか知ってる？」

「い、いえ、知りませんっ」

「まあ、行ってから決めればいいか」

「そ、そうですねっ」

　なんだか普段よりもぎくしゃくしたまま。

　俺おれとみどりちゃんは、二年Ｆ組の教室から鞄かばんを回収すると、藍あい園ぞの駅方面に向かって、歩き始めたのであった。



    

  
    
      


８　みどりの問題（解決編）



　藍園駅西口駅前には「藍園ハウスシアター」という名前の映画館がある。

　ディスティニーランドのおかげで藍園市は萌もえ深み線沿線で一、二を争うくらいに経済的に潤うるおっており、その駅前の映画館といえば当然のごとく比較的大きい部類のものになる。

　今の時間から入って丁度見られる映画はざっと見たところ三本で、アメリカ製のアクション映画、同じく恋愛映画、最後に大昔の日本製の、テニスアニメのリバイバルというラインナップだった。

　さて、どれを見るべきか。

　順当に考えて、正解はアクションか恋愛だろう。だが、初めてのデートで恋愛映画というのは敷居が高いとどこかで聞いたことがある気もする。そうなると一番無難なのはアクション映画だということになるのだが。

　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームならここで選択肢が出るところだ。攻略対象の多い恋愛ＳＬＧでは、キャラごとでプレイに差を付けるため、ヒロインの好みの映画を選ぶことが重要になる。

　みどりちゃんといえば――

　テニス少女、という単語がまず頭に浮かぶ。

　しかしみどりちゃんは現在テニスを忌き避ひしている身である。そこまで情報を得ているプレイヤーならば、テニスアニメは避さけるところだろう。

　だが。

　俺おれは、その先を行こうとしている。

　みどりちゃんはテニスが好きだった。

　今、そのために苦しんでいるとしても、かつては確実に好きだったはずなのだ。俺はそれを思い出させようとしている。たとえ余計なお世話だと言われようとしても。それがみどりちゃんの苦しみを取り除く方法だと、信じているから。

　だから――

「あー、みどりちゃん」

「あの、ヨースケ先輩」

　二人の発言は同時だった。

「あ、何？」

「何ですか？」

　またも同時だった。俺たちは互いに顔を見合わせて、

「みどりちゃんからどうぞ」

「ヨースケ先輩からどうぞ」

　互いに苦笑した。

　最後は、これも二人同時だった。

　テニスアニメのポスターを指さして、

「これにしない？」

「これを見ませんか？」

　互いに笑みを浮かべながら頷うなずきあった。

　俺はすぐに券売所に行くと、中にいたお姉さんに向かって、

「高校生二枚」

　と告げ、三千円を財布から取り出そうとした。

「あ、ダメですよ、ヨースケ先輩。ちゃんと自分の分は払いますから」

「でも俺が誘ったんだから、俺が払うべきかなって」

「それを言うなら、映画がいいって言ったのはあたしですよ？」

「む……確かに、一理ある」

　俺が認めると、みどりちゃんは笑顔で言う。

「だから折せつ半ぱんで。千五百円ずつ払って入りましょう？」

　俺は頷く。

「了解――すみません、やっぱり会計は別々で」

　俺おれたちは千五百円ずつを払って、映画館へと入った。





　今から三十年も昔に作られたというそのアニメは、たしかに絵柄こそ古くさかったものの、正統なるスポ根アニメとして珠玉のものであった。

　俺は最初、一応デートらしき形であることを気にして、映画の上映中みどりちゃんに対してどう接すればいいのか、などということを真剣に悩んでいた。

　のだが、結局のところ九十分の間、そのアニメに見入ってしまった。まあ、結果から言えば、みどりちゃんもアニメに夢中になっていたということだったので、下へ手たに話しかけたりして邪じや魔まをしなくて本当によかったと思う。

　俺たちは映画館の側にあった喫きつ茶さ店てんに入って、見たばかりのアニメについて互いに感想を述べあい、互いにもの凄すごく熱が高まっていることを確認しあった。例えるならそれは、カンフー映画を観みた後に自分が強くなったつもりになって跳び蹴げりの真ま似ねをしたり、任にん侠きよう映画を観た後に肩で風を切って歩くような状態であったのだが――

　正直に言おう。

　ここまで、こんなに上う手まくいくとは思っていなかった。

　俺は藍あい園ぞのハウスシアターでテニス映画をやっているなんてことは知らなかったし、であるからしてみどりちゃんと一緒にそれを観ることなんて想定に入れていなかった。

　だから、この後に俺が予定していた事について、まさかみどりちゃんの方からそれを言い出すなんて、俺は思ってもいなかったのである。





　喫茶店に入って三十分ほどが経過し、二人とも頼んだコーヒーとココアを飲み終わり、映画の感想も一通り語り終えたところだった。

　たまたま、会話の間に少しの沈黙があった。

　すると、みどりちゃんは両の手の指先を合わせながら、上目がちにこちらを見て、

「あの、先輩」

　と切り出した。

　いきなりの何か言いにくいことを言いたそうな様子に違和感を覚えながら、俺はとりあえず尋たずねる。

「何？」

「えっと……もし、嫌じゃなかったら、なんですけど」

「うん」

　俺の言葉のあと、数拍の間があった。

　そして、

「あ」

　とみどりちゃんは何かに気づいたような声を上げ、

「先輩って、テニスに興味はありますか？」

　日本語として明らかに先ほどの言葉と繋つながっていないことを言った。

　俺おれは慎重に言葉を選び、

「えーと、まったく無い訳じゃないし、さっきの映画の影響でちょっとやりたくなってるのは確かかな」

　と答えた。

　みどりちゃんは、ぱあっと顔を明るくして、

「それじゃあ、今から、テニスをしに行きませんか？」

「……え？」

　と俺が声をあげたのは、テニスが嫌だったからではない。

　俺が今日みどりちゃんを連れ出したのが、最終的に「みどりちゃんと一緒にテニスをする」ということをゴールに設定してのことだったからだ。

「あ、嫌だったら構わないんです。でも、」

「ああ、いや」

　みどりちゃんの言葉を手のひらでさえぎって、

「言ったばかりだけど、ちょっとテニスをやってみたいかなって思ってるところなんだってば。映画に影響されすぎって感じもするけどね」

　苦笑しながら言うと、みどりちゃんは再び満面の笑みで、

「やったあ！」

　と言って、小さくガッツポーズを作った。

「喜んでもらえて恐縮なんだけど、俺、テニス経験はまったくないから、ラリーが続くかどうか――っていうか、マトモにボールが打てるかどうかも解わからないよ？」

「大丈夫です、あたしが教えますから！」

「それは頼もしいね。……で、ええと、昨日ネットで調べたんだけど、この近くに有料のコートがあるんだよね。そこに行ってみない？」

「……先輩、えっと、そういう施設は予約制の場合が多いんです。と、いうことで――」



　　　＊



「どうせ地元なんですし、試験前で部活動はやってませんから――使っちゃっても誰だれからも文句は来ないはずです」

　そう言ったみどりちゃんは、見慣れたテニスウェアに着替え、自分のラケットのガットの張り具合を手で確かめている。俺おれは体操服に着替えて、部の練習用であるという借り物のテニスラケットを手にしていた。

　俺たちは、学校に戻ってきていた。

　あれから数時間が経過し、時刻は夕方と言ってもいい時間帯に突入している。電脳研の連中はとっくの昔に俺の家に移動しているはずで、二人で学校に戻ることが危険だとは考えにくかった。

　みどりちゃんに連れられてきたのは校庭の片隅にあるテニス部のコートで、４面あるコートのどこにも人はおらず、みどりちゃんの言うとおり部活動はやっていないようだった。

「……つい最近まで帰宅部だったんで知らなかったんだけど、試験前って普通の部はやっぱり休みになるものなの？」

　俺が聞くと、みどりちゃんは意外そうな顔で、

「校則で決まってるんですよ。定期試験一週間前は部活動しちゃいけないって」

「ウチの部は当たり前のように活動してたような気がするが。というか、いよいよ試験が始まろうとする今になって合宿とかやってるのはどうなんだ」

「まあ、白しろ音ね先輩のやることですからね。一応、部室は自習のために使うって、秋あき月づき先輩が届け出たそうですけど」

「秋月先輩？　……ああ、委員長か。素で忘れてた」

「それはひどいですよ、ヨースケ先輩」

　苦笑するみどりちゃんと一緒に、テニスコートに出る。

「まずはラケットの握り方からですよね。えっと、あたしのを真ま似ねしてもらえますか？」

　と言って、俺の前にラケットを握った手を見せてくる。

「ふむ、バットの握り方とさほど変わらないのかな？」

「うーん、野球はやったことがないからよく解わからないんですけれど、あんまり力は入れない感じです。力を入れるのは主に下の三本の指くらいで――そう、そんなです。それじゃあまずは、フォアハンドの打ち方について教えていきますね」

　みどりちゃんはそう言うと、テイクバックの姿勢に入った。テレビでちらと見たことのあるテニスの試合で、選手達が相手のサーブに対して構える、あの構えだ。

「こんな感じで――あ、手首は動かさないようにしてくださいね。手首を使って打つと、すぐに痛めちゃうんですよ。それで――こう」

　みどりちゃんは俺の背後に回ると、俺の背にひっつくようにして、俺の両手を握った。

（って、みどりちゃん、くっつきすぎだよ……！）

　背中に感じられるみどりちゃんの柔やわらかな感触。無防備にも程がある。そのまま俺の身体からだを動かして、テニスの基本的な動きをインプットしてくれるのだが――正直、俺は集中しかねていた。いやいや、と邪念を振り払って、テニスの動きを学んでいく。

「解わかりますか？　さっきも言ったように、手首は動かさないんです。身体からだ全体を使って振り抜く感じで――」

　みどりちゃんは真剣に俺おれにテニスを教えてくれている。

　――しかし。

　俺は思う。

　テニスが楽しいものだということを思い出してもらいたい。

　その目的達成のためには、これではＮＧなのではないだろうか。

　せめてラリーができるぐらいじゃないと、みどりちゃんも不完全燃焼になってしまう気がする。――そういう意味では、俺では力不足だということになる。

「あー、えっと、みどりちゃん？」

「はい？」

　と、俺の背にくっついたまま聞いてくるみどりちゃん。

「いや……なんかごめんな。こんな基本的なことやってても、楽しくないだろ？」

「そんなことないですよ？」

　みどりちゃんは優しく微笑ほほえむ。

「もともとあたし、教えるのが好きなのかもしれないです。今、もの凄すごく充実してる気がして――それは多分、相手がヨースケ先輩だからだと思うんですけど」

「……」

　なんだか、物事が都合の良い方に転がりすぎてないか？

　俺の筋書きでは、

　１　みどりちゃんを外に連れ出し、

　２　気分転換を兼かねてデートのようなことをして、

　３　最後に、一緒にテニスをする。

　これらの段階を踏むことで、みどりちゃんにテニスの楽しさを思い出してもらうつもりであったのだが――

　みどりちゃんの提案で映画館に行けば、テニス映画をやっているし、

　そのテニス映画を見て、みどりちゃんの方からテニスに誘ってくれるし、

　挙げ句の果てには自分の力不足が逆にみどりちゃんにテニスを楽しませている。

「……」

　まあ――

　こんなこともある。

　俺は割り切って、そのラッキーの全すべてをフル活用することに決めた。

「違うよ、みどりちゃん」

「え？」

　声を上げたみどりちゃんの腕の中から逃れ、俺おれはみどりちゃんと向かい合う。



「それは、みどりちゃんが、今もまだテニスを好きだからだ」



「え……」

　みどりちゃんの顔に驚きが浮かぶ。

「今日の映画、テニス映画を選んだのもそうだし――もっと過去を振り返ってみてもいい。俺が女子電脳文化研究会に入部したあの日、何のゲームでもいいから対戦しろって言われて、みどりちゃんが選んだのはテニスゲームだったよね。あの時は疑問にも思わなかったけれど、今になって思う。みどりちゃんがテニスを嫌いだなんていうのは、違う。ただ『楽しくないテニス』に縛しばられていただけなんだ」

　みどりちゃんが視線を落とす。

　長く伸びた二人の影、さおだけ売りの声、どこからか夕飯の匂においが漂ただよってくる。

「だから、みどりちゃんにインターハイ予選に出る資格が無いなんて俺は思わない。テニスが好きで、テニスが上手で、テニスに真剣に向き合ってきたからには、実力第一の世界の中で、藍あい園ぞの学園高校の代表としてインターハイの予選に出る、その権利と義務がある。俺は、そう思う」

　俺の言葉の後、長い間があいた。

「――でも」

「でも？」

「もしインハイ予選に出るんだったら、またその『つまらないテニス』をしなくちゃならないんじゃないですか？　無む理り矢や理りにキツい練習をさせられて、先輩たちと一緒にいることもできなくなって、自由は奪われてしまうんじゃないですか？」

　俺は、

　首を、左右に振った。

「俺はテニスには詳しくない、門もん外がい漢かんであることをはじめに言っておくけど」

　テニスコートから七十二号館の方を見上げる。

　俺たちの部室のある方向だ。

「もしも、敵に勝つためだけにみどりちゃんの向上意欲を奪ってしまうような練習をさせるんだとしたら。その練習はみどりちゃんのメンタルを傷つける、よくない練習なんじゃないかと俺は思うんだ。その点、部長なんかを見てみればいい」

「白しろ音ね先輩を？」

「ああ、あれでも一ヶ月後には『激げき闘とう』を控ひかえている身なんだぜ？　それが、何か特別な練習をしてるように見えるか？　俺おれとの対戦を続けてるんなら、まだ解わかる。それが、今日は柚ゆ木きに指導してるわ、昨日は『いたスト』をやってるわで、自分は対戦格闘ゲームに触れてもいない。だが、それは部長が怠けてるわけじゃない」

　こくり、みどりちゃんが頷うなずく。

「部長のプレイスタイルにもつながってくるんだけど――部長はゲームを心底楽しもうとしている。それだけじゃなく『同じようにゲームをしている同士なんだから、互いが楽しめるように』プレイをしている。勝てばいいというだけのプレイは――自分が楽しければいいというプレイは――しない。でも、それは部長が真剣にゲームをしていないわけじゃあない。部長なりの真しん摯しなプレイとして、そうやってるんだ」

　それは俺が入部してからずっと感じてきたことだ。

　恐らくもう４ケタに到いたるだけの勝負を繰り返し、一勝もできていないという事実。普通は嫌気もさすところだが、それでも俺は部長との対戦を楽しいと思う。それは、部長がものすごく気を遣つかって、俺に全力を出させたうえでその上を行っているからだ。

「なら、誰だれが何と言おうと関係ない。みどりちゃんもテニスを楽しいと思える状態でいることが一番大事なんだ。それが、自おのずから勝利を生む方法だと、俺は思う」

　俺の言葉のあと――

　しばしの間が、あった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　みどりちゃんは、ひどく真剣な顔をして、うつむいて何かを考えていたが、

　顔をあげて、俺おれの視線を正面から受け止とめて、こう尋たずねてきた。

「ヨースケ先輩は」

　再び、今度は一息分の間。

「あたしが、インハイ予選に出たほうがいいと思っていますか？」

「……」

　迷った。

　みどりちゃんは、もう俺に全すべてを委ゆだねて来ている。

　そう感じた。

　俺が出て欲しいと思っていると言えば出るし、

　俺が出て欲しくないと思っていると言えば、出ない気がした。

　だけど――

　それは、違う。

　だから俺は、こう答えた。

　答えは、これしかないように思った。

「ずるい答えになっちゃうかもしれないけど。俺は、みどりちゃん自身が決めた方の答えを『いい』と思ってるよ」

「……」

「でも、俺が今日、みどりちゃんに『テニスの楽しさ』を思い出して欲しくて外に連れ出したのは、本当のことだ。あとは、みどりちゃんが決めてほしい」

「……」

　みどりちゃんは、視線をさまよわせながら三度目の長い間を空けて、

　俺の目をもう一度見つめ、

「はい。わかりました、先輩」

　と、力強く言った。



　その後、俺の希望によって軽くラリーをしてみようということになった。

　ろくにボールコントロールもできない俺を相手に、それでもみどりちゃんは見事なボールを返してきてくれたのだが、結局は俺のミスによってラリーはたどたどしく数回しか続かなかった。

　それでも。

　それでも、みどりちゃんがそのとき見せていたのは、とても楽しそうな笑みであった。



　　　＊



「この時間まで来たら、下へ手たに誤ご魔ま化かしても無む駄だだろう」

　というのが二人の共通の見解ではあったのだが、

「はじめを誤魔化した以上は、形だけとはいえ、それを貫つらぬき通すべきだろう」

　というのも二人の共通の見解であり、だからして俺おれとみどりちゃんは、およそ一時間の差を付けて俺の家に到着することを決めた。

　最初はみどりちゃんが、

「あたしが後から行きますよ。ヨースケ先輩は時間を潰つぶすところもないでしょうし」

　と言ったのだが、俺は考えて、

「や、夕食の時間に間に合わなくなった場合に、俺の方が潰しが効くだろ、俺んちだし。だからみどりちゃんが先に行くといいよ。俺はゲーセンで時間潰してから帰る」

　みどりちゃんはなおも申し訳なさそうにしていたが、俺の言っていることがもっともだと思ったのか、最終的には俺の家に先行することになった。

　ゲーセンでなら一時間潰すくらいはなんてことはない。

　そうして俺は、ゲームセンター「ＨＯＰＥ」で時間を潰し、帰宅した。



　　　＊



「ちょっと、どこ行ってたのよっ！」

　帰宅して「ただいま」と言うよりも早く、柚ゆ木きの怒声が飛んできた。

　まるで俺が帰ってくるのを知っていたかのように、柚木は玄関で俺を待ち構えていた。

「え、あー、いや、あれだ。ちょっと探してるゲームがあって、ゲームショップ行脚してた。新品はもう手に入らないっぽいし、中古でも売ってなくてな。オークションだと新品より数千円は高い値がついてるバカげた品なんだが」

「ホントに？」

　ぎろり。今日も眼鏡めがね着用の柚木が、レンズの向こう側から睨にらみ付けてくる。

　俺は二秒ほど沈黙を続け、

「……すみません、嘘うそです」

　あっさりと吐いた。

　いや、言っておくが、柚木の眼光に負けたんじゃないぞ？

　もしもみどりちゃんが既に真実を話していたら、一発で嘘だとバレて俺の立場が危うくなるからだ。

　俺は慎重に言葉を選び、

「えーと、映画を観みてきた」

「一人で？」

「あー、その、なんだ。二人……かな」

「誰だれと？」

「あー、高たか島しま……」

　言いかけて、言葉を呑のみ込こむ。

　柚ゆ木きの顔色の微妙な変化を読み取ったからだ。

「……みどりちゃんだよ」

　俺おれが言うと、柚木は深い息を吐き出した。

「ホントの事言わなかったら、夕食抜きの刑にするところだったわ」

「みどりちゃんから聞いたのか？」

「ううん、勘かん」

　……こええな、女の勘。

　ってのは冗談で。

「勘じゃなくて、推理だろ？」

「……よく解わかったじゃない」

「ていうか、解らんほうがどうかしてる。俺が何のためにみどりちゃんと映画を観みに行ったのかくらい、柚木と蒼あお子こさんだけは解ってるはずだからな」

　俺は言って、ようやく靴を脱いで家へと上がった。

　背後から柚木が、小声で話しかけてくる。

「それで、うまくいったの？」

「ああ、できすぎなくらいだ」

「みどりん、インターハイ予選、出るって？」

「それはまだ解らない。本人の自由意思に任せることにした」

　とまで言ったところで、柚木はそれ以上を尋たずねることを止めた。

　ダイニングキッチンへと通じる扉を、俺が開けたからだ。

「……ヨースケ、遅かったじゃない」

　どうやら夕食にはぎりぎり間に合ったらしい。

　声をかけてきたのは、扉の正面に座っていた部長だった。

　すると他ほかの席に座っていた面々も次々に俺を振り返り、

「おかえりー、ヨースケくん、遅かったなー」

「何をしてたんですの？」

「……まあ、他ひ人とに言えないようなやましい事なのであろうな」

　順に蒼子さん、桃とう香かちゃん、委員長である。

　もちろんみどりちゃんは俺にそんなことを尋ねてくることもなく、

「あの、でも、あたしも充分遅くて、食事の準備に間に合わなかったんですから、」

　などとフォローをしてくれているが、誰だれもそんなもの聞いちゃいない。

　俺おれのほうもそれらは完全に無視することにして、

「ん、夕飯は冷やし中華か」

　テーブルの上に並ぶ皿を見て、柚ゆ木きに向かって尋たずねる。

「うん。あんまり支し度たくに手間がかからない物が良いかなって話になって」

「料理の練習にはならんな、あんまり」

「でも、卵焼きを焼いたり、野菜を切ったりとかは西にし村むら先輩と桃とう香か先輩がやって、大変なことになったのよ？」

「……それだけで起こりうる『大変なこと』ってのがイマイチ想像できないんだが」

　俺は言ったのだが、柚木はふるふると頭かぶりを振って、

「もうあの惨さん事じを二度と繰り返してはならないの……私は忘れることにする」

　と言って、いつもの俺の席を示した。

「ちゃんと洋よう介すけの分も用意してあるから、食べてよね」

　俺が席につくと、すぐに柚木が皿をもってやってくる。

「はい、どうぞ」

「おう、いただきます」

　あらかじめ席に置いてなかったのは、麺めんが伸びないようにという柚木の配はい慮りよだろう。それに感謝しながら、麺をすする。美う味まい。

「それで～」

　母かあさんは食事に時間をかける人間で、今ももう部長や柚木の皿は空になっているというのに、母さんの前の皿には半分以上の冷やし中華が残っている。――それを気にしたふうもなく、母さんは俺の顔を見ながら続ける。

「みどりちゃんとは～、どこまで行ったの～」

　ぶぼおっ。

　盛大に麺を噴ふいてしまった。

「ちょ、汚いわね、洋介っ！」

「いや、つーか今のは不可抗力だろっ！　どこにも行ってねえよっ！」

「ほんとに～？」

　と、母さんは食事中だというのに頬ほお杖づえついて俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「ホントだよ。つーか、行儀悪いから食事中テーブルに肘ひじを付くのはやめろ」

「本当？　みどりん」

「え、」

　部長に尋ねられたみどりちゃんが、一瞬硬直する。

　いや、そこは軽く流してくれ――と、人のこと言えた義理もない俺おれが心中で叫ぶ。

　が、それだけで顔を真っ赤に染めたみどりちゃんは、冷やし中華に箸はしを突き立て、ぐじぐじとかき回しながら、

「あ、べ、別にその、一緒に映画を観みたぐらいで――それ以上のことは何も」

「行ってるじゃない。映画館」

　部長が氷のごとく冷たい声で呟つぶやく。

「他ほかのみんなが勉強してる中。部活をサボって」

　事実は覆せないのだが、とりあえずその言葉にだけは反論しておく。

「勉強は自主的にしてることだし、部活動は本当は試験一週間前は禁止なんだろ？」

「む、反論する気なの？」

　今日も白フリルのワンピースを――昨日の夜まで着ていたのとは若干異なる物であるところを見ると、何着も同じような服を持っているのだろう――身につけた部長は、椅い子すから立ち上がると、まだ食事中の俺を見下ろして両の腕を組んだ。

「確かに試験前一週間の部活動は禁止されてるわ。でも、私たちが行っていたのはあくまでも『自習』なの。顧問の桐山きりやま先生もそれでＯＫを出してくれてるわ」

「……思いっきり普段通りの活動してたじゃねーか」

　冷やし中華をすすりながら俺が言うと、部長は人差し指をちちちと振って、

「自おのずから習うと書いて自習よ。それが学校の勉強じゃなきゃいけないなんて、生徒手帳を見てもどこにも書いてないわ」

「常識で考えろ」

「常識なんてものに縛しばられるほうがバカなのよ」

　部長はきっぱりと言って、長い髪をふわりとかきあげた。

「逆に聞くけど、私の行動のどこに問題があるのか、教えてくれるかしら？」

「……」

　問題点は簡潔だ。試験前は勉強に集中するために部活動を禁止にしているのであって、その中で虚きよ偽ぎの――詐さ欺ぎまがいの申告をして部活動をしているのが問題なのだ、が。

　考えてみれば、先日委員長が言っていたように、試験前だから勉強に集中しろ、という学校側の態度はまずおかしい。

　次に、その試験勉強について考えてみる。

　もしも部活動をすることで部長の成績が下降しているのならば、そこに付け入る隙すきはあるだろう。しかし部長は、蒼あお子こさん占うらないの力に頼っているとはいえ、常に学年で１位２位をとっているという。だとすれば、試験勉強のために部活を休む必要などない。

「……悔くやしいが、問題はないな」

「ふふん、下へ手たに反論をしなかったところは利口だったわね、さすがは私が見込んだだけのことはあるわ」

「見込んだ……？」

　俺おれが言うと、部長は急に慌てたように、

「な、なんでもないわ。言葉の綾あやみたいなものよ」

　と言って、ぷいと横を向いてしまった。それから、

「それより、早く食べ終えてよね。片付けも私と桃とう香かでやるんだから」

「あ、先輩、あたしもやりますよ。準備ができなかった分、せめて片付けだけでも参加させてもらわないと、申し訳が立たないです」

　みどりちゃんはそう言って、食べる速度を少しだけ上げる。

「って、片付けっても冷やし中華だけなんだから、皿が八枚だけだろ？　ンなもん一人でもすぐに終わると思うんだが……」

「……ヨースケ、この三人を甘く見ちゃだめよ」

　柚ゆ木きが静かに告げる。

　蒼あお子こさんが頷うなずいて、

「そうなんよー、たかが皿洗いのはずなんやけど、この三人にやらせて誰だれも見張らへんかったら、絶対ケガ人が出るねん……」

「……どういうレベルなんだ、それは」



　まあ、ともあれ皿を空にした俺も監督に加わって。

　すぐに皿を落としそうになるわ、たかが冷やし中華を食べただけの皿をスチールウールでこすろうとするわ、必要もない塩素系の漂白剤を酸性の洗剤と混ぜそうになるわの――

　一歩間違えれば死者すら出たかもしれない、危険な皿洗いは終わったのであった。



　　　＊



「さて、とりあえず今日もこうして『勉強部屋』に集まったわけだが――」

　食後、今日は居間に寄り道することなく、俺たちは昨日と同じ和室に集まっていた。

「とりあえずって……勉強するんでしょ？」

　柚木が言ってくるが、俺は頭かぶりを振った。

「いや、実は、まずは蒼子さんにお願いがあるんだ」

「うち？」

「ああ。一年生の試験問題を、蒼子さん占うらないで占ってほしいんだ」

「でもそれは、こないだダメだったんじゃないの？」

　部長の言葉を遮さえぎったのは、蒼子さんだった。

「ヨースケくん、もしかして」

「うん。多分、もう大丈夫だと思うんだ」

　俺おれが保証すると、蒼あお子こさんは思案げに宙を見上げ、

「あー、そやなー、ヨースケくんの部屋、借りてもええかな？　蒼子さん占うらないは一人にならないとできないんよ」

「――そういう事なら仕方ない。場所は解わかるよね？　自由に使って構わないよ」

「ありがとなー、ヨースケくん」

　蒼子さんはそう言うと、鞄かばんを手にして部屋を出て行った。

「……ヨースケ？　どういうこと？」

　納得のいかない様子の部長が俺に尋たずねてくる。

　俺はみどりちゃんの方をちらりと見やる。

　目があったみどりちゃんが、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ま、進展があったかもしれない、ってなとこかな。蒼子さん占いがうまく行けば、それでもう言うことはないよ」

「……気になる言い方ねえ」

　と言いながらも、部長はそれ以上を追及することなく、

「ま、いいわ。蒼子が戻ってくるまではフリーなんでしょ？　何かゲームでもしない？」

「少しでも勉強をしておこうっていう気にはならないんですか」

　柚ゆ木きがぽつりと言うが、部長はそれを無視して、

「いたストはこういう時にさっとやれるほど短いゲームじゃないのが問題よね」

　その言葉に、俺は昼間のことを思い出した。

「そういや、柚木の特訓はどうなったんだ？」

「あー、柚木、割とできるかもしれないわよ」

　珍しく部長が柚木のことを誉ほめていることに違和感を覚える。これは皮肉なのか？　と思ったのだが、どうやら違うようだった。

「何キャラかいじらせてみたんだけど、いくら最近のが出しやすくなってるとは言え、昇しよう龍りゆうコマンドが最初から出せたのは少し驚きね。最終的にどのキャラを取るのかはまだ決めかねてるみたいだけど、まあそこらへんは柚木のプレイスタイルとの兼かね合いになるし、ゆっくり決めていけばいいと思うわ」

「あの、西にし村むら先輩」

　柚木が小さく挙手をする。

「うん？」

「私、どちらかといえば、格闘ゲームよりも、あの――えっと、前に洋よう介すけがやってた、ストーリーを楽しむゲームに興味があるんですけど」

　俺おれは少し考えて、

「あー、ＲＰＧか」

　と納得する。

　確かに、女の子ゲーマーでも気軽に楽しめる分野といえば、反射神経や動体視力などが必要な物ではない、ＲＰＧの中でも特にイージーな部類だろう。

「女の子向けだと、やっぱりＦＦシリーズなんかがいいのかね」

　俺が言うと、部長は面白くもなさそうに、

「私は断然ドラクエ派だけどね。ＦＦだとⅣがお薦すすめかしら」

「あたしはⅦがいいと思いますけど……」

「私はⅢだな」

　珍しくみどりちゃんと委員長までもがゲームの話題に交ざってきた。

　俺は思案し、

「とりあえず、最近のハードでリメイクされてないⅢは除外するとして――個人的にはⅩが好みなんだが、ＲＰＧをやるとなると本体ごと貸さなくちゃならないからな。ＰＳ２はウチにゃ一台しかないから、貸せないしなあ……」

「昨日私が持ってきたＰＳ１なら貸せるわよ？　もしＰＳ１でやるなら、ⅣのリメイクかⅦ、Ⅷになるんだろうけど……」

「うーん……その中から選ぶなら、やっぱりⅣかなあ、俺も」

　なんだかんだ言って、ＳＦＣ、ＰＳ、ＤＳの３機種でクリアしたくらいだ。ストーリーでいえばⅩが一番好きな俺だが、Ⅳが名作であることは確かだ。

「まあ、んじゃⅣのソフトは俺が貸すから、ＰＳ１は部長から借りてけよ」

　俺の言葉に、柚ゆ木きは少し不満の混ざったような表情を見せたが、すぐに、

「それじゃあ帰りにお借りして行きますね、西にし村むら先輩。ヨースケも、ありがと」

　と言って、勉強道具をひろげようとする。

「ＦＦから離れれば、まだ選択肢はいくらでもあるぞ？」

　俺は自他共に認めるゲーマーだからして、ＦＰＳとスポーツ物以外にはそれなりに造ぞう詣けいが深いと言っていい。特にＲＰＧは、小学校低学年の頃ころに俺をゲーマーに染めた入り口と言っても過か言ごんではない。紹介できるゲームは枚まい挙きよにいとまがないほどだ。

　が、柚木は溜ため息いきを吐ついて、

「洋よう介すけまでそんなでどうするのよ。勉強合宿のつもりなんでしょ？」

「うぐ……そうだったな。ゲームの話になるとつい白熱しがちで……」

「しっかりしてよね……それで、物理で解わからない問題があるんだけど、教えてくれる？」

　柚木が自分の横に座れるスペースを作りながら言う。

「む……俺も物理は苦手なんだよな。力学関係はさっぱりだぞ」

「……洋よう介すけって、選択授業は理系じゃなかったっけ？」

「そうなんだよな、自分でも不思議なことに」

　ウチの学校では二年から選択授業の時間が週に三回ほどある。それによって大学へのエスカレーターの際に選べる学部が違ってくるのだが、基本的に理系の方が優先順位が上位に設定されていて「選択授業で理系を選ばなかった場合には希望できない学部がある」というのが実際のところなのだ。だから俺おれのように大学で行きたい学部が決まっていないボンクラは「保険のために理系を選んでおく」ことになる。

　しかし――今になって、それは間違いではなかった、と思っているのは確かだ。なぜかと言えば、理系の中でも人気の高い「情報処理」の分野に進んでみるのも悪くはないかもしれないと、そう思うようになったからだ。

　その、理由はというと――

　俺はちらりと横目で部長を見る。

　俺と柚ゆ木きのやりとりなどまるで気にした風もなく、昨日からテレビに繋つなぎっぱなしのＰＳ１の電源を入れ、コントローラーを握ってゲームの起動を待つ部長の姿がそこにある。

　思い出す。あの日のこと。

　あの夕焼けの教室で部長が言ったこと。

　冗談とも本気とも付かない言葉。

　大学を卒業したらゲームを作る側に回りたい、と言った部長の俺への一言。

『パートナーにならない？』

　あの日以降、部長の口からその話を聞いたことはない。

　だが、部長が本気なのだとすれば――

「ちょっと、洋介？」

　柚木に声をかけられて我に返る。柚木が示したのは去年俺も苦しんだ覚えのある、等加速度運動の問題だった。

「ああ、これは――」

　と、俺が解説を始め、どうすれば加速度を求められるか、という基本的なところを確認し終えたところで、

「ただいまー」

　蒼あお子こさんが、満面の笑みをたたえながら部屋に入ってきた。

「――蒼子。その顔は」

　一人でパズルゲームをしていた部長が振り返って言うと、

　蒼子さんは、ぴっと親指を立てて見せた。

「ばっちりや」

　そしてみどりちゃんと柚木の間に座ると、開かれていた過去問のコピーの中のいくつかの問題に丸を付け、それを微妙に書き換えていく。

「これが過去問から出題される問題と、おまけに『そのまま出したんじゃあれだから』っていうことで書き換えられる部分や」

「そ、そんなことまで解わかるんですか？」

　みどりちゃんに問われ、蒼あお子こさんは自信満々に答える。

「蒼子さん占うらないをなめてもらったら困るでー」

　そして次々と、その場にある限りの過去問にチェックを入れ終わると、

「残りは過去問外からでる問題やから、教科書やな」

　にぱっと笑いながら言う。

　改めて――

　つくづく謎なぞの、占いの領域を超えてしまった占いだと思う。



    

  
    
      


９　西村白音の憂ゆう鬱うつ



「で、さ」

　電気を消した室内。

　窓から月明かりがほんのりと差し込んできてはいるのだが、まだ闇やみに慣れていない目では隣に寝ているはずの蒼子すらも視認できない。

「ん、なんやー？　白音ちゃん？」

　その蒼子の声が先を促す。

　私は仰あお向むけに寝転がり、見えない天井を見上げながら、

「えーと、みどりん。まだ起きてるわよね？」

「は、はい。何でしょう？」

　ちょっと緊張した感じの返事。みどりんはいつもそうだ。別に気を遣つかう必要なんかないのに、私が先輩で部長だからというだけの理由で、必要以上にかしこまる。

「今日さ、ヨースケと出かけてたんでしょ？」

　これはもう夕食の時間に聞いたことだ。

　単なる話のまくらであったのだが、みどりんは少し慌てた風に、

「は、はい……すみませんでした」

　申し訳なさそうに謝ってくる。

「いや、もう済んだことだし、謝る必要はないのよ」

　そうだ。謝る必要はない。部活を抜け出したのなんて些さ細さいなことだし、そもそも部活動は禁止期間中だし、校則破りの常習犯である自分が言えたことではない。

　だけど。

　どうしてこんなに苛いら々いらするのだろう。

　――いや、苛々するのとは少し違う気もする。みどりんに対して腹が立っているわけではないし、ヨースケに対して怒っているわけでもない。でも、心の奥にトゲが突き刺さったような感覚がつきまとって離れない。

「さっき、映画に行ったって言ってたわよね？」

「はい」

「……どんな映画を観みたの？」

「えっと、アニメ映画です。テニスの」

「面白かった？」

「はい。夢中になっちゃいました」

「そう……」

　自分は何が聞きたいんだろう。

　よく解わからないけど、胸の中がもやもやする。

　――私は、こんなことを聞いても無む駄だだと思いつつも、尋たずねる。

「ヨースケは」

　誰だれかの寝息が聞こえる。

　多分桃とう香かだろう。

「楽しんでた？」

「……はい。映画のあと、喫きつ茶さ店てんで感想を話し合ったんですけど」

「喫茶店？」

　と、尋ねたのは私じゃない。

　この声は、柚ゆ木きだ。

「うん」

　それは確かに気にならなかったわけじゃないけれど、先を促すことにした。

「……とりあえずそれはいいわ、続けて」

「はい……えっと、面白かったっていう話になって――」

「なって？」

「ヨースケ先輩、テニスをやってみたいって」

「……テニスを？」

　気持ちは解わからないでもない。

　みどりん本人だって漫画の影響でテニスを始めたんだし、プロのスポーツ選手やなにかがその世界に入ったきっかけをアニメや映画だと語っているのも珍しくない。

「それで、どうしたの？」

「えっと……学校のテニスコートを使って、テニスの基本を教えました」

「……」

　なんだか無む性しようにおもしろくない。

　ヨースケは私に格闘ゲームを教わっていればいいんだ。

　そんなことを思い、

　すぐにそれは傲ごう慢まんだと考え直す。

　とにかくみどりんに返事をしなければ、と思って、

「ふーん……そう」

　何ともない風に言ったつもりなのに、トゲのある口調になってしまった気がした。

「もしかして、白しろ音ねちゃん」

　声はすぐ隣から聞こえた。蒼あお子こだ。

「ヨースケくんのことが気になってるんちゃう？」

「――そんなわけっ」

　思わず感情的に反論しそうになって、言葉を呑のみ込こんだ。

　こほん、と咳せき払ばらいをして、

「そんなわけ、あるわけないじゃない」

「そうですか……よかった」

　みどりんが言った。

　よかった？

　みどりんは続けて、

「ねえ、柚ゆ木きちゃん？」

「……ん、何？」

「柚木ちゃんは、ヨースケ先輩のこと、どう思ってるの？」

「ど、どうって？」

「その……異性として」

「ど、どうとも思ってないわよ」

「ほんとに？」

「……ほんとに」

「あたしね」

　みどりんが言いかけて、

　一瞬ためらうかのように間を置いてから、

　続けた。

「ヨースケ先輩のこと、好きになっちゃったみたい」

「……」

　しばしの間、誰だれも何も言わなかった。

　表の通りをスクーターの通り過ぎる音がして、沈黙が部屋に下り立ち、

「そう……なんだ」

　柚ゆ木きが呟つぶやくように口にした。

　――みどりんが、ヨースケの事を、好き。

　口の中で繰り返してみると、なんだか胸の奥のざわざわがひどくなった気がした。

　それはダメ。

　なんだかそう口にしそうになって、

　自分にはそんなことに口出しする権利が無いことに気がついた。

「みどりん、それならうちはライバルやなー」

　あっけらかんと、まるで人ごとのように蒼あお子こが言う。

　――まさか？



    

  
    
      



    

  
    
      

　私の危き惧ぐは、すぐに現実のものとなる。

「うちもなー、ヨースケくんのこと、好きなんよー」

　冗談とも本気ともつかない口調は蒼あお子こ独特のものだ。

「――」

　冗談であってほしい。

　さっき自分では否定していたが、柚ゆ木きがヨースケの事を好きだろうということは、柚木が入部志願してきた日からなんとなく解わかっていた。

　だから、柚木がもしそう言ったなら、やっぱりなと思う程度のことだっただろう。

　しかし――みどりんに続き、蒼子まで。

　それに、それが恋愛感情かどうかはともかくとして、桃とう香かもヨースケに対して好感を抱いているのは確かだ。

　――。

　なんで自分はこんなに焦っているんだろう。

　ヨースケなんて、

　なんて？

　――私に一回も勝てたことがないし、

　それに――

　それに。

　誰だれにでも優しいし、格ゲーは日に日に上う手まくなっていくし、ゲーム禁止令の件では私のために尽力してくれたし、家事は万能だし、

　あの日のあの夕焼けの教室で、ヨースケが――冗談にせよ――頷うなずいてくれた時、私はあんなにも嬉うれしかった。

「……」

　どうして、さっきの蒼子の問いを否定してしまったのだろう。



　私は、こんなにもヨースケの事が気になっている。

　生まれて初めての感情だったから、

　だから、解らなかった。

　だけど、多分――そうなのだろう。



　私は布団ふとんの中で、寝返りを打った。



    

  
    
      


10　合宿終了



　暑くて目が覚めた。

　枕まくら元もと、充電器に刺さっている携帯電話の液晶を見やる。

　時刻は午前二時を回ったところだった。

　俺おれはもそりと布団ふとんから起きあがると、階下にあるトイレへと向かった。

　言い訳をしておこうと思う。

　まず俺は半分眠っているような状態だったし、寝ぼけている頭の中からは「今、我が家において電脳研の合宿が行われている」などということは抜け落ちていた。

　次に、普段から天然ボケの母親がいるせいで、トイレの電気が付けっぱなしなどという事態には慣れていた。だからその時も、トイレの灯あかりがついていることに対して何の疑問も抱かなかった。

　トイレのドアを開けた。



　洋式のトイレに腰掛けて、パジャマ（下）とぱんつを足首まで下ろした柚ゆ木きがいた。



　どうも俺は、思わぬハプニングに遭そう遇ぐうすると、思考停止してしまうらしい。

　しばしの間、

　そして、

　柚木が顔を真っ赤にして、慌てて前を隠した。

「ちょ、ちょっと、早く出てってよ！」

　という柚木の言葉を聞いて、ようやく俺は我に返った。

「す、すまん！」

　俺はすぐさまに廊ろう下かへと飛び出し、トイレのドアを閉めた。

　トイレの近くにあるダイニングへ向かうと、電気をつけ、叱しかられるのを待っている子供のような気分で柚木を待った。

　柚木はすぐにトイレから出てきた。

　顔を真っ赤に染めた柚木は、ダイニングに入って来ると、

「その……見た、よね？」

　見てない。

　なんて言えるような生易しい事件ではなかった。

　たっぷり数秒間は、見てしまったと思う。

　などとも言えるはずはなく。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ああ……ちょっとだけな」

　正直に、かつ控ひかえめに答える。

　柚ゆ木きの顔がいっそう赤みを帯びた。今はもうパジャマ（下）を履はいているというのにパジャマ（上）の裾すそを引っ張るようにして腰部を隠しながら、

「……忘れて」

「……善ぜん処しよする」

　俺おれは正直者だと思った。

「何よ、その政治家の答弁みたいなのは」

「いや……忘れようにも忘れられないというか」

「……えっち」

　柚木は真っ赤な顔をうつむかせ、上うわ目め遣づかいに俺を見ながら言ってくる。

　……やばい、萌もゆる。

　二次元以外にこんな感情を抱くなんて。

「不覚だ……」

「何がよ？」

「いや……なんでもない」

　俺は首を振って、それから何のために自分が柚木を待っていたのか思いだし、

「あー、と、いや、とにかくごめん。柚ゆ木きたちが泊まってるの忘れてて、油断してた」

　頭を下げる。

　柚木は困ったような顔で、

「……それはいいわよ、鍵かぎをかけ忘れた私も悪いんだし」

「それじゃあ……ええと、俺おれもトイレに寄ってから寝ることにする」

「うん……おやすみ、洋よう介すけ」

　俺はトイレで小用を足し、自室に帰ると、布団ふとんに潜もぐり込んだ。



　　　＊



　日曜だろうが何だろうが、主夫の朝は早い。

　ということで、朝七時にセットした目覚ましで起きた俺は、みんなの朝飯の支し度たくをするべくダイニングキッチンへと向かった。

　昨日は六時半の時点で柚木が先に起きていた。或あるいは今日も――と思ったのだが、キッチンには誰だれの姿も無く、ただシンク前の小窓から朝日が差し込んできているだけだった。

　俺は雨戸を開けようかと考えたが、今日は休日である。学校も無いことだし、誰かを起こしてしまっても悪いだろう。キッチンの電気を点つけると、朝食の準備にとりかかることにする――といっても大したものを作るわけでもない。朝から手の込んだ料理なんて作ってられないし、だいたい食べる方だって重いものは食べたくない。

　ということで、今日はサンドイッチに決める。

　食欲が出るようにマスタードを混ぜたマヨネーズをベースに、ハムとパセリとゆで卵を挟むだけ。調理らしい調理はゆで卵だけという簡単料理だ。

　それを八人分に足るだけ作り終え、ポットに湯を足し、急きゆう須すの茶葉を入れ替えて。

　うるさくならない程度にダイニングキッチンと居間の掃除をし、それも終わったのでとりあえず自分の分の茶を淹いれて、朝の情報番組を見ながら飲み終え。

　時刻が九時を回っても誰も起きて来なかったので、さすがに起こしに行くことにした。

　だが――

　と、階段を上りながら考える。

　向かう先は女子部屋だ。慎重に慎重を期さねばいけない。昨日のトイレのような不幸な事故を起こしてはならない。

　二階、今は亡き父が使っていた部屋の前に立つ。

　こんこんこん。

　三度ノックする。

　返答は、ない。

　今度はもう少し力をこめて、

　どんどんどん。

　と、ノックした。

　しかし、なおも返事はない。

「入るぞー！」

　大声で言ってから、俺おれは慎重にドアを開けた。

　ひどい有様だった。

　まず、入り口から一番近いところに柚ゆ木きが寝ていたが、それに重なるようにして桃とう香かちゃんが寝ていた。一体どれだけ寝相が悪いのか、大の字に広がった桃香ちゃんはパジャマ（下）がずり落ちてぱんつが見えている上に、パジャマ（上）もめくれておなかまで丸出しだった。よく見ると桃香ちゃんの左手が柚木のパジャマの中にかなり深くまでつっこまれていて、柚木の胸の隆起の上に手が置かれているのが解わかった。

　みどりちゃんは、他ほかのみんなとは逆側に頭を向けて寝ていた。しかしタオルケットはきちんとかけられていて、枕まくらもちゃんと頭の下にある。最初からそうだったのか何かがあってこうなったのか、さっぱり解らない。

　委員長と蒼あお子こさんと部長は寝相が良さそうだというイメージがあったのだが、三人ともタオルケットをはね飛ばし、お互いがお互いを遠ざけるように手と足を突っ張って、しかし絡まり合うようにして眠っていた。もはや近付こうとしているのか遠ざけようとしているのか解らない。仲がいいのか悪いのか。

「……」

　俺はその惨状を一いつ旦たん見回してから、

　回れ右して部屋を出た。

　ドアを閉め、もう一度だけ、どんどんどんとノックをしてから、

　それでもうなんだか気力を使い果たしてしまった気がして、階下へ戻った。

　二杯目の茶を淹いれて、それを一口飲み、

　長い長い息を吐き出した。

　――日曜なのだ。

　胸中で呟つぶやく。

　いくら試験前日とはいえ、合宿中とはいえ、朝飯の支し度たくが終わっているとはいえ。

　今日は日曜なのだ。

　多少の寝坊くらい――ありだ。

　開けようと思っていた雨戸を開けることもせず、ダイニングの冷房をオンにすると、俺は椅い子すに腰を下ろした。いつもの部長のように、テーブルに片かた肘ひじをつき――

　そのまま、俺は眠りへと落ちていった。



　目を覚ましたのは、わずかに十五分後だった。

　誰だれかが階段を下りてくる音が聞こえたからだ。

　この軽やかな足取りは、少なくとも母かあさんではない。そうなるとあの部屋で寝ていた誰かということになるのだが――

「おはよう、洋よう介すけ」

「……今日も柚ゆ木きが一番か」

　俺おれが言うと、柚木はまだ眠そうな目をこすって、

「昨日は私が一番だったけど、今日は洋介でしょ？」

「あー、いや、女性陣でな。とりあえず、茶でも飲むか？」

「あ、自分で淹いれるからいいよ」

「気にするなって」

　俺は戸棚から柚木用の湯飲みを出すと、手早く茶を淹れた。あくびをしながら自分の席につく柚木の前にそれを置く。

「ん、ありがと」

「どういたしまして」

　柚木が熱い茶をすする。

　しばしの間。

　柚木は不意にあさっての方向を向いて、

「……あー、えっと、洋介？」

「何だ？」

「昨日のこと」

　――昨日のこと。

　昨日はいろいろあった。

　いろいろあったが――

　柚木に言われれば、一つしか思い当たらない。

「その……みんなには内緒だからね？」

「……心得てマス」

　言えるものか。

　女子だらけの電脳研の中で口にしようものなら、覗のぞき魔まの烙らく印いんを押されかねない。

　かと言って友人――例えば高たか島しまあたりに言おうものなら、異常なまでの食い付きを発揮して事態を事細かに聞かれかねない。

　柚木は少し不満そうに頬ほおを膨らませ、

「忘れてって言ったのに……」

「いや……善ぜん処しよはしてるつもりなんだがな」

　あんなインパクトのでかい事件、そうそう忘れられるものか。

　なんとなく気まずい空気が流れて。

「あのさあ」

　柚ゆ木きが湯飲みの中を見つめながら、呟つぶやくように言う。

「何だ？」

「……前にも聞いたんだけど」

「うん？」

　間。

　柚木はちらりとダイニングから廊ろう下かへと続く扉を見やってから、

「洋よう介すけは、まだ……その、異性として好きになった相手は、いないのよね？」

「ついこないだも答えたばかりだが、いないようだな」

「……そっか」

　柚木がずずずとお茶をすすり、

「そうだ」

　と言った。

「何だ？」

「うん、昨日ね、蒼あお子こ先輩の占うらないの出題範囲を勉強してて、解わからないトコあったんだ。教えてくれる？」

「朝食も摂とらない状態じゃ頭が働かないかもしれないが……まあ、見るだけ見よう」

「ありがと、洋介」

　柚木は上機嫌で廊下に出ると、階段を上っていった。

　すぐに戻ってきた柚木は、物理の過去問とノートをテーブルの上にひろげた。

「あのね、この問題なんだけど」

「……また理系問題か」

　俺おれが言うと、柚木は溜ため息いきを吐ついて、

「文系の問題は暗記物にしろ論述系にしろ、基本的に解答を見ればＯＫなんだもん。それに私、理系の問題って苦手で」

「まあ、来年からの選択授業では文系を選んでおくことだな」

　言いながら、問題を眺める。

　坂道を転がるビー玉の加速度云うん々ぬんの問題だった。

「あー、めんどくさいな、これは」

　俺も記憶を漁あさるが、すぐには解答を導き出せない。柚木が一緒に持ってきたテキストをぺらぺらとめくり、

「んー、あった。この公式を使うんだったと思うんだが」

「公式の意味が解わかんないんだもん」

　俺おれが、どうやればその公式を導き出せるのか、その説明から始めて、だからこの公式がこの問題に使えるんだ、ということまで説明したところで、再び誰だれかが二階から降りてくる足音が聞こえた――今度は一人ではない、複数だ。話し声も聞こえる。

「えー、そんな話で盛り上がってたんですの？　ずるいですの……」

「それはあんたが早々と寝ちゃうからでしょ？」

「でも、あれだけ寝付きが早いっていうのも凄すごいですよね。あたし、なかなか眠れないほうなので、羨うらやましいです」

「まったくやで」

「……まあ、考え事などしているとなかなか眠れないものだからな」

　聞こえてきた声は順に、桃とう香かちゃん、部長、みどりちゃん、蒼あお子こさん、委員長のものだ。どうやら全員そろって降りてきたらしい。ダイニングのドアが開いたところで、

「みんな朝から元気だな」

　俺が言うと、一同はさっきと同じ順番で、

「おはようですの、ヨースケさんに柚ゆ木きちゃん」

「おはよ、ヨースケ、柚木」

「おはようございます、ヨースケ先輩、柚木ちゃん」

「私としたことが寝坊したようだ」

　挨あい拶さつをしてくる。俺は大きく伸びをすると、

「よし、それじゃあ朝飯にするか」

　と言って、キッチンに用意してあったサンドイッチをダイニングのテーブルに運ぶ。

「一応飲物は紅茶を用意してある――部長んちの紅茶と比べられたら飲めたもんじゃないかもしれないけどな。コーヒーの方がよければ、インスタントならすぐに用意できる」

　実に日本人らしいことに、部長が「私は紅茶で」と言うと、全員が右へならえ態勢となって、誰もコーヒーを希望することはなかった。

「で、なんで今日はみんな寝坊なんだ？　いやまあ、日曜だからってのは解るんだが」

「ど、どうでもいいじゃない」

　何な故ぜか少し動揺したように、まず答えたのは部長だった。

「それに、自分で言ってる通り、今日は日曜よ。早起きする必要もないじゃない」

「あとは話も盛り上がっていたようだしな。私は聞き手に回らせてもらったが」

　委員長が、何故かにやりと笑いながら言う。

「話？」

　俺が尋たずねると、みどりちゃんが慌てた風に、

「そ、そんなことより、このサンドイッチ美お味いしいですね」

　露ろ骨こつに話題を逸そらしてくる。俺おれは話を軌道修正しようと思ったのだが、

「そうね、ヨースケが作ったの？」

　部長に問われて俺は頷うなずく。

「ちなみに入ってるのは？　ハムとパセリと卵だけ？」

　と、柚ゆ木き。

「ああ。あとはマスタードとマヨネーズを混ぜたものを塗ぬっただけだな。今回は時間が無かったんでサンドイッチにしたが、柚木は前にフランスパンのを食べたことあるだろ？」

「あー、なるほど」

　柚木は納得の声をあげるが、他ほかのみんなが疑問顔をし、

「フランスパン？　挟むんですか？」

　みどりちゃんが代表して聞いてくる。

「いや、中をくりぬいて、ハム、ゆで卵、パセリを全部みじん切りにして、マヨネーズと混ぜてくりぬいた穴に突っ込むんだ。それを輪切りにする」

「……ちょっと想像がつかないですの」

「また今度みんなの食事を作る機会があったら、そのときに用意するよ」

　と、また安請け合いで桃とう香かちゃんと約束してしまう。

「機会はあるものじゃなく、作るものだという言葉があるな」

　もうサンドイッチは充分食べたのか、紅茶を飲みながら委員長が言った。

　なるほど、確かにそうかもしれない。

　機会があれば、なんてのは迂う遠えんな拒否の言葉によく使われる傾向があるように思うが、それを揶や揄ゆして言った言葉なのだろう。

　ともあれ、こんな風にして朝食の時間は過ぎていった。



　　　＊



「それじゃあ、みんなよかったらまた来てね～」

　さすがに試験前日の午後まで拘束するつもりもなかったのか、朝食後に二時間ほど勉強の時間を設もうけたあとで、部長の提案によって一同は帰宅することとなった。

　母かあさんはまた猫を被かぶっていて、わざわざ玄関先まで見送りにやってきた――ちなみに起きてきたのはついさっきのことである。

「どうも、お世話になりました、あかねさん」

　部長が皆を代表して言うと、それに追従して皆が口々に挨あい拶さつを終える。

「んー、どっか解わかる辺りまで送っていったほうがいいか？」

「私がいるから大丈夫よ。藍あい園ぞの商店街まで出れば、みんな解わかるだろうし」

　柚ゆ木きが保証してくれたので甘えることにして、俺おれも母かあさんと共に皆を見送る側に立つ。

「それじゃあ、また明日、学校でな」

「……って、試験期間中も部活動はするんですか？」

　みどりちゃんの問いに、部長は頷うなずいて、

「もちろんよ。なんていうか――部活と学業の両立、みたいな」

「だらだらゲームしてるだけの部活動もどうかと思うけどな」

　俺が言うと、部長はやれやれといった感じで嘆たん息そくし、

「これでも『激げき闘とう』に向けて調整はしてるのよ？　練習相手をさせてあげてるんだから、お礼ぐらい言って欲しいものだわ」

「……それなら俺なんぞ相手にしてないで、有名どころのゲーセンに遠征に行くとかしたほうがいいんじゃないかと思うが」

「運良くいい相手に巡り合えるとは、限らないでしょ？　ヨースケと対戦するのは、きちんとした読み合いになるから面白いのよ。ただ難を言えば「激闘」本戦では相手がやってくるだろう当て投げなんかをしてこないから、そこいらの対処が甘くならないように意識してるんだけど」

「だってストⅣの投げは強すぎるだろ。俺はグーチョキパーだけのじゃんけんの勝負がしたいんであって、ピストルなんて持ち出したくないだけだ」

「何度も言うようだけど、その言葉、一月前のあんたに聞かせてあげたいわ」

　そう言って部長は笑った。

「……白しろ音ね先輩」

　みどりちゃんが小さく声をあげる。

　部長が「ん？」と振り返ると、みどりちゃんはいつものように人差し指を顎あごに当てて、

「白音先輩は、いつでもゲームを楽しんでますよね？」

「もちろんよ」

「それは――なんというか、真剣に勝負することと両立できるんですか？」

「あったりまえじゃない」

　みどりちゃんの疑問を、部長はあっさりと切って捨てた。

「確かにムカつく相手もいるわ。でも、当て投げガン待ち上等よ。それを、そういうイージーな手段に頼らないで倒した時、もうね、脳汁が溢あふれる感じがするの」

　脳汁て。

　いや、気持ちはよく解るんだが、せめてもうちょいマトモな表現がなかったものか。

「ていうか、構わないんだが、いつまで人ンちの前で立ち話する気だ」

　母さんが早くも飽きてきている。それを察知して俺が言うと、

「構わないんなら言わなきゃいいじゃない」

　部長はそう言ったあと、

「ま、迷めい惑わくかけるのも何だし、行きましょうか」

「はーい。それじゃあお邪じや魔ましましたですの、ヨースケさん、あかねさん」

「お世話になりました、ヨースケ先輩、あかねさん」

「ほな、またなー、ヨースケくん、あかねさんー」

「世話になったな」

「あかねおばさん、洋よう介すけ、またね」

「……いや、なんか挨あい拶さつ二回目なんだが」

　俺おれはツッコんだが、母かあさんは気にした風もなく手を振って皆を見送った。

「さて……昼飯の支し度たくをしないとならない時間だな。母さん、何かリクエストは？」

「あかねさん～、洋ようちゃんの作るものなら何でもいい～」

　まあ、そう答えるとは思ってたけど。

　俺が思いながら、家に入ろうとすると、

「ただ～、用意するのは三人分ね～」

「三人？」

　疑問の声に、母さんはふわあ、と大きなあくびをしながら、

「ほら」

　と、住宅街の道路の彼方かなたを指さした。

「……？」

　小さな人影がある。

　裸眼視力両目とも１・５をキープしている俺でも、それは「人影」にしか見えない。

　徐じよ々じよに、徐々に、それが大きくなってくる。

　白い塊かたまり。

　そう思ったのは一瞬だけのことで、

　真っ白の服を着た、長い黒髪の人物であることが解わかる。

　――俺の知り合いで、そんな奴やつは一人しかいない。

　一人しかいないのだが――

　それをしっかりと視認できるようになるまでには、更に十秒ほどかかった。



　部長だった。



    

  
    
      


11　合宿　延長編



　部長は俺おれの前までやってくると、両腕を偉そうに組んだいつものポーズのまま、いつものようにそっぽを向いて、

「忘れ物をしたわ」

　と言った。

　忘れ物程度なら、この場で渡して終わりでいいだろう。

　俺はそう思ったのだが、

「上がってもいい？」

　そう言われてしまうと、断る理由もない。

「ああ」

　そう言って、家に入る。

「んで、忘れ物って？」

「あ、と、勉強部屋だと思うんだけど」

「ふむ」

　二階へと上がる。

　しかし解せないのは、母かあさんが昼飯を三人分と言ったことだ。

　まるで部長がすぐには帰らないと言っているようなものである。

　部長は和室に入ると、自分が座っていた席に歩いていき、

「あったわ」

　と言って、床からペンケースを拾い上げた。白い布製で、しかし飾り気はあまりない、部長に似合いの品であるように感じた。

　部長は肩から提げていたクリーム色のショルダーバッグの中に突っ込むと、そのまま室内を見回し、帰ろうとする様子も見せない。

　俺は少し迷い、

「……他ほかに何かあるのか？」

　部長は数秒ほど無反応でいたが、やがて、

　こくり、と頷うなずいた。

「……何だ？　あー、いや、男に言いにくいものなら、なんだ、席を外すが」

「ち」

「ち？」

「――違うわ。えっと」

「何だよ？」

「……まだ」

「まだ？」

　忘れ物の形容にしては珍しい。

　そんなことを思っていると、部長は拗すねた子供のような口調で言った。

「まだ、ヨースケの部屋に入ってない」

「……」

　俺おれは少し考えて、

「いや、別に面白いものもないが」

「でも」

　部長は顔だけ窓の外を眺めながら、呟つぶやくように言う。

「入ってみたいんだもん」



　　　＊



「言っておくが」

　俺の部屋に入る。

　高床式のパイプベッド、本棚、パソコンデスク、テレビ、クローゼットが置かれていて、六畳の空間を最大限に利用している――その代わりに人の動き回れるスペースはそれほどない。来客が二名もあればいっぱいいっぱいと言った感じで、俺ともう二人ぐらいがベッドの上に避難すれば五人程度は入れなくもない、といった感じだ。

「家捜しして、笑いの種を探そうってんなら無む駄だだぞ？」

「そんな浅ましいことしないわよ」

　言いながら、部長は興味深そうに周囲を見回している。

　パイプベッドの下にあるテレビ台を発見し、そこに並んだゲームタイトルを眺め、

「ホントに雑食なのね……まあ、私も人のことは言えないけど」

「まあな」

「あと、想像してたのより片付いてた。私、同年代の男子の部屋に入るのって初めてだから……もっと散らかってるかと思った」

「それはまあ、人それぞれだろ。俺は整せい理り整せい頓とんも趣しゆ味みのうちってな感じだ」

「ふうん……」

「んで、もう時間も時間だし昼飯を作ろうと思うんだが、食べてくか？」

「あ、う、うん」

「えーと、んじゃまあ、適当にゲームでもやって待っててくれ。できたら呼びに来る」

「うん、ありがと」

　……なんかいつもの部長より妙に素直で対応に困るんだが、ともあれ俺おれは昼飯を準備するためにダイニングキッチンへと向かった。

「洋ようちゃん～、あかねさんお腹なかすいた～」

　ダイニングキッチンの床に、母かあさんが寝転がっていた。

「横になるなら、せめて居間に行け」

「そしたら洋ちゃん、あかねさんのことスルーするんだもん～」

「まあ、居間には寄らなかっただろうな」

　俺は言いながら、昼食のメニューを考える。朝食を食べたのが二時間ほど前だから、口にしやすいものがいいだろう。だとすると――

「……そういやすっかり忘れてたが、一昨日のカレーがまだ残ってるんだな」

　一応、昨日も火を通してはおいたのだ。だから傷んでいる心配はないだろう。

「んじゃ、手軽にカレーうどんでも作るか」

「わ～、洋ちゃんのカレーうどん大好き～」

　作ると言っても簡単なものである。カレーの残りとだし汁を混ぜて、料理酒とみりんと醤しよう油ゆを少々。それだけだ。あとはうどんを三玉（柚ゆ木きだけが泊まりに来る予定だった時点で買っておいたものだ）ゆでて入れれば完成。

　俺は自分の部屋に、部長を呼びに戻った。ドアを開けて、

「部長、もうすぐできるから下に――」

「　　」

　部長が、俺のベッドに横になっていた。

　この暑い最中だというのに、布団ふとんにくるまっているように見える。

　俺は額ひたいに人差し指を当ててしばし考える――

　その間、部長からのエクスキューズは無かった。

「……部長？　何やってんだ？」

　結局何も思い当たらずに俺が聞くと、部長はようやく我に返ったとばかりに起きあがり、

「――こ、これは、えっと、その。け、今朝は寝不足だったから、ちょっと寝かせてもらおうと思って」

「はあ……」

「そ、そういうわけだから、深い意味なんてないの。――そ、それで、お昼ができたんでしょ？　下りるわよ、下りるから、ちょっと待って」

　部長はパイプベッドに備え付けてあるハシゴで慌てて下りてくると、若干乱れた着衣を綺き麗れいに整え直し、こほん、と咳せき払ばらいをした。

「ダイニングに行くんでしょ？　行きましょう？」

「あ、ああ……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　部長を伴って階段を下りる。背後から部長が話しかけてくる。

「ヨースケ」

「ん？」

「さっきのことは、みんなには内緒にしてくれる？」

「……？　まあ、その方がいいならそうするが」

「それと、言い忘れてたけど、一昨日のことも」

「一昨日？」

　何かあったっけ、と思い返す。

　昨日がやたら長く感じたせいか、すぐには思い出せなかった。

「お、お風ふ呂ろのことっ」

「――ああ」

　そういえば、そんなこともあった。

「うちのお風呂は、脱衣所に入ると灯あかりが勝手に点つくようになってるから、気がつかなかったの。だから、あの、私が悪いんだけど、これも秘密にしてくれる？」

「了解」

　これも昨日の柚ゆ木きの件と同じ理由から、俺おれは誰だれにも話すつもりはなかった。

「――それで、お昼は何なの？」

「カレーうどんだ」



　　　＊



　昼食のあと、なんとなくの流れから、俺おれと部長と母かあさんの三人は居間に集まっていた。

　三人の前には、お茶の入った湯飲みがそれぞれ置かれている。

「あかねさんは思うんだけど」

　母さんは再び背筋を伸ばし、しっかり者の仮面モードに入っていた。

「洋ようちゃんはモテるのよ」

「は？」

　いきなり何を言い出すかと思えば、またそんな世よ迷まい言ごとを。

「いくら自分の息子をひいき目で見てるとはいえ、そういうのは客がいないときに存分に言ってくれ。全部聞き流してやるから」

　部長だって呆あきれるだろ？

　俺はそう言おうと思ったのだが、部長はひどく真剣な顔で、

「昔からそうだったんですか？」

　などと聞く始末だ。

　俺は軽い頭痛のような感覚と共に額ひたいをおさえる。

　母さんは頷うなずいて、

「そうね、幼稚園の頃ころからかな。バレンタインに二人の女の子からチョコをもらってね」

「ちょっと待て、俺はそんなの記憶にないぞ」

「洋ちゃん、小さい頃のことあんまり覚えてないでしょ？」

　……言われてみれば、ついこないだ柚ゆ木きにそんなことを自分で言った気がする。

　部長はその話題に食いついて、

「もらって、どうしたんです？」

「相手の子も、子供なりに必死の恋愛をしてたんだと思うのよ。それで洋ちゃん、何を返したらいいか、って真剣な顔であかねさんに相談してきて」

「……」

「最近ではあんまり聞かないけど、キャンディ、マシュマロ、クッキーあたりから、何を返すかで相手への返事にするっていうの、あったじゃない？　だからあかねさんね、その二人のことをどう思ってるか、って聞いたの」

　我が事ながら興味深くなってきた。

　部長と二人、話の先を待つ。

「そしたら、俺には柚木がいるから、って」

「……」

「……」

　思わず固まってしまったが――

「いやいやいやいや、それ作ってるだろ、絶対！」

　全力でツッコむが、母かあさんは茶をすすり、細く息を吐き出して、

「我が子ながら、浮気はしない真面目まじめな性分なんだなって感動したわ」

「へー。そうなんですか」

　気のせいか部長の声が冷たい気がする。

「そんなこと言う幼稚園児、俺おれだってヤだよ！」

「あかねさんに言われてもにゃ～」

「っていうか、今の話を聞く限り、柚ゆ木きからはチョコ貰もらってなかったんでしょ？　それなのに『俺には柚木がいる』とか言ったわけ？」

「いや、俺に聞かれても……」

「柚木ちゃんはねー」

　母さんが口を開く。

　なんかもう嫌な予感しかしないから、黙ってて欲しいんだが。

「柚木は？」

「いや、この話題は終わりにしないか？」

　俺は言うのだが、部長は俺のことを蔑さげすんだような目で見やり、

「そんなに昔の自分の所行が不安なわけ？」

「いや、記憶もない頃ころの事なんか責任持てるか」

「柚木ちゃんと洋ようちゃんは、その頃はず～っと一緒にいたからね～。おはようからおやすみまで、って感じで。幼稚園の時間くらいじゃないかしら、別々になったの」

　ずずずずずずず。

　部長が茶をすすっている。

　なんか怖い。

「いや、だから、作ってるだろ？　ずっと一緒ったって限度があるわけで」

「あかねさんは嘘うそついてませ～ん。お風ふ呂ろやトイレまで一緒だったんだもん」

　ずずずずずずず。

「……いや、えっと、風呂はともかくトイレはないだろ、常識的に考えて」

「やー、だから心配だったのよねー。そーいうプレイに目覚めちゃったのかと思って」

「プレイとか言うなっ！」

　ずずずずずずず。

　ずずず。

　ず。

「……ヨースケ」

「な、何だ？」

「お茶。お代わり」

「お、おう」

　俺おれは部長が差し出してきた客用の湯飲みを受け取って、キッチンへと向かった。



　それから少し話したあと、部長は自宅へと帰って行った。

　俺はようやく明日の試験科目が何であったかを確かめ、蒼あお子こさんノートを使って最後の追い込みに入った。



    

  
    
      


12　告白



　試験初日がやってきた。

　藍あい園ぞの学園高校の試験は全九科目で、一日に三科目の試験が行われる。

　つまり今から三日後には全すべての試験が終了していることになるのだが――

「眠そうだな、葉は村むら」

　机に突っ伏した俺に、高たか島しまが話しかけてきた。

「……うるせえ、漏もれるから黙ってろ」

「漏れる？　小便か？」

「下品禁止。つーかお前のせいで漏れた」

　俺は呟つぶやいて、ノートを取り出す。蒼子さんノート・コピーから重要な部分を書き写したノートだ。俺は今思い出せなくなったばかりの公式のページを開く。

「漏れた……って、覚えた内容か」

「解わかってるなら、これ以上話しかけるな」

「情報が新たにインプットされると、自動的に前のが出て行くわけか。ところてんのような一時記憶だな、ヨースケ」

　背後から声をかけてきたのは、委員長だった。

　高たか島しまは目を丸くして、

「――委員長が誰だれかに私用で話しかけてるのなんて初めて聞いたぞ？　どういうことだよ葉は村むら、っていうか今名前で呼ばなかったかヨースケって」

「ああもう、うるさいから黙っててくれ、高島。それから委員長も、今だけは、今だけは俺おれに自由な時間をくれ」

「ふん、常つね日ひ頃ごろの尽力がだな、」

「それは解わかったから」

　委員長を一言であしらい、期末試験ファーストステージ「物理」攻略のための公式を頭に叩たたき込む。蒼あお子こさんノートが凄すごい効能だという甘言によって若干油断していたが、考えてみるまでもなく試験は一日に三科目あるのであって、一夜で三科目を漬けなければならないという事実に目を向けていなかったのだ。

　まだ高島の奴やつが委員長がどうとかわめいていたが、俺はいざという時には普段よりも力を発揮できる人間なのだ。試験開始前の五分間となれば集中力は並大抵のものではなく、公式だってすらすら頭に入ってくる。外野の声など適度なバックグラウンドノイズＢＧＮに過ぎない。

　五分間が過ぎて、

　試験が開始される。



　　　＊



「終わった……」

　試験が終わった。

　初日が、ではない。

　試験の全行程、三日間が、である。

　こういう場合にありがちなセリフとして「二重の意味で終わった」なんてのがあるが、俺に関して言えばそんなことはまったく無かった。

　というか、もう蒼子さんノートの凄さに驚くばかりである。

　実は蒼子さんが教員室に忍び込んでテストの問題を持ってきたのだ、と言われても嘘うそだと思えないほどに、蒼子さんノートは的確に試験問題を捉とらえていた。

　だから、反復練習が特に効果的な物理や数学なんかは楽勝だったし、記憶力を問われる分野である日本史や倫理なども善戦することができた。

　二重に終わっているのは――

「葉村……俺は……真っ白に燃え尽きたぜ……」

　なんだか知らないがジョーの真ま似ねをしている高たか島しまだった。

「いや、白くないし、似てねえよ。駄目だったのか？」

「ああ……多分、赤点行ってる……二学期三学期で挽ばん回かいできなければ、来年はお前とは違うクラスになってるかもしれないな……」

　藍あい園ぞの学園高校にはクラス替えはない。

　が、もちろん留年はある。

　一年間で受ける九科目のうち、三科目以上が赤点であれば、その学年をリトライすることになるのだ。留年を許されているのは各学年につき一回だけで、留年した翌年にもまた赤点が三つ以上あったりすると、放校という厳きびしい処分になる。

「ま、まあ、ちゃんと真面目まじめに補習受ければ最終的な評価はオマケしてくれるっていうじゃねーか」

　俺おれがせめてものフォローをいれるが、高島は机に突っ伏して、

「夏休みが……」

「あー、潰つぶれるなー」

　潰れるのだ。

　まあつまり、日ひ頃ごろ勉強していなかった分、夏休み返上で登校して勉強しなければならない、ということだ。

「まあ、教師の側だとて好きで学校に来るのではあるまいし、補習などしてもらえるのは有り難いことだと捉とらえるべきだろうな」

「委員長」

　俺の言葉に高島は顔を上げ、

「――なあ、朝も聞きかけたんだけどよ、委員長と葉は村むらって何か接点あったか？　なんで名前で呼ばれたりしてるんだ？」

「……俺、話さなかったか？」

「何を？」

「部活に入ったって」

　俺が言うと、高島は不思議そうな顔をして、

「――いや、聞いてないと思うが」

「話したような気がしてたんだけどな。電脳文化研究部に入ったんだよ」

「正しくは、女子電脳文化研究部だ」

　委員長がぼそりと訂正し、

　高島の視線は俺と委員長の間を行ったり来たりしてから俺に止とまり、

「女子？」

　聞いてくる。

「ああ、女子だ」

　答えたのは委員長だ。

　高たか島しまはまた不思議そうな顔をして、

「俺おれの知る限りでは、ウチのクラスの葉は村むらは男子だったと思うんだが」

「俺の知る限りでもそうだ」

　答えると、高島は両腕を組んで首をひねり、

「普通の女子部は、男子は入れないものだと思っていたぞ」

「俺もそう思ってた」

「ヨースケは特例なのだ」

　くい、と眼鏡めがねを押し上げながら委員長が言う。

「入部に到いたった経緯としては成り行きということになるのだろうが、それに誰だれも反対しなかったのは入部を強引に推し進めた部長の人徳がモノを言った形になる。しかし、以降現在まで、およそ女子部に男子が入部して起こることが予見される問題をあらかた起こしておきながら、なおヨースケに退部して欲しいという意見が出ないのは――」

　委員長が一呼吸の間を置いて、

「出ないのは？」

　これは俺が気になって尋たずねる。

「ひとえに、ヨースケが皆に好意を抱かれているからだ」

「……」

「……」

　俺も高島も、次の言葉を見つけあぐね――

　委員長が続ける。

「いくら鈍感なお前でも、柚ゆ木きがお前に好意を抱いていることぐらいは気づいているだろう？　だが、柚木だけではないのだ。とりあえず確認できているだけでも、みどり、蒼あお子こ、

それに私はお前に好意を抱いているし――私の勘かんが確かならば、桃とう香かと白しろ音ねも同様だろう。つまり、女子電脳研は全員が」

「ちょ、ちょっと待て、委員長」

　俺が制止すると、委員長はぴたりと言葉を止とめる。

「その言い方だと、誤解を受ける可能性がある」

「？　どういう誤解だ？」

　委員長は両腕を組み、怪け訝げんそうな顔をする。俺はゆっくりと、

「その言い方だと、なんつーか、異性として好かれているように聞こえる」

　かみ砕くように言ったのだが、委員長は表情を変えぬまま、

「私はそのつもりで言ったのだぞ？」

　委員長の言葉を咀そ嚼しやくし、飲み込むまで、数秒を要した。

　俺おれは心底困惑して、指さし確認でもするかのような気分で、

「いや、えーと、そうするとだな、委員長までもが俺のことを『異性として』――つまり『恋愛対象として』好きだということになるだろ？」

「ああ、なるな」

　あっさりと肯定する委員長。

　話の流れについて行けないのは、俺も高たか島しまも一緒だ。

　だが、俺が困惑しているのは恐らく高島以上だっただろう。

　俺は委員長について、高島が知らない情報を知っている。

「だ、だけど」

「だけど？」

　俺の問いに、委員長が先を促す。先を言ってしまっていいものかどうか――

　迷いながら俺は、委員長にだけ解わかるように、

「だけど、委員長は部長の事を――」

　俺が言いかけると、委員長は頭かぶりを振って、

「あのとき、あれはゲームの話だって言っただろう？　それに、女子の中から選ぶとしたら白しろ音ねを選ぶ私でも、男子の中でヨースケを選ばないという理由はない」

「で、でも別になんつーか、委員長とは特にフラグっぽいものも」

「そんな、ゲームでもあるまいし」

　と言って、委員長はいつものように、口の端をもたげて笑った。

「誰だれかが誰かを好きになるのに、理由なんかいるまい？　長時間を共に過ごすだけで相手のことが好きになってしまう例などいくらでもある。極端な例を言えばストックホルム症しよう候こう群ぐんやリマ症候群などが挙げられるが――」

「なぜその二つをあげる」

　とりあえずツッコんでおいてから、

「っていうか、委員長、えーと、それは」

「ああ、そうだな。順序が逆だった」

　委員長は組んでいた腕をほどき、手て櫛ぐしで髪を整えながら、

「あー、ヨースケ」

「は、はい」

　なんだか普段よりずっと可愛かわいらしく見える委員長に、俺は丁てい寧ねい語ごになってしまう。

　委員長は俺の方を見るようでいながら、わずかに視線を逸そらし、少しだけうつむき加減になって、そのときずれた眼鏡めがねをくいと人差し指で押し上げて――

　わずかに間を置いて、



「なんだ、その……好きだ。異性として」



「なっ……」

「……！」

　いや、話の流れからそうだと解わかっていたとしても。

　誰だれかに正面から告白されるのなんて初めてのことであったし、

　しかもそれが衆人環視のもとと来ている。

　動揺しないはずがなかった。

　どうリアクションを取って良いのかまるで解らない。

「ああ、いや――すまんな。こういうのは普通、校舎裏とかに呼び出してからするべきだったのか？　何分初めてだったもので、困らせてしまっていたらすまない」

　委員長はそう言って、俺おれに背を向けた。

「ああ、まず、返事はいらない。私は私の気持ちを伝えておきたかったという一心から――その、告白したのであって、他ほかの面々の想おもいを知っていて抜け駆けし、お前と付き合いたいなどと言い出すような卑ひ怯きような真ま似ねはしたくないのでな」

「委員長……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　俺おれが呼びかけると、委員長は背中で手を振った。

「すまない、今日は部活は休むと白しろ音ねに伝えておいてくれ。それと――」

「それと？」

「……気が向いたら、で構わない。ヨースケ、お前だけに言う」

　委員長はそう言って、振り返った。

　その顔が紅潮していることに、俺ははじめて気がついた。

　委員長は繰り返す。

「気が向いたら、で、構わないのだが」

「……なんだよ？」

「私のことを――『藍あい』と呼んではもらえないだろうか？」

「……」

「では、な」

　言い残すと、委員長は素早い足取りで教室を出て行ってしまった。

　後には、呆ぼう然ぜんとする俺と高たか島しまだけが残されて――

「って、おい、葉は村むら！」

「……なんだよ？」

「女子に告られるとか、それなんてエロゲだよ！　しかも委員長の言葉がホントなら、お前ハーレム状態じゃねえか！」

　なんだか一人で盛り上がっている高島を前に、俺はひどく落ち着いていた。

　この前も似たようなことを経験した気がするが、その場にいる他ほかの人間が自分より慌てていると、かえって自分は落ち着いてしまうようだった。

「高島」

「何だよ、色男」

「……俺を、殴ってくれないか？」

「は？」

　高島はよほど虚を突かれたらしく、ぽかんとした顔をしたが――

「……全国のＭＮＯ（モテない男）の代表としてなら、いいぜ」

「じゃあ、それで頼む」

　高島はしばらく迷っていたようだった。

　しかし、ややあって――

「それじゃあ、歯を食いしばれ」

「ＯＫ」

　俺はぐっと歯を噛かみしめる。こうしていないと、殴られた時に歯で口の中を切ってしまう可能性が高いからだ。

「いくぜ」

　高たか島しまのパンチは鋭かった。

　思い切り手を振りかぶったテレフォンパンチではあった。だが基本はきちんと押さえているらしく、全身をバネのようにしならせて放ったパンチは頬ほおにクリーンヒットして、俺おれは吹っ飛ばされていくつかの机を巻き込みながら床に倒れ込んだ。

　騒ぎになってもおかしくない状態であったのだが、そもそも委員長の件の段階から俺たちに注目していたクラスメイトたちは、俺の「殴ってくれ」発言もきちんと聞いていたようで、机が倒れる音に驚く声が上がった他ほかには、とりたてて騒ぎも起きなかった。

「いいパンチだな、高島」

「……なんだか知らんが、満足したか？」

　満足。

　そう、自己満足ではあるのだろう。

　しかし、委員長の言葉に――

　返事はいらない、という言葉に――

　心から安あん堵どしてしまった自分が、どこか許せなかったのだ。

「ああ――そうだな」

「それで」

　高島は続ける。

「どうするんだ？　もし仮に委員長の言っていることが本当で、電脳研の中から誰だれか一人を選べるとしたら、お前は誰を選ぶんだ？」

「……」

　考えてもみなかったことだった。

　元気いっぱいで、見ているこっちまで元気になるような桃とう香かちゃん。

　他人に対する気配りは随一で、誰にでも公平に優しいみどりちゃん。

　縁の下の力持ち的に、電脳研の方向性をまとめてくれている委員長。

　しっかりしているようで間が抜けている、放ほうっておけない蒼あお子こさん。

　俺のことは誰よりもよく知っている、気心の知れた仲ＮＯナンバー１の柚ゆ木き。

　そして、多分誰よりも「自分」を強く持ち、電脳研を統率する部長。

　この中から誰か選べだなんて――

　今まで人を好きになったことすらない自分には、到底できない。

「俺には、誰かを選ぶ資格なんてない……だろ？」

「んなことあるかよ。少なくともお前は委員長に告られてるんだぜ？　返事はいいって本人は言ってるけど、本当なら返事が欲しいところだろ？」

「……返事？」

「ったりまえだ」

「何の？」

「……お前、冗談で言ってるんじゃねえよな？　彼女にしてくれるのか、してくれないのか、に決まってるだろ？」

「ああ――」

　そうか、そうだよなあ。

　俺おれは思う。

　普通、告白なんてされたら、

　じゃあ付き合おう、って答えるか、

　ごめん付き合えない、って答えるか、

　そのどちらかなのだろう。

　だが、委員長はその返事はいらないと言った。

　それは、初めから可能性を諦あきらめているからなのだろうか。

（しっかし、正直、解わからないのは――）

　俺は高たか島しまと別れ、部室に向かう廊ろう下かを歩きながら、考えていた。

（なんで、俺なんかが、委員長みたいな立派な奴やつに好かれるんだろうな……）

　答えるものはいない。

　そもそも、問いを発してすらいないのだから、当然ではあるが。

　だから俺は――

　その疑問を、頭の中で渦巻かせる他ほかになかった。



    

  
    
      


えぴろーぐ



　試験の結果が発表された。



　ああ、いや、試験結果の前に、みどりちゃんのインターハイ予選出場の顛てん末まつについて語っておこうと思う。

　テスト前日の夜、俺おれの携帯に着信があった。

　カルメンの軽快なメロディと共に液晶に表示されたのは「鞠まり野やみどり」の文字。俺は勉強の手を止とめて携帯を手に取った。

「どうしたの？　みどりちゃん」

「あ、どうもこんばんは、ヨースケ先輩。今、お時間大丈夫ですか？」

「問題ないよ」

「えっと、先輩には真っ先に伝えておこうと思ったんです。自分の決意が揺るがないように、という思いも込めてなんですけど」

「……うん」

　それがインターハイ予選の件であることは容易に想像がついた。

　俺が（みどりちゃんには見えないというのに）頷うなずいて先を待つと、

「あたし、インハイ予選、出ようと思います」

　みどりちゃんは、力強い声で、きっぱりとそう言い切った。

「まだ先輩にしか話してないですけど、このあと両親にも話すつもりです。全力で――でも『楽しく』戦ってこようと思います」

「……応援してるよ。いや、応援するよ、の方がいいのかな。インターハイの予選って、一般の生徒でも見学に行けるのかな？」

「あ、はい。それは大丈夫ですけど……悪いですから、いいですよ。予選が行われる沼ぬま津づ東ひがし高校までは電車で三十分はかかりますし――会場、女の子だらけになると思いますから、男の人が来ると浮いちゃいますよ？」

「ああ――そういう問題もあるのか。下へ手たにみどりちゃんの応援なんかしたら、冷やかされそうだな」

「そうですよ。私と付き合ってる、なんて誤解されたら、先輩も迷めい惑わくでしょう？」



　――確認できているだけでも、みどり、蒼あお子こ、それに私はお前に好意を抱いている。



　脳裏に委員長の言葉が浮かび、俺は一瞬だけ迷って、

「いや、迷めい惑わくだなんてことはないけどね。中学時代に二年連続で全国一位になった鞠まり野やみどりの恋人だなんて、光栄だと思うよ」

「そんなこと言うと、本気にしますよ？」

　みどりちゃんは笑いながら言う。

　それがどこまで本気なのかは、俺おれには解わかりかねた。

　俺が何と答えようか迷っていると、みどりちゃんの方から話題を振ってくれた。

「冗談はともあれ、明日から試験ですけど、調子はいかがですか？」

「ん。まあ、前向きに取り組んではいるんだけど……明日、物理と数学がバッティングしてるんだよね。ちょっと初しよっぱなからハードル高い感じだよ」

「うあ、それはキツいですね……」

「みどりちゃんは、来年はどっちのコースにしようと思ってるの？」

「あたしは文系です。理系科目はもう苦手すぎちゃって。――先輩は理系クラスにしたのって、何か理由があるんですか？」

「いや、まあ大学で何学部に行きたいか、いまだに決まってないから保険って意味合いが強いんだけどね。でも、理系科目は嫌いじゃあなかったりするんだよな」

「あたし、中学の頃ころから苦手中の苦手です……」

「それは多分、よくない先生に当たっちゃったんだろうな――っていうか、今までに周りの話を聞いた限りだと、当たりの方が少ないっぽいんだけど」

「当たり？」

「うん。数学とか物理とかってね、そもそも仕組みの段階では面白いものなんだよ。その面白さを最初に教えてくれる先生だったのが幸いしたんだと思うな。駄目なのは、最初から計算問題とか暗記問題とかに入っちゃうパターンで。理系嫌いが増えてる――ように感じるのは、そういう先生が多いからじゃないかと思うんだけど」

「あー、あたし、見事にそういう先生でした……」

「だよなあ。どうもそれが普通っぽいのは嘆かわしいことなんだけど。まあ、ともあれ、そんなわけで俺は今、絶賛修羅場中なんだな」

「あ、すみません、電話、邪じや魔まですよね」

「いや、気分転換にちょうどいいんだけど――まあ、あんまり長くなるとみどりちゃんの試験にも影響しちゃいそうだからな。今日はこれぐらいにしておこうか」

「はい、そうですね。健闘を祈ります、先輩」

「お互いさまだよ。ごっどぶれすゆー」

「ふふ、ありがとうございます。先輩も、グッドラックです。あ、これの言い換えが蒼あお子こ先輩の占うらないだとテストに出るらしいんですよね。ブレイク　ア　レッグって」

「あー、それ、去年も出たな。飯いい山やまのお気に入りらしい」

　言うまでもないかもしれないが、飯いい山やまというのは英語教師の名前である。

「じゃあ、そういうことで。ほどほどに頑張ってくださいね、先輩」

「みどりちゃんも、無理して体調を崩したりしないように」

「それじゃあ、また。失礼します」

「うん、またね」

　――通話終了。



　というようなやりとりがあり、みどりちゃんはインターハイ予選に出ることを決めたそうだ。俺おれは陰ながら応援するぐらいしかできないけれど、中学校時代に全国一位だったみどりちゃんなら、いいところまで行くんじゃないだろうか、と楽観的に考えることにする。少々ブランク気味な期間があることは気になるが――



　閑話休題。話を試験の結果に戻そう。



　藍あい園ぞの学園高校における総合試験点数は、合計点数が赤点だった者を除いて、全員分の順位が表となって貼はり出される。

　二年生の順位表をトップから順に眺め、知っている名前をピックアップしていこう。



　１位　西にし村むら白しろ音ね　８９８点

　２位　軽かる部べ蒼あお子こ　８９６点

　３位　秋あき月づき藍あい　　８０６点

　10位　大おお森もり桃とう香か　７８６点

　16位　葉は村むら洋よう介すけ　７８０点



　念のために言っておこう。

　藍園学園高校の、今年の二年生の人数は２８５人である。

　それを、蒼子さんノートに頼った四名のみならず、委員長まで含めても20位以内に入っているという結果は――部長が言っていた通りだとはいえ、驚きである。

　ちなみに一年生の人数は２９８人で、



　19位　葉村柚ゆ木き　　７６５点

　38位　鞠まり野やみどり　７２０点



　と、これもまた上位ランクを見ただけで電脳研のメンバーを全員発見できてしまった。

　こちらは二人ともが蒼あお子こさん占うらないの補助を受けているのだが、何しろ占いに成功したのが試験の前々日だったのだから、時間的に厳きびしいものがあったのだろう。



　ともあれ――



　全員が赤点をまぬがれる、というのはかなり低いハードルだったわけで。

　あっさりとそれをクリアしてしまった俺おれたちは、今日も部室に集まっていた。

「と、いうことで」

　部長が言う。

　俺たちはいつも通り長机を囲んで座っており、俺だけが机に背を向けて、ホワイトボードの前に立つ部長に注目していた。

「さっき、一年生と二年生の順位表を確認してきたわ」

　結果は知っているのだが、なんとなくどきどきしてしまうのだから不思議なものだ。

　部長は一拍の間を置いて、

「両学年とも、ウチの部の部員は全員が上位40位入り。頑張ったわね、みんな」

　誰だれもが既に確認済みだっただろうに、室内の空気が明るくなる。

「と、いうことで！　今から打ち上げに行くわよ！　場所は藍あい園ぞの商店街にあるカラオケボックス・バサラ！　異論のある者は挙手！」

　もちろん誰も手なんか挙げやしない。





　バサラに着いて、俺たちはまず飲食物を注文した。

　食べ物が美う味まいのが、バサラの売りの一つなのである。

　今日、このバサラでかかるお金は全額部長が払うということで、みんな遠慮していたのだが、部長が次々とパーティメニューやらピッチャーのジュースやらを注文したので、テーブルの上が溢あふれかえるほどになった。

　イメージ通りといえばちょっと酷ひどいかもしれないが、蒼子さんは歌が下へ手ただった。アップテンポな曲についていけないのである。

　だが意外なことに、このメンバーの中で最も音痴だったのは、なんとなく万能人間だと思っていた委員長だった。本人に聞いたのだが、そもそも音楽を聴く習慣というのが高校に入るあたりまで無かったということらしく、音楽を聴いてもそれがどんな音程で歌われているのか解わからない、ようなのだ。でも本人は歌うのが好きだということで、何曲も歌っていた。カラオケなんて自己満足したもの勝ちだと思うので、それでいいと思う。

　逆に歌が上う手まいと思わされたのは、これも意外なことに、みどりちゃんだった。蒼子さんとは逆にアップテンポの明るい曲で場を盛り上げるのが上う手まく、この「期末試験お疲れさま会」のムードメーカーを見事演じてみせた。

　など。

　入店時に申請した「三時間」はあっという間に経過した。部長は店員に延長を申し出たが、ただいまの時間は延長はできません、というのが店側の回答だった。

　店を出るとき、部長に何かの紙片を手渡された。開こうとすると、そっと手で制された。　どうやら後で見ろということらしい。

　駅前で帰る方向が違う二組に分かれ、それがまた分かれ、最後に柚ゆ木きと分かれて一人になったところで、俺おれはポケットに突っ込んでいた紙片を開いた。



　電脳研部室に来なさい。



　紙片にはそれだけが書かれていた。

　そういうことはもっと早く言えよ、と思ったが、俺一人を呼び出すためにはこれしか方法がなかったのかもしれないな、と思った。

　――いや、携帯にメールでもくれればよかったんじゃないか？

　すぐにそう思ったが、ともあれ俺は、電脳研の部室へと向かった。



　　　＊



　ヨースケは来てくれるだろうか。



　ヨースケはああいう手紙を受け取ったら必ず来るだろうと確信しておきながら、そんなことばかりを考えている自分に気がついて、苦笑した。

　あの日もそうだった。

　今日と同じように、夕日の差し込む教室でヨースケを待っていた。

　どきどきしていた。

　あのとき私は、ヨースケにビジネスパートナーにならないかと誘いをかけた。

　それが何な故ぜなのか、場の勢いで言ってしまった私には解わからなかったけれど――

　今、冷静になって振り返ってみれば、解る。

　私は、ヨースケに側にいて欲しいのだ。



　――それは、どうして？



　解わからない。

　ただ、側にいて欲しいだけ。

　理由なんかない。



　そんなことを思っていると、部室のドアがこんこんこんと三回ノックされた。

　うちの部の中で、そんなマナーを知っているのはヨースケだけだ。

　よくドラマなどで目にする二回ノックは、本当はトイレへのノック。

　正式なノックは四回で、略式が三回。現在は略式が主流になりつつある。

　だが、三回ノックをするのはヨースケだけだ。



　――などと、どうでもいい思考から自分を引き戻す。

　とにかく、扉の向こうにいるのがヨースケなのは解っていた。

　なのに――

　実際に扉が開いて、入ってきたヨースケの姿を見た瞬間、

　どきん、

　と、胸が鳴るのを感じた。

　私はそんなことはおくびにも出さず――少なくとも出さないように意識しつつ――いつもの私のように、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を貫つらぬき通すことにした。

「来たわね、ヨースケ」

　机に両の肘ひじをつき、組んだ手の上に顎あごを乗せて、私は言い放つ。

　ヨースケは相変わらずのぶっきらぼうな口調で、

「……なんだよ、わざわざ呼び出したりして」

　と言って、後ろ手にドアを閉めた。

　どきどきする。

　私はそれを悟られないように、立ち上がると、なるべく自然な動作でヨースケに背を向けて窓の向こうを見やった。

　心の中で深呼吸し、

「ねえ、ヨースケ」

　頭の中で予行演習をしていた通りの一言目を発した。

「何だよ？」

　予想通りの返事。

　それに少し安あん堵どしながら、私は言葉を紡ぐ。

「私と組まない？」

「……それはこの前も聞いたな」

　ヨースケの言葉に、私は無言で首を振る。

「俺おれに、ビジネスパートナーになれって話だろ？」

　私はしばしの間を置いて、

「……まあ、そうなんだけど」

　言うと、今度はヨースケが頭かぶりを振った。

「前言った通り、面白そうだとは思うが、それはリスクが高すぎる。俺んちは母かあさんが一人で暮らしていくぐらいの貯ちよ蓄ちくしかないんだ。俺までがそのすねをかじろうってのはちょっと無理がある。こう見えて堅実派なんだ、俺は」

「じゃあ」

　私はそこまで言って、

　今度は本当に深呼吸を――ヨースケにバレないように――してから続けた。

「――一生食うに困らない逆玉にでも乗ってみる？」

　精一杯、冗談に聞こえるように言った。

　ヨースケに側にいて欲しい。

　いつまでだって、

　一生だって、

　一緒にいたい。

　だとしたら、それが一番いい手じゃないだろうか。

　ヨースケは、小さく苦笑したようだった。

　そして、冗談に冗談で返す口調で、言ってくる。

「それは魅力的な提案だな」

　胸が鳴った。

　どくんどくんという心臓の音がヨースケに聞こえてしまう気がして、可能な限りに平静を装よそおった。

　冗談でも、死ぬほど嬉うれしかった。

　そこまで来て――

　そう、ここまで来て、ようやく私は気がついた。

　多分、他ほかの誰だれかが今の私を見ていたら、一いち目もく瞭りよう然ぜんで解わかったことだろう。

　だが、私には自分が見えていなかった。

　ヨースケに側にいて欲しいから、あんなことを言った。

　どうしてヨースケに側にいて欲しいのかは考えなかった。

　それは、実に、

　実に、シンプルな答えだった。



　――私は、ヨースケのことが好きなんだ。



　それに気づいた途と端たん、顔が熱くなるのを感じた。

　おそらく今、私の顔は真っ赤に染まっている。

　ヨースケに気づかれてはならない。

　どうすればいい――

　考えて、すぐにその方法を思いついた。

　窓から差し込んできている橙だいだいの光。

　その中に紛れ込んでしまおうと思った。

　一歩、窓へと近付く。

　手を伸ばし、窓に触れると、少し冷たく感じた。

　私の身体からだが熱を持っているのかもしれなかった。

　ともすれば真剣になってしまいそうになる口調を必死に冗談めかし、私はヨースケに背を向けたまま続ける。

「本気にするわよ？」

　私の言葉に、ヨースケは答えなかった。



　そのまま私たちは、等しくあの日と同じように、沈み行く夕ゆう陽ひを眺め続けていた。



    

  
    
      


あとがき



　こんにちは、お元気ですか？

　今回は、はじめまして、の方はいらっしゃらないですよね。

　はじめてだとしたら、話が一行目からワケわからないことになっているので（いや、その後は一巻読んでなくても大丈夫なように書いたつもりですが――）一巻から読んでくださると嬉うれしいです、というようなことで。



　まずは、お久しぶりです。あきさかあさひです。

　今回は後書きに３ページいただけたので、ちょこっといろいろ書けます。

　とか書いてるとあっという間に埋まっちゃうので、近況報告など。



　ツイッターの方で今さっき騒いで来たばかりなのですが、サンボマスターのライブ、久々に行けることになりました。整理番号10番をゲットできたので、最前列だろうなー、とにまにましてます。いや、ライブ経験ない方だと解わからないかもですけど、んー。

　こう例えると解りやすいんじゃないでしょうか。

「満員電車の中で、手すりもつり革も、寄りかかる壁も無い状態」

　なので、ライブに行くときは最前列か、それが確保できなかった時は手すりの後ろにひっつくか、或あるいは後ろの方でゆったり参加するようにしてます。以前にあとがきに書いたのでご存じの方もいるかもですが、初めてのライブで眼鏡めがね全壊してますからね、私（笑）



　と、と、ページがなくなるよう。



　あ、一応例によって但し書き。

　当作品に登場する固有名詞は、全すべて実在のものとは関係ありません。いや、ホント。



　そして、恒例のありがとうございました、をさせてください。

　まず有形無形「この本ができるための力」になってくださった全ての方々、特にダブル担当さまとイラストのまはん。さんに最大限の感謝を。

　恒例行事としていつつも前巻ではカバー袖でしか触れられなかったアーティストの方々。サンボマスターさん、喜久子お姉ちゃん、それと仁後真耶子さん。今回のＢＧＭでヘビーローテーションしてたのは「あなたといきたい」「きみはともしび」と「そらいろの絵本～風のように～」と「ＧＯ　ＭＹ　ＷＡＹ」「キラメキラリ」あたりでした。

　そしてそして、いつもいつももっとゆっくりお礼を言いたいと思って言えていない、今そこにいるあなたへ。あなたがいてくださって、初めてこの物語は完成します。



　先日、あきさかは誕生日を迎えました。

　それを祝福してくださった方々もいてくださって、本の感想を述べてくださった方々もいてくださって、応援してくださる皆様がいてくださって――こんなにしあわせなことって、世の中にそうたくさんはないと思うんです。私は、しあわせものです。



　ほんとうに、ありがとうございます（ぺこり）。



　日々いろんなことがありますけれど、お互いにがんばっていきましょう。

　あなたの側にも、いつも小さな、そして大きな、しあわせが共にありますように。



　それでは、またお会いできる日を楽しみにしています。

２０１０年８月吉日

あきさかあさひ　拝



    

  
    
      

　著者

　あきさかあさひ（あきさか・あさひ）

　　黒髪、眼鏡をこよなく愛し、喜久子お姉ちゃんとサンボマスターに力をもらって日々を送る永遠の17歳（昭和53年７月４日生）。先日「魂の育ての親」である島本和彦先生から励ましのお言葉をもらい、技能「熱血」を習得した（気がする）。



　イラスト

　まはん。

　　台バンはしないけど、連コインは得意技でした。
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